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 基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校は、職業人教育を通じて社会に貢献することをミッションに、昭和５

４年４月大阪市都島区に 財団法人 東洋歯科技工学院を運営母体とし、厚

生省の指定を受け、付属東洋歯科技工学院を開校。建学の理念を「実学教育」

「人間教育」「国際教育」の『３つの教育方針』とし、「学生」「就職先」

「高等学校」「地域の方々」から信頼される『４つの信頼』の構築を運営目

標とし、２０余年に渉り歯科技工士の養成を行ってきた。 

平成１２年４月、この歴史有る教育実績を基に、現在地（新大阪駅近隣地）

に校舎を新築移転し、学校法人 東洋医療学園を設立、校名も新たに付属東

洋医療専門学校として開校した。現在、学校長として千里救命救急センター

名誉所長太田宗夫先生に指導をいただいている。学科構成は、実績のある歯

科技工士学科の一層の充実を図り、高齢者への大切な福祉である、より機能

性の高い補綴物の製作、並びに新しい技術を伴う審美歯科の基礎的な知識・

技術を修得、併せて問題解決能力のある歯科技工士の養成を目指し、全国で

初の３年制の「歯科技工士学科」（定員３０名）を開設。また新たに現在の

日本で求められる救急医療の分野で、患者の蘇生率がまだまだ低い日本の現

状を鑑み、救命率を上げることの必要性から、大阪府下では最初の「救急救

命士学科」昼間部（定員８０名）を西日本で初の３年制学科とし、また全国

初の夜間部（定員４０名）を設置、現在では全国で最も養成規模の大きい１

学年１２０名の救急救命士学科とし、西日本に広く人材の養成を行ってい

る｡ 

平成１４年４月より、昼間部・夜間部ともに３年制で、１学年各３０名定

員の「鍼灸師学科」を増設。現在、日本に於いては唯一の中国 浙江中医薬

大学との併習制度を実施、本校３年間の授業内容を全て取得単位と認めて頂

き、４年生、５年生を同大学で学び「中医針灸学士」の学位が授与される制

度となっており、過去多くの卒業生が留学している。 

 

本校は歯科技工士学科（３年制）・救急救命士学科（３年制）・鍼灸師学

科（３年制）・柔道整復師学科（３年制）の４学科からなる専門学校であり、

基本的に共通の教育システムに基づき教育がなされている。国家試験の合格

はもちろん、基本的知識・技術・医療人としての心構えと豊かな人間性を備

えた歯科技工士・救急救命士・鍼灸師・柔道整復師を養成するための、より

効果的な教育を行う為に、独自の教育システムで教育を行っている。即ち、

「自己変革教育システムＰＩＢＡＰ（ピバップ）」。自己発見の場として入

学前から教育が開始される入学前教育（Ｐ：プレスクール）。１年生の４月

から９月まで、基礎学力のレベルを整え、専門基礎にスムーズに移行、又、

医療人としての目的意識をしっかり身につけ、目標を明確にする自己変革意

識の動機づけとして大切な導入教育（Ｉ：イントロダクション）。１年生の

１０月から２年生の３月まで、学びの基盤を固め、その上で基礎教育による

知識、技術を築き上げ自己変革意識の定着を図る基礎教育（Ｂ：ベーシック）。

３年生４月から卒業まで、身につけた専門基礎知識、技術を基に、総合的に

理解を深め国家試験に対応させる応用教育（Ａ：アプリケーション）。卒業

してから業界人として継続的にキャリア形成を図り、末永く自己形成をして

いくために卒後研修などの継続教育（Ｐ：ポストグラジュエート）と本校で

は、入学前から在学中は基より卒業後までをフォローする時系列な教育シス

テムと、専門分野で実践できるよう応用力をつけ、ひとりひとりの主体性を

尊重し、自ら考え行動できる自立能力を養う問題志向型教育システム（ＰＯ

ＥＳ教育システム＝Problem Oriented Education System）を取り入れ、両

教育システムを組み合わせ、自己変革意識の育成を図り、自己確立を目指し

ている。このように、目標に到達するまでに各時期において教育目標を設定

し、学習者の実態に応じて段階的にステップアップさせ、知識・技術を積み

上げるだけでなく、主体性を持ち、継続教育を実践し、業界でリーダーシッ

プを発揮できる人材の育成を目指している。 
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なお、平成１７年４月より昼間部・夜間部ともに１学年につき昼間部６０

名、夜間部３０名の定員で「柔道整復師学科」を増設し、医療関連資格の中

で開業権のある学科の充実が図られました。４学科共に国家資格のある厚生

労働省の指定学科で、特に、国家試験には全員の合格を目指し、各業界が求

めるニーズに添った優秀な医療系スペシャリストの養成を目指しています。 

また、平成 25 年 4 月 1 日より公益法人法の改正に伴い、姉妹校であった

社団法人新歯会附属の新大阪歯科技工士専門学校並びに新大阪歯科衛生士

専門学校を受け入れ、法人名も新たに「学校法人新歯会東洋医療学園」とし

た。 

さらに令和 2 年 3 月 1 日より運営基盤、教育環境の更なる充実を目的に 

系列グループである学校法人大阪滋慶学園と合併し、法人名も「学校法人大

阪滋慶学園」とした。 

 

 

【教育理念・運営目標】 

「職業人教育を通じて社会に貢献する」ことをミッションとし、「建学の理

念」である「3 つの教育方針」即ち、 実学教育・人間教育・国際教育を実践

し、運営目的である「４つの信頼」即ち、学生本人、就職先及び各業界、高

等学校、地域から信頼される学校、学科を目指し、強い滋慶ブランドを構築

する。 

 

【育成人材目標】 

広い視野を持って現実を見つめ、豊かで柔軟な感性と人格を身につけ基本的

知識、技術を発展的に捉え、常に新しい技術を追求し、未来を見つめる「心

構え」即ち「主体性」を持った社会に必要とされる職業人育成を目指してい

る。この「主体性」の修得こそ本校が目指す教育であり、グループ共通の３

つの教育方針「実学教育」「人間教育」「国際教育」を柱に「主体性」を持っ

て、現代の社会で自己の未来を切り開いていく創造的能力と、勇気と信念を

持った人間の育成、各業界でリーダーとなれる人材の育成を教育の目標とし

ている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 古谷 圭司 



3 

1-1 （1/1） 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-1-1 学校が教育を行

う理念・目的・育成人

材像などが、明確に定

められているか 

理念・目的・育成人材像は、明

確に定め教職員、学校関係者が

共有すべき最も大切なもので

あると考えている。 

建学の理念を、実学教育、人間

教育、国際教育の「３つの教育

方針」を実践し、運営目標であ

る「４つの信頼」即ち、学生、

業界、高等学校、地域からの信

頼の構築を目指している。 

非常勤講師に対する教育理念、

教育目的をさらに明確にする

ことを課題とし、意識統一に取

り組んでいる。 

・教育指導要領 

・学生便覧 

・学校案内 

・HP 

1-1-2 理念・目的・育成

人材像を実現するため

の具体的な計画・方法

を持っているか 

理念・目的・育成人材像は教育

成果として実現することを目

標としている。入学前から卒業

後までの教育を体系的に捉え

る教育を方針としている。 

学生・教職員全員に配布する学

則及び、学校案内、学校 HP に

も記載している。教育理念・教

育目的・育成人材像をシラバス

に落とし込んでいる。 

年度始めと後期始めに全体講

師会議を実施、理念、目標，育

成人材増について重ね重ね説

明し協力を求めている。 

・シラバス 

1-1-3 理念・目的は、時

代の変化に対応し、そ

の内容を適宜見直され

ているか 

理念・目的は不変のものである

が、実行方針、実行計画は時代

の変化に対応して適宜見直す

姿勢を持つ。 

毎年、見直し改定した実行方針、

実行計画を事業計画書に記載

し、前年 12 月末に全教職員に全

日の発表日を設けている。 

社会の変化、制度の変化により

改定された内容の周知徹底を

図るため、毎月の全体会議、事

業計画発表会を行っている。 

・事業計画書 

1-1-4 理念・目的・育成

人材像等は、教職員に

周知され、また学外に

も広く公表されている

か 

学生・教職員および関係者に周

知を図り、また、広く学外に公

表し、その上で、実践すべき 

であると考えている。 

学生・教職員全員に配布する学

則及び、学校案内、学校 HP に

も記載し広く公表している。 

特になし ・教育指導要領 

・学生便覧 

・学校案内 

・HP 他 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

明確に定められた理念・目的・育成人材像をベースに学校は運営されている。

各業界のスペシャリストを輩出する養成機関として、社会に質と量を保障で

きる教育を実践しなくてはいけない。 

「職業人教育を通して社会に貢献する」ことが、全教職員の共通ミッション

である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 古谷 圭司 
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1-2 （1/1） 

1-2 学校の特色は何か 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-2-5 学校の特色とし

て挙げられるものがあ

るか 

１）運営方針、教育理念が確

立し、全教職員の方針が共有さ

れていること。 

２）教育成果、運営成果を高

める為のシンクタンクが存在

すること。 

３）限られた教育機関で教育

成果を高める為の独自の教育

システムが有ること。 

また、国家試験合格に向けた

独自の WEB システムがあるこ

と。 

１）前述より教育目標を「４つ

の信頼」とし、実現の為の教育

理念を「３つの教育方針」とし、

教職員全員が共有している。２）

教育成果、運用成果を高めるた

めに『滋慶教育科学研究所』を

設立、教職員の研修、又、学会

を開催し成果を上げている。 

３）教育効果をあげるために前

述の独自の２つの教育システム

を取り入れている。 

時系列な PIBAP（ピバップ）

教育システムと問題解決思考型

の POES 教育システムです。 

また、WEB での対策に力を入れ

ている 

学生の基礎学力の乖離を如何

に対応し公平な成果を達成さ

せられるかが課題でその為の

対策、取り組みが特色でもあ

る。 

・学生便覧 

・学校案内 

 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 古谷 圭司 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

3 つの教育（教育理念）・４つの信頼（運営目標）をベースに、育成人材目標

の達成のため、独自の教育システム（PIBAP）を実践し、学生個人の自主性

強化のため POES 教育システムを導入し、社会に貢献し各業界でのリーダー

的存在になれる人材育成を目指している。 
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1-3 （1/1） 

1-3 学校の将来構想を抱いているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-3-6 学校の将来構想

を描き、3～5 年程度先

を見据えた中期的構想

を抱いているか 

地域 NO１の学校、学科を目標

とし、5 年後の将来像を見据え

た中期的構想が重要と考えて

いる。社会の変化・業界の変化

に対応し、ブランド力のある学

校を目指していく。 

グループ全体で 5 年ごとに立案

される本年は第 7 期 5 ヶ年計画

の 2 年目を迎えている。毎年、

次年度及び 5 ヵ年の事業計画書

を作成し、教職員全員に周知し

ている。 

具体的には「存在意義のある学

校としてのブランドの確立」の

ため 4 つの信頼を実践していく。

「各学科における職域の拡大」

のためマーケティングに基づく

イノベーションを行い、新たな

活躍フィールドを開拓してい

く。「情報開示の充実」やオープ

ンな運営を目標とし、自己点検

自己評価を実施し、学校環境の

更なる改善を目指す。 

中長期的構想の具現化のため

のベース作りが必要とされる。

そのためには、個のエネルギー

を高める必要がある。教職員が

自己研鑽に励み、5 年先、10 年

先を見据えていく姿勢が重要

である。グループで行われる研

修や外部研修に積極的に参加

し、得た知識技術を現場にフィ

ードバックし、教育を実践して

いくことで、その完成度は高ま

ってくることと考える。理念や

コンセプトを同じくした成熟

した個のエネルギーのグロー

バル化が学校のブランド力と

なることと考えている。 

事業計画書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

グループ全体の５ヶ年計画をベースに学校全体の組織目的・運営方針を決定

し、それをもとに各セクションことで実行方針・実行計画を毎年作成してい

る。事業計画発表会で教職員全員に周知を図っている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 古谷 圭司 
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基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

滋慶学園グループ 5ヶ年計画に基づき、学校運営の基軸として毎年事業計画が作

成されている。 

事業計画では、組織図、職務分掌、人事採用、人事研修、広報計画・広報スケジュ

ール・イノベーション、新規事業、教育スケジュール、就職スケジュール、学校行

事、インセンティブ、意思決定、業績評価、将来像、収支予算などが明確に定めら

れている。 

理事が基本方針（組織目的・運営方針）を示し、各セクションで実行方針・実行計

画についての協議が行われ作成されている。 

作成された事業計画は、学校運営会議、法人理事会の決裁を受け、承認を得るも

のとなっている。 

学校運営の基本概念として以下の組織目的を定義している。 

○ 職業人教育を通じて社会に貢献することをミッションとし、「建学の理念」である

「3つの教育方針」即ち、 実学教育・人間教育・国際教育を実践し、運営目的であ

る「４つの信頼」即ち、学生本人、就職先及び各業界、高等学校、地域から信頼さ

れる学校、学科を目指し、強い滋慶ブランドを構築する。 

○ 仕事に楽しくチャレンジする等、人を中心に置く運営を通し、運営力、マネジメ

ント力に富んだリーダーを育成する。 

各業界の人事部として、定員人数の確保と職業人としての資質を高め、高度化に

寄与する人材の育成に努め、各業界が求める人材の「量」と「質」の保証に努める。 

各々の学校・学科が、国内に於いて“No1””Only1“を目指すと共に、各業界との深

い関係、並びに広く世界の職業教育機関との関係を深め、国際的に通じる職業教

育機関を目指す。 

○ グループのガバナンス体制を確立し、また、コンプライアンス・収支バランス等を

重視し、グループ力を持った健全な経営体制を築き、安定した強い組織を造る。 

滋慶グループの関連企業、委員会、研究所等と学校現場が効果的、機能的に関

連し、各組織が自立的に主体性を持ち、活性化した現場力のある自立集団を目指

す。 

○ 無駄の無い、合理的な運営を図り、節電対策、地球温暖化対策にも積極的に

協力する。 

○ 環境の変化を捉え、常にマーケティングやイノベーションの出来る組織を目指

す。 

○ 滋慶学園グループのネットワークを活かし、運営並びに教育の充実を図る。 

○ 運営方針としての７つの視点を重視し、積極的に取り組む。 

○ 運営の成果を高める為に P・D・C・Aサイクルを実践する。 

○ 毎年夏休みを利用し、各学科が前年度又４月～７月の実績を踏まえ 

 後期又、次年度の運営、教育内容等のチェックを行い、改善、実行を 

行っている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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2-4 （1/1） 

2-4 運営方針は定められているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-4-1 学校の目的、目標

に基づき、学校運営方

針は明確に定められて

いるか 

学校運営方針は、滋慶学園グル

ープ共通の 5 カ年計画に基づ

き、明確に定めている。 

事業計画書において明示されて

いる。 

各セクションにおいての作成

段階の協議をさらに深めてい

く努力が必要である。 

事業計画書 

2-4-2 学校運営方針は

教職員に明示され、伝

わっているか 

運営方針は全教職員が共通認

識として持つべきものと考え

ている。 

毎年、次年度事業計画書を使用

し全教職員が参加する事業計画

発表会が開催されている。 

全体での会議や研修だけでな

く、各セクションでのミーティ

ングにおいても確認が必要で

ある。 

事業計画書 

2-4-3 学校運営方針を

基に、各種諸規定が整

備されているか 

運営方針をもとにした各種規

定を定めることにより、さらに

合理的な運営を目指している。 

各種規定（機密文書規定・個人

情報保護基本規定・教職員慶弔

見舞金規定など）が定められて

おり、教職員がいつでも閲覧で

きるようになっている。 

就業規則や規定に関しての共

通認識と理解がさらに必要で

ある。そのための研修も定期的

に実施していく。 

就業規則 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年末に行われる事業計画発表会で学校運営方針や各セクションの運営方針が

発表され全教職員が共有している。また各月に開催される全体会議において

運営方針に沿った話し合いが行われている。共通認識が最重要課題である。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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2-5 （1/1） 

2-5 事業計画は定められているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-5-4 学校の目的、目標

を達成するための事業

計画が定められている

か 

学校の目的、目標を達成するた

めの事業計画が定められるべ

きだと考えている。 

組織目的・運営方針をもとに各

セクションの実行方針・実行計

画が定められている。 

環境の変化による迅速な計画

変更など、スピード感のある対

応が今後さらに求められる。 

事業計画書 

2-5-5 学校は事業計画

に沿って運営されてい

るか 

学校は事業計画に沿って運営

されるべきものと考えている。 

事業計画発表会で昨年度の振り

返りを行い、適宜見直しを図り

次年度の計画を立てている。 

事業計画における個人認識の

共通化を今後さらに図ってい

きたい。 

事業計画書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

事業計画書及び事業報告書は毎年作成されている。毎年行われる事業計画発

表会で前年度計画の成果を振り返り、次年度の計画を発表することで、全教

職員の共有が図られている。 

事業計画の内容 

① 組織目的 

② 運営方針 

③ 定量・定性目標 

④ 実行計画 

⑤ 組織図 

⑥ 職務分掌 

⑦ 部署ごとの計画及びスケジュール 

⑧ 業績評価システム・意思決定システム 

⑨ ５年後の将来像 

⑩ 収支予算 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 

 

 



9 

2-6 （1/1） 

2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-6-6 運営組織図はあ

るか 

組織図は明確にすべきものと

考えている。 

組織体系を組織図で表してい

る。 

特になし 事業計画書 

2-6-7 運営組織や意思

決定機能は、学校の目

的、目標を達成するた

めの効率的なものにな

っているか 

組織運営の意思決定システム

は目標達成に効率的なものを

目指している。 

目的によって主催者・対象者を

わける方法(会議などの種類)を

とり意思決定システムを構築し

ている。 

意思決定の内容は会議やミー

ティングなどで伝えられてい

るが、より周知をはかるシステ

ムが必要である。 

事業計画書 

2-6-8 組織の構成員そ

れぞれの職務分掌と責

任が明確になっている

か 

職務分掌及び責任の所在は明

確にすべきものと考えている。 

職務上の役割は職務分掌に明記

されており、各セクションでリ

ーダーシップとフェローシップ

が作用するよう定めている。 

特になし 事業計画書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

組織図どおりに運営が行われている。組織図は毎年作成される事業計画に盛

り込まれており、適宜改変されている。意思決定機能については決定目的別

の会議やミーティングシステムが構築されている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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2-7 （1/2） 

2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-9 学校運営に必要

な人材の確保と育成が

行われているか 

教育は指導教員の質と意欲が

大切であり、事務職員は教育環

境を整える役割が有ると考え

ている。そこで、職業教育の質

の担保と向上に添った採用と

適宜研修を行いスキル面とマ

インド面の育成を図っている。 

具体的には、一般職は新卒採用

とし、専門職採用は経験豊かな

中途採用と本校の優秀な卒業生

を採用し、又、研修は、本校独

自での研修に加え、滋慶グルー

プとして初任者研修始め、教育、

広報、就職と業務に添った研修

を実施している。 

・特にありません。 ・滋慶教育科学研究所の年

間研修計画書 

2-7-10 人事考課制度は

整備されているか 

職員の評価に関しては、人事考

課制度を採用し、自己評価およ

び上司からの評価を踏まえ、年

度ごとの課題設定を目標とし

ている。 

各人の目標シートと人事考課シ

ートによる仕事の質、仕事の量、

又、能力、情意に関し、聞き取

り、上司と責任者の２名で評価

している。 

・学校教育は、仕事の役割の異

なる分担型の仕事である上、定

量評価が非常に困難である。 

・今後は他者評価も取り入れて

いきたい。 

・目標シート 

・人事考課シート 

2-7-11 昇進・昇格制度

は整備されているか 

組織が小規模な為に、昇進、昇

格は立場では無く、役割（配役）

と考え、その役職に相応しく成

長した段階で欠員があれば昇

進、昇格を考えている。 

コンプライアンスの関係上必要

な役職は常に充足している。 

・現時点では、特に有りません。 なし 

2-7-12 賃金制度は整備

されているか 

年齢、キャリアも考慮し且つ人

事考課シートや通常業務及び

それ以外での学園、学校への貢

献度から決定している。 

年齢給を中心とした基本給と、

職能給、並びに、役職手当、調

整手当を採用している。 

賞与は夏季、冬季の２回支給 

・職場が専門分野の異なる職務

の集合体で定量評価が非常に

困難である 

・年齢基本給一覧 

・人事考課シート 
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2-7 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-13 採用制度は整備

されているか 

一般職は意欲のある優秀な人

材の確保を目指し、毎年定期的

に採用をしている。 

専門職は計画採用と欠員採用

の両建てで行っている。 

毎年、滋慶グループとして一般

職を中心に合同での求人を行っ

ている。 

専門職は、本校の情勢に合わせ

卒業生又は、経験豊かな専門人

材の採用をする。 

特にありません 特にありません 

2-7-14 教職員の増減に

関する情報を明確に把

握しているか 

専門職は下より、一般職を含め

教職員の移動は的確に把握で

きている。 

各学科共に学科長から、又、事

務職員は事務局長又は次長から

総務担当に連絡があり責任者に

報告をされる。 

特にありません 特にありません 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営に関する人事、特に、医療系の人事は、厚生労働省の指導要領に基

づくコンプライアンスを満たし、学校運営に必要な事務職員を確保し、職務

が過剰負担にならない、その上、マネジメントの真の目的である給与面から

の教職員の生活の保障をし、職場満足度の高い職場環境造りが大切である。 

人事面では、滋慶学園グループの組織の中で採用や一部人事異動が可能であ

り、人材の育成に関しては、本校独自の研修は基より、特に、グループ内に

滋慶教育科学研究所を設置、広く教職員の人材の研修を行っていることが、

成果と共に特徴である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 古谷 圭司 
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2-8 （1/1） 

2-8 意思決定システムは確立されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-8-15 意思決定システ

ムは確立されているか 

（学）大阪滋慶学園寄付行為に

基づく理事会を中心とした意

思決定システムが確立されて

いる。 

理事会・評議員会・運営会議・

全体会議・各セクション会議を

行っている。 

特にありません 事業計画書 

2-8-16 意思決定プロセ

スのポイントとなる仕

組み(会議等)が制度化

されているか 

大阪滋慶学園寄付行為に基づ

き、意志決定プロセスが制度化

されている。 

会議開催が制度化されており、

それ以外にも適時開催されてい

る。 

特にありません 事業計画書 

2-8-17 意思決定の階

層・権限等は明確か 

意思決定の階層・権限等は明確

である。 

階層・権限別の会議が制度化さ

れている。 

特にありません 事業計画書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

意思決定システムは目的別に方法（会議・ミーティング）が区分され、事業

計画書に明文化されている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 

 



13 

2-9 （1/1） 

2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-9-18 業務効率化を図

る情報システム化がな

されているか 

業務効率化を図るため全教職

員がパソコンを使用し、メー

ル、Teams、Garoon による連

絡など効率化を目指している。 

教職員は staffnet システムを使

用し共有サーバーでの情報共有

にも取り組んでいる。 

今後会議等においてのペーパ

ーレス化も視野にいれ考えて

いかなくてはならない。 

特になし 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教職員全員にパソコンを貸与している。共有サーバーによる情報の一元化な

ど、業務効率化をめざしている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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基準３ 教育活動（歯科技工士学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本学科は、「歯科技工士法」「歯科技工士法施行令」「歯科技工士法施行規則」

ならびに「歯科技工士養成所指定規則」「歯科技工士養成所指導要領」に基づ

き教育活動を行っている。 

 

カリキュラムについては、指定規則で規定されている教育内容以上の時間数

を取得させると共に本校独自の指定規則外教科を設け、常に業界をリードす

る教育レベルを確保するよう運営している。  

教育活動状況については、カリキュラムに基づき、シラバスを作成すること

で学生の到達目標の明示化などを図り、成績評価の客観性の確保等、常に到

達レベルを見直し、位置づけを明確にしている。  

授業評価については、各学年次の科目終了前に実施している学生による授業

アンケートを中心に各教員にフィードバックし、教育内容の向上を図ってい

る。  

歯科技工士資格取得を大きな目標として教育を行い、国家試験合格率は常に 

１００％を誇り、成果をあげている。  

１年生から２年生の中盤にかけては基礎教育に重点を置いた基盤固めを行

い、３年生ではそれを基に臨床現場で対応出来得る応用力と技術力を備える

ために一貫した教育指導を行っている。 

 

歯科技工は、実習における技術指導に重きを置いている。個別指導において

は模型や実習作品を介して、就職後に求められるコミュニケーション力の向

上が図られるよう心がけている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 

 

3-10 （1/1） 
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3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて

正しく方向付けられて

いるか 

業界のニーズは、幅広くかつ即

戦力であるため、基本的な知

識・技能を中心に充実させるよ

う努力し、業界や就職先からも

高い評価を受けるよう努める。 

 

オールセラミッククラウン、Ｃ

ＡＤ－ＣＡＭ、顎顔面補綴など

現在の業界の方向性を考えた実

習を取り入れる他、即戦力を求

められるため臨床模型実習を実

践している。 

パソコンの操作が苦手な学生

もいるが、歯牙の形態や機能を

基礎実習・講義で理解させなが

ら、デジタル技工の基本操作を

指導する。 

シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業界のニーズは非常に幅広く、求められる人材も多種多様である。また、卒

後は、即戦力となれるよう、基本的な知識・技能の修得に力を入れている。

加えて、人間教育の原点であるキャリア教育、コミュニケーション力の向上

に力を注いでいる。 

 

特記なし。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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3-11 （1/1） 

3-11 修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-2 各学科の教育目

標、育成人材像を達成

する知識、技術、人間

性等は、業界が求める

レベルに適合している

か、また、レベルに到

達することが可能な修

業年限となっているか 

業界のニーズレベルに近づけ

るよう努力している。全国唯一

の３年制教育をフルに活用し

ている。 

 

実技を中心とした教育内容であ

るためその作品で到達目標が確

認できる。 

客観的評価方法の研鑽に努める

とともに講師とシラバス、コマ

シラバスを再確認し実習指導に

反映させる。 

課題(作品)の完成度には個人差

が生じるが、担当教員や講師に

とる個別指導でフォローする

よう努めている。 

シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

3 年という教育期間の中で就業に必要な知識、技術のすべてを教授すること

は難しいが、重要な分野を明確にし、実技試験において評価の基準を明示し、

学生に公表している。  

 

実技試験の作品評価については、総評および個人講評を行い、技術の向上を

促している。認定実技試験では、比較的高い評価を得ている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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3-12 （1/1） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 

本校独自の時系列なPIBAP（ピ

バップ）教育システムと問題解

決思考型の POES 教育システ

ムで体系的に編成される。 

教育指導要領に基づき講師会議

で検討している。 

 

特記なし。 教育指導要領 

講師会議議事録 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 

業界団体や就職先との意見交

換を行う。 

材料メーカーからの新情報に

も注視する。 

 

全国歯科技工士教育協議会や歯

科技工所協会、材料メーカーな

ど業界団体との意見交換を行っ

ている。  

特記なし。 講師会議議事録 

メーカー提供資料 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか 

業界のニーズを基に学科長を

中心に作成したカリキュラム

案を、学科全教員で協議する。 

学科会議でカリキュラム作成に

関する知識の共有を行ってい

る。  

 

2019 年入学生より単位が定め

られた新カリキュラムでの教

育になる。 

シラバス 

 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 

科目の重要性を勘案し、また、

業界のデジタル化に伴い業界

のニーズを反映できるよう定

期的に検討する。 

講師会議で担当講師と意見を交

換し、カリキュラムを定期的に

見直している。  

業界のデジタル化が急速であ

るため教育の対応を加速する

必要がある。 自宅での遠隔授

業による教育も必要である。 

講師会議議事録 

シラバス 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムの編成については、国家資格取得を第一に、業界のニーズ、社

会的なニーズ、人間としてのニーズなど、キャリア教育的な観点も取り入れ

つつ体系的な組み立てがなされている。 

特になし 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 

3-13 （1/1） 
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3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 

カリキュラムはそれぞれ内容

が独立して成り立つものであ

ると同時に、科目間の連携も重

要である。 

シラバスにより科目ごとで指導

内容や進行状況を把握できるよ

うにしている。各科教科ごとに

教員間のコミュニケーションを

密にする。 

特記なし。 シラバス 

講師会議分科会議事録 
 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 

実習、講義に分けてシラバスが

作成されている。 

シラバスの作製は担当講師によ

るが、実習においては専任教員

が講師の意見を参考に作製して

いる。 

特記なし。 シラバス 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 

シラバスには授業ごとの教育

内容が記載されている。 

シラバスに則って授業が実施さ

れている。 

特記なし。 シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

シラバスを作成することにより、学生にそれぞれの授業の目標や評価方法を

理解させることができる。また、各教員が学生主体に効率よく理解させるよ

う工夫している。 

今後もそれぞれの授業の位置づけ、連携を継続していくべきである。 

教科目標と内容が解離しないよう留意しなければならない。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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3-14 （1/1） 

3-14 キャリア教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法などが実施されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-14-10 キャリア教育

が行われているか 

専門学校は職業教育の場であ

るだけでなく、自立して社会へ

巣立っていけるキャリア教育

をおこなうことは重要である

と考える。 

キャリアセンターを中心にマナ

ー教育・就職ガイダンス等、キ

ャリア教育をおこなっている。 

キャリアセンターと連絡を密に

する。 

 

日頃の各実習授業においても

技術指導だけでなく、社会人基

礎力の習得に繋がるような指

導を心掛けている。 

Hand-book of LIFE STYLE 

滋慶学園キャリア教育ロ

ードマップ 

3-14-11 キャリア教育

の実効性は検証されて

いるか 

キャリア教育の実効性は検証

されるものである。 

常に雇用側からの情報を収集

し、実効性や不足している点を

検証している。 

実効性は就職後、仕事と向き合

うことで判明すると思われる。

見学先や就職先からの評価を

もとに、改善につなげていきた

い。 

就職先訪問報告書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

キャリア教育の真価は業界の評価にあるといって良い。そのために卒業生の

勤務先や、あるいは業界全体の情報に耳を傾けていかなければならない。 

本校では教員だけでなく、キャリアセンターが積極的に情報収集に努めてい

る。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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3-15 （1/1） 

3-15 授業評価の実施･評価体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-15-12 学生による授

業評価を実施している

か 

授業評価は重要である。 

学生アンケートの実施 

学生面談時の情報収集 

学生アンケートで評価がよくな

いものに関しては改善策を話し

合い、改善している。 

特記なし。 学生満足度アンケート 

3-15-13 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につき

学科や学校として把握・

評価する体制があるか 

学生アンケートの実施 

学生面談時の情報収集 

 

収集した情報はフィードバック

し、評価がよくない点について

は、改善策を学科内で話し合う。 

特記なし。 学生満足度アンケート 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の評価が業務の直接の評価であると考える。また評価が高ければ学生の

満足度にもつながる。学生満足度アンケートを継続している。 

今後も ZOOM 遠隔授業が再度必要になったとしても、学生の反応や習熟度を

もとに、構成や効果等に工夫を加えて実施できるよう備えておきたい。 

対面授業を基本とし、知識と技術を伝授しているが、より一層見やすく理解

し易い授業の進行に努めていきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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3-16 （1/3） 

3-16 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-14 学科の育成目

標に向け授業を行うこ

とができる要件（専門

性・人間性・教授力・

必要資格等）を備えた

教員を確保しているか 

資格を備え、教育力を備えた教

員を確保する。 

 

資格要件の確認だけでなく、実

績・実力ある教員を採用してい

る。 

特記なし。 教員資格に関する書類 

3-16-15 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 

講義科目、実技科目共に専門

性、臨床経験を兼ね備えた教員

で対応する。 

講義科目、実技科目共に専門性、

臨床経験を兼ね備えた教員で取

り組んでいる。 

特記なし。 教員資格に関する書類 

3-16-16 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか 

学生アンケートや面談時の学

生の意見を参考に把握する。 

より専門性の高い教員が教育に

取り組んでいる。 

特記なし。 教員資格に関する書類 

3-16-17 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか 

関連学会や全国歯科技工士教

育協議会の研修会に積極的に

参加すること。 

教員各自がそれぞれの研修（遠

隔講習会を含む）に積極的に参

加している。 

特記なし。 関連団体研修会開催書類 
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3-16 （2/3） 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-18 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を適宜把握し、

評価しているか 

基礎的な教授力については極

めて重要であり、不断のインス

トラクションスキル向上を目

指す。 

学校全体としての授業評価アン

ケートを行っている。 

評価委員会による検討。 学生満足度アンケート 

3-16-19 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 

教員研修に参加するよう指導

する。 

全教員対象に学内研修や学外開

催の研修に参加している。 

体系的・定期的な研修グループ

で開催されているので教員が

参加する。 

教員研修参加報告書 

3-16-20 教員間(非常勤

講師も含めて )で適切

に協業しているか 

教育を進める上で、重要不可欠

であるので、教員間の協議は不

可欠である。  

 

講師会議や学科会議において担

当者間で打合せている。 

専任と外部講師との授業の事

前打ち合わせや、終了後の意見

交換は重要である。継続してい

きたい。 

学科会議議事録 

3-16-21 非常勤講師間

で適切に協業している

か 

講師会議にて意思の疎通を行

う。 

講師会議（分科会）の開催。 各実習においてよく検討され

ている。 

 

講師会議議事録 
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3-16 （3/3） 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-22 非常勤講師の

採用基準は明確か 

教員資格、適性等を勘案し採用

する。 

採用時に履歴書の他、資格を確

認し面接等を実施して判断して

いる。 

歯科技工士学校養成所指指導

要領を遵守する。 

歯科技工士学校養成所指

導要領 

講師名簿 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業務をおこなう上で最も大切なことはソフト面＝人材であり、良い人材を採

用していくことはもちろん、さらに成長していける環境作りが重要である。

そのための意識は専任教員・非常勤講師ともに高い水準を維持できている。 

今後も各場面での重要ポイントや改善点なども共有していきたい。 

教育指導における専任教員と外部講師のバランス調整や配置は重要だが、 

授業の役割を明確にすることで、効果的な教育を提供することができている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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3-17 （1/1） 

3-17 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-17-23 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか 

学生便覧・内規・シラバスなど

に明確に記載し、周知する。 

出席と成績の両面から具体的な

数字をあげて明示している。入

学時・進級時にオリエンテーシ

ョンで周知している。 

教員にも学生にもさまざまな

書類で周知させているため、相

互の誤解もなく問題は発生し

ていない。 

学生便覧 

試験・学習の評価内規 

シラバス 

3-17-24 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 

単位認定委員会が設置されて

いる。 

認定の基準は学科ごとに決めら

れており、認定の可否は最終単

位認定委員会により判断されて

いる。 

 

歯科技工士学科においては 

2019 年入学生より単位が定め

られた新カリキュラムでの教

育を行っている。 

単位認定に関する運用細

則 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

評価も単位互換も明確な規定をもとに書類が作成されており、教員・学生と

もに周知されている。これまで問題なく運用されているが、今後も教員・学

生ともに共通の理解のもと運用していきたい。 

単位認定においては、以前から検討・改善を行い構築された基準で、実施さ

れている他学科と単位認定委員会で情報交換を行い、準備を整えていく。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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3-18 （1/1） 

3-18 資格取得の指導体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-18-25 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 

「歯科技工士学校養成所指定

規則」に則ってカリキュラムが

定められる。 

本学科カリキュラムは、「歯科

技工士学校養成所指定規則」に

規定された内容以上の時間数と

なっている。 

特に問題はない。 学生便覧 

3-18-26 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 

国家資格取得が第一の目標で

ある。国家試験が全国統一され

出題基準も明確であるため出

題基準を目標とする。 

3 年次には選択必修科目で国家

試験対策の科目を設けている。

外部組織主催の模擬試験を受験

し結果を基に全国的なレベルで

評価する。 

成績不良者に対してはカリキ

ュラム外の補習授業が必要と

なっている。 

学生便覧 

シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家試験取得は最大の目標である。学科がすべての学生を合格させるための

カリキュラム編成や態勢をとっていかなければならない。学科創立以来国家

試験に関しては高い合格率を維持できている。 

各担当者が出題基準を再確認している。 

これまで蓄積してきた経験を活かし、適正な基準で行った分析・判断を基に

対策授業が実施されている。各担当教員間で成功事例を共有することが出来

ている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 日 14 日 記載責任者 大石 直之 
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基準３ 教育活動（救急救命士学科） 
点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本学科は、「救急救命士法」「救急救命士法施行令」「救急救命士法施行規則」

ならびに「救急救命士養成所指定規則」「救急救命士養成所指導要領」に基づ

き教育活動を行っている。 

 

学科の教育目標は、 

・国家資格[救急救命士]の取得 

・本人の望む「資格を活かせる」就職 

・生涯学び続けることができ、指導的立場にもなれる[救急救命士]の養成 

であり、さらに全学科共通の『自己確立システム「Ｐ．Ⅰ．Ｂ．Ａ．Ｐ」』『問

題解決指向型「ＰＯＥＳ」』から、(各学科の物) 救命士学科の独自性を発揮し、

時期に応じた(保護者会・入学後・進級後のオリエンテーション時など)教育目

標、問題点を明確にすることで成果を得ている。 

カリキュラムについては、昼間部・夜間部共に指定規則第 4 条第 1 項の教育

内容以上の単位数を習得させている。昼間部においては実習や公務員対策に

ゆとりを持ったカリキュラム内容とし、夜間部においては昼間働きながら効

率よく同程度の内容履修できるものになっている。 

 

主な就職先が消防機関であることから、常に教育内容を学科内で協議し、業

界のニーズにあった内容になるよう努めている。教育活動状況では科目ごと

にシラバスを作成することで学生の到達目標の明示化や単位認定の明確化な

どを図り、成績評価の客観性の確保等に努めている。 

また、実際に消防機関で行われる訓練に参加したり、見学したりすることで

実習内容の更なる充実に繋げている。 

 

授業評価については年末に学生アンケートの実施を行い、講師会議などを通

して講師への確認を行い、専任教員については学科内でフィードバック 

を行い教育内容の向上を図っている。 

また、卒業年度においては担任毎に国家試験対策に対する学生アンケートの

実施を行い、対策授業や補習などを魅力的な内容になるよう努力している。 

就職については消防機関への就職がほとんどであり、卒業年度に国家試験対

策と就職(地方公務員)試験対策の両立が必要である。 

消防学校の初任科教育に耐え得る体力・精神力を備えた学生の教育が必要で

ある。 

 

処置の拡大に伴いその都度カリキュラムの再検討をしている。 

今後も処置拡大が考えられるため生涯を通じで学び続け、指導的立場になれ

るような学生教育の構築が急務である。 

 

2023 年の病院実習については順調に終了している。 

 

 

感染防御具の持ち込みや、実習前・実習中・実習後の健康観察期間を設けて

体調チェックを徹底した。 

 

合わせて JESA(全国救急救命士教育施設協議会)内実習委員会で監修する、専

修学校での文部科学省研究事業(救急 VR 導入研究)へ参加し実施、実習が終了

した施設においては終了後のアンケート提出も問題なく行えている。 
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最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 

 

3-10 （1/1） 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて

正しく方向付けられて

いるか 

業界のニーズは幅広くかつ即

戦力であるため、基本的な知

識・技術の習得を中心に充実さ

せている。 

就職先からも一定の評価を受

けるよう努める。 

 

「就職業務遂行予定」に基づき 

募集要項の取り寄せから消防訪

問（来校や説明会での情報収集）

によるニーズの把握、また、民

間就職の調査などを行う。 

職業実践専門課程の認可校とし

て年 2 回の委員会「学校関係者

評価委員会・教育課程編成委員

会」を実施し学科の取り組みと

業界の要望との摺り合わせを行

い教育に反映させている。 

消防機関の場合、専任の救急業

務体制でない本部も多く、広く

消防業務について基本的な知

識・技術が求められる。 

処置・職域の拡大に向けてカリ

キュラムの改定を行なう。 

消防訪問等で業界のニーズの

把握に努め必要時教育に反映

させる。 

・学生便覧 

・授業時間割 

・シラバス 

・消防訪問報告書 

・補習要綱 

・消防募集要項及び民間求

人票 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業界のニーズは公と民間で異なるため、非常に幅広い。資格を取得しただけ

では就職が(公務員試験の倍率が高く)困難である。したがって、救急救命士

として基本的なことは勿論、社会人としても非常に高い一般知識・教養を求

められる上にかなりの体力(体力試験)も要する。 

国家試験の出題基準は 2 年毎に改定され、問題数の割合も変更となっている。

このため、対策の変更を学科内で定期的に会議を実施し、現状と対策の改善

点について情報共有している。業界の求める救急救命士の養成には更なる努

力が必要である。 

現状、公務員対策の更なる充実(一般教養・知識、SPI、体力、作文・自己 PR) 

消防の場合、自治体の都合により消防学校が後期過程に成る場合もあり、初

任科教育前に所属に配属となるため即戦力としての要素も必要である。 

処置・職域拡大に向けて、業界の求める人材養成に向けての情報収集からカ

リキュラムの再構築の実施が常に要求される。 

また、専門職採用の枠を受験する場合、国家試験の合否が採用の合否に影響

するため受験地決定の指標を学科内で定めた。このことは、講師会議・保護

者説明会で周知し、理解と協力を得ている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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3-11 （1/1） 

3-11 修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-2 各学科の教育目

標、育成人材像を達成

する知識、技術、人間

性等は、業界が求める

レベルに適合している

か、また、レベルに到

達することが可能な修

業年限となっているか 

修業年限に対応したカリキュ

ラムの内容となるようにして

いる。到達目標についてはシラ

バスなどで明記する。 

 

処置拡大を受けてカリキュラム

を変更、系列ごとに総括時間を

設け、1,2 年の習熟度向上を図

る。対象年度生でない学生にも

総括時間は努力目標として取り

組み、試験まで実施することが

できた。1,2 年の国家試験対策を

充実させ国家試験に受かるレベ

ルの底上げをはかる。 

標準化された病院前救護を考

慮した実習内容のさらなる充

実を図った。講師陣の充実及び

専任教員の研修強化を行った。 

・学科内資料 PIBAP 

・POES 

・シラバス 

・学生便覧 

・指導要領 

・病院実習要綱 

・実習テキスト 

・救急活動実施要領 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

3 年の教育期間の中で夜間部でも最低限の基本的な内容は網羅したカリキュ

ラムとなっている。昼間部においてはさらに実習や公務員試験対策にゆとり

を持った内容となっている。いずれの科目も到達目標・評価の基準を公表、

実習においては客観的な評価が行えるよう効果測定の基準を設けている。 

指導要項や学生便覧にも明確にしてあるが、標準テキスト第 10 版では章毎に

到達目標が明確に記入された。講師依頼する時にテキストまたは担当分野の

コピーを渡し到達目標からずれることのない様、授業計画を立てていただく。 

 

実習に関しては、標準化された病院前救護、災害医療について修学年限に応

じた実習の組み立てを行っている。処置の拡大がされ、定期的に変更される

ガイドラインにも柔軟に対応でき、都度、効果測定についても見直している。

実習テキストに沿って、実習マニュアルを作成し随時改定中である。2018.12

に専任教員で『救急活動実施要領』を作成し、以降学生全員に配布すること

とした。新入生に対しては、ある程度実習が進んだ時点で情報共有として配

布している。内容についても随時追加修正をし、専任間で統一した指導が行

えるようにしている。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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3-12 （1/1） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向け

十分な内容でかつ体系

的に編成されているか 

処置拡大の内容をうけて対応

可能なカリキュラムとなって

いる。 

講師会議などでの意見交換を反

映させる。 

 

修業年限 2 年終了までに国家試

験合格レベルまで到達できるよ

うに 1,2 年模試の回数を増やし、

必要に応じて補習の実施を行う。 

・シラバス 

・実習指導要綱 

・学生便覧 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 

消防訪問、消防職員来校時の報

告や他施設との意見交換を踏

まえて必要時学科内で協議す

る。 

全国救急救命士教育施設協議会 

の総会・教員研修へ参加する。 

JESC 救命チーム会での意見交換

と情報の共有をしている。 

消防訪問を実施して学生への情

報提供をしている。 

外部との交流を積極的に持ち、

カリキュラムへのスムーズな

反映を目指す。 

業界で活躍している卒業生の

情報を反映する。 

厚生労働省・総務省消防庁 

直近の法令、通知など 

全国救急救命士教育施設

協議会総会および研修会

資料 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか 

学科内での委員会で協議した

ものを学科内で共通認識を持

つ。 

将来的には全ての教員がカリキ

ュラム編成に必要な知識を持

つ。 

委員会を積極的に活用し、知識

の共有を図る。 

 

教育指導要領 

教育課程編成委員会資料 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 

必要時、学科内協議を行ってい

る。 

実施できている。 現状体制の維持と強化を行う。 3-12-4 のエに同じ 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムの編成は学科の教育目標を基礎に、資格取得に関わる指定基準

を満たしている。全ての履修科目を必修とし、学生に統一した内容が教育で

きるようにしている。また、授業時間以外にセミナーや補習を設けて学生の

レベルの統一化を図っている。 

業界のほとんどが消防機関となる為、自治体ごとに異なる情報の共有が民間

施設(病院、民間救急、警備系)より容易ではない。必要時、消防訪問を実施

して情報の共有に努めている。 

指定基準は満たしているが、学生のレベルが年々低下しているために基礎学

力、文章作成力強化についての取り組みが必要と認識し実施している。 

処置拡大・職域拡大に向けてカリキュラムを変更している。指導教員は拡大

処置に対する研修会を済ませ授業に反映させて、学科内でフィードバック、

共有している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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3-13 （1/1） 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 

適正な位置付けを目標として

いる。 

科目については、学科内で協議

し適正なものになっている。 

今後も処置拡大等に対して、随

時適正に変更していく。 

・学生便覧 

・シラバス 

・授業時間割 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 

到達目標、評価基準を明記して

いる。 

科目シラバスの統一は行えた。

講師により作成が不可能な場合

は学科で作成している。前期・

後期で学生へのシラバス配布を

実施している（HP にも公開） 

講師の理解は得られ内容の統

一化には繋がっているが新任

講師および新任・専任教員の徹

底が必要である。 

・学生便覧 

・シラバス 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 

各科目にシラバスを作成しそ

の内容に沿って授業を行って

いる。 

 

講師会議などを通して依頼して

いる。専任の実習においては各

担当で作成している。コマシラ

バスについては継続して外部講

師への協力依頼をする。 

今後も引き続き会議等を通じ

て周知していく。 

専任担当の科目に対しても学

科責任者から専任教員への継

続指導が必要である。 

・学生便覧 

・コマシラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各科目は適正な位置づけをされている。全科目において授業開始時に配布、

出来るよう講師協力および専任努力を続けている。学生にもシラバスの重要

性についてオリエンテーションで周知することを継続している。 

コマシラバスについても必要性の説明と協力依頼(専任がまず作成)の継続が

必要である。 

2019 年度から”統一シラバス”を作成し、毎年更新とホームページ上に情報公

開している。講師の変更などがなければ毎年一冊にして配布出来るよう準備

を進める。 

コマシラバスについては引き続き講師への協力を得て継続していく。 

 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 

3-14 （1/1） 
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3-14 キャリア教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法などが実施されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-14-10 キャリア教育

が行われているか 

実習などの際にキャリア教育を積

極的に取り入れている。 

臨地(外部)実習前に徽章授与式、接

遇に関する授業を通し職業人として

の自覚や態度を涵養する教育が必要

である 

 

滋慶学園キャリアロードマップ

の導入を行っている。 

講師会議などで学校としてのキ

ャリアロードマップの重要性を

説明していく。 

問題解決能力、社会的コミュニ

ケーション能力の低下に伴う

指導の強化を行う。 

 

滋慶学園キャリアロードマッ

プ 

キャリアセンター指導要領 

滋慶学園キャリア教育ワーク 

3-14-11 キャリア教育

の実効性は検証されて

いるか 

訪問時に就職先(消防訪問、病

院)での様子を把握し、また卒業

後も就職に関する指導は在校

生と同様に可能な限り対応で

きている。 

就職先の管理者との友好な関係を構

築している。消防訪問の継続、および

消防からのガイダンスも可能な限り

受け入れている。OB・OG ガイダンス、

消防合同就職説明会をキャリアセン

ターと協力して実施し、消防就職者に

関しては、高評価を得ている。(卒業生

および消防訪問で情報収集) 

今年までは消防での同乗車実習者数

は減少していたが、次年度より 3 消防

施設の受け入れが再開される 

。全学生が参加できるわけではないた

め、引続き学内でのカットモデルを用

いた実習で現場想定訓練をさらに充

実させている。 

年度初めにキャリアサポートアンケ

ート、学生面談を実施し、領域に応じ

た学生支援を行う。 

専任の授業で平素より実践できてい

る。講師会議などでも協力を得るよ

う努めている。 

救急用自動車同乗実習での意識に学

生の個人差がある。 

同乗実習は受け入れが減少している

為、協力機関の拡大化が必要である。

新規に 1 施設受け入れ可能となった

が、受け入れ人数が 1～2名と少ない

ため、調整が必要である。) 

 

カットモデルの導入で、より現場の

状況に即した実習が行えている。 

POT 実習を適宜取り入れて効果的な

現場想定訓練の実施が行なう。 

同乗実習要項 

POT 訓練症例集 

KYT 事例集 

キャリアサポートアンケ

ート結果 

救命救急 VR 導入資料 

合同就職説明会資料 

 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

実習の中で職業人としての自覚や態度を涵養しつつ、専門知識・技術を生か

すためのコミュニケーション、問題解決能力をつける指導を行えて効果を挙

げている。グループ全体でキャリアロードマップを作成導入し、その重要性

の認識を共通とした教育の実践を行っている。 

元消防職員を専任に配置し、学科会議等で情報の共有を行っている。 

消防訪問を要項に基づき実施し(就職関連・教育関連)新しい情報を取り入れ

必要時教育や就職の為の指導に生かしている。 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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3-15 （1/1） 

3-15 授業評価の実施･評価体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-15-12 学生による授

業評価を実施している

か 

学校全体で年 1 回の授業評価・

学校生活・自己評価アンケート

の実施 

学科内で問題点のフィードバッ

クを行い、必要時講師などへ改

善を依頼している。 

専任は結果を次回の授業や対策

に改善できるよう努力してい

る。 

改善が見られない教員、講師に

関しては学科責任者が対応す

るなどして解決策を検討でき

ている。 

講師会議などの機会に講師へ

教授法改善の協力要請を継続

していく。 

学生授業アンケート結果 

 

3-15-13 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につ

き学科や学校として把

握・評価する体制があ

るか 

授業評価の結果を踏まえたう

えで、学科内・講師間での情報

を共有しフィードバック体制

の充実を図る。 

結果を受けて努力目標を立て

ている。専任教員は FD 研修への

取り組みを実施し教授法の評価

を受けている。外部講師の教授

法については学生アンケートの

結果を講師会議等で伝えてい

る。 

学科としての評価基準やフィ

ードバックの方法については

行えている。 

専任教員が研修に参加する機

会を確保していく努力を継続

する。 

 

学生授業アンケート結果 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生による授業評価から得られる情報は教育システムの確立・見直しに有用

と考えている。ただし、医療系国家資格を取得する学科として学生の多様性

問題(学習習慣の欠落、集中力の低下及び持続不能)による低評価も考えられ

るため内容の分析には十分な検討が必要である。 

学科としては継続して授業内容の提案や改善に関する指導を行っていく。 

専任教員は学生の満足度に関して統一した見解を持ち努力を怠らず互いにチ

ェックし合い改善を継続する。 

学生アンケートの結果から講師への授業改善の依頼を講義開始前に実施して

いる。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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3-16 （1/3） 

3-16 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-14 学科の育成目

標に向け授業を行うこ

とができる要件（専門

性・人間性・教授力・必

要資格等）を備えた教員

を確保しているか 

教授資格等、各要件を満たし

た教員を採用し、教育力充実を

目指している。 

講師採用時履歴書等で研究活動

と教授内容の関連を把握する。 

医師・消防職員・救急救命士・

病院救命士・看護師等バランス

を考えた職員採用をしている。 

専門の資格証明で採用するこ

とが多く今後、事前面接の徹

底・模擬授業の評価などを含め

た学科主導型の採用基準作り

が必要である。 

教員資格保有の書類 

講師別資格、契約書類 

学科内教員業務担当状況 

3-16-15 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 

実際の現場で活躍経験はある

が教員期間が長ければ業界の

知識技術から遠くなるため、教

員の専門性の鮮度を常に把握

するよう努めている。 

業界の声を細かく情報収集し、

常に自己研鑽していける人員が

確保できている。実習時の人員

確保を引き続き行っていき、質

の確保に努めている。 

採用教員の、教育力には個人差

はあるが、他の教員の授業に参

加するなどし、お互いに協力し

補い合える環境を整えている。 

専任教員研修実績報告 

3-16-16 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか 

把握はしているが、今後教員

間での評価や指導、教授方法の

均等化の努力を継続している。 

授業状態の把握を行っている。 

学科会議などで問題点を共有し

ている。 

専門分野の研修への積極的参

加、伝達に努めている。 

各教員間の認識の違いを明確

にし、都度解決策を協議する。 

 

教員研修報告書 

行事報告書 

3-16-17 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか 

専門生を深め、研究・学会な

どの参加は業務に支障のない

限り推奨する。 

予算会議において事前に予定

されるものは予算を確保してい

る。 

個々の研修会参加は積極的に

されているが、教員間でばらつ

きがある。予定を計画的に立て

公平に参加できるように努め

る。 

年度研修学会参加申請書 
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3-16 （2/3） 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-18 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を適宜把握し、

評価しているか 

教員が持つインストラクショ

ンスキルについて授業現場で

の観察、学生による授業評価に

より把握に努めている。 

・授業評価アンケートの実施 

・評価委員会の設置により、各

自にフィードバックしている。 

・公開授業見学、リフレクショ

ン、コーチングなどに可能な範

囲で参加している。 

個人に関しては結果に基づく

振り返り、講師会議等でのお願

いで改善している。 

授業評価アンケート 

3-16-19 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 

滋慶教育科学研究所 [JESC] 

で行われる研修会に参加する

ように指導している。 

JESA 教員研修会 

大阪府初任者教員研修 

救急医療財団教員研修 

[JESC]の研修会等への参加 

各種学会、救命士会、インストコ

ース参加への協力を図っている。 

左記研修を継続し、教員全体で

共有する。また、FD 研修の受

講を継続することでさらに充

実させる。 

[JESC]レポート 

専任教員研修実績報告書 

3-16-20 教員間(非常勤

講師も含めて )で適切

に協業しているか 

実習に関しては全て専任教員

での実施で行っているため不

可欠で実施できている。 

専門科目に関しては講師との

連絡を密にすることで努めて

いく。 

実習に関してはマニュアルを随

時改定している。 

年度ごとに実習責任者を中心に

改善に向けて協議している。今

年度は実習の内容について精査

し、充実度を上げていく。 

講師に関しては、講師会議等で

の意見交換の結果を各講師に伝

える。 

講師に関しては個人差がある。

今後も引き続き協業への働き

かけが必要である。 

実習予定表 

講師会議議事録 

3-16-21 非常勤講師間

で適切に協業している

か 

年 2 回の講師会議は重要で会

議で出された結果を踏まえて

改善していく必要がある。 

講師会議への積極的な参加呼び

かけと欠席講師への資料送付に

より方針の共有、改善への取り

組みの実施協力要請をしてい

る。 

専門科目(特に医師)においては

講師会議への参加が困難、送付し

た資料に目を通していただく働

きかけを常に行っている。 

また、こまめに情報交換を心がけ

ている。公務員対策の講師は模試

の情報を提供し頂いている。 

講師会議資料 
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3-16 （3/3） 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-22 非常勤講師の

採用基準は明確か 

講師要件、適性等を勘案しなが

ら採用する。 

資格証明、履歴書などで把握し、 

基礎・医学基礎に関しては面接

なども実施。 

専門基礎に関してはその専門分

野の職歴等を考慮している。 

一部講師の高齢化が課題であ

り、随時、現講師と個別に相談

後任を備えておく努力をして

いる。 

教員資格証明 

専門職資格証明 

履歴書等 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校の建学の理念「実学教育」に基づき、消防・臨床現場にいた教員で学科

教員を構成してきた経緯があり、それぞれの現場での経験は豊富であるが統

一した教育への努力が継続して必要である。また、現場を離れて年数がたつ

と日々の業務に忙殺され新しい取り組みが後回しになることがある。現状の

業務と新しい取り組みとのバランスのとり方が今後の課題となる。いずれに

しても各立場から「理想的な救急救命士の教育とは何か」を常に考え他者と

協議しながら教育を実践していかなければならない。 

業界が公であることから専門職教員の確保が困難（消防退職）である。 

卒業生で中堅程度の教員と卒業 5 年目の教員を確保し学生との距離感を近づ

ける努力をしている。 

今後も医師・看護師・救急救命士の引き続きの確保努力が必要である。資質

の高い救急救命士の輩出のために協調できる学科体制作りに尽力する。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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3-17 （1/1） 

3-17 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-17-23 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか 

成績の評価基準を明確に定め、

教員・講師はその基準に沿って

公正に評価している。 

筆記試験、実技試験により成績

評価を行っている。臨地実習に

おいては評価基準を設け評価表

にて成績とする。 

同一科目の講師が昼夜間で異

なる場合の公平性を保つこと

について継続していく。 

GPA 制度が導入され、必要に

応じて成績の評価を行ってい

る。 

教育指導要領 

学生便覧 

成績評価表 

科目シラバス 

3-17-24 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 

単位認定委員会を設置し、一

般教養分野のみ認定としてい

る。 

学科ごとの単位認定科目を定

め、入学前オリエンテーション

で告知、書類提出後学科で協議

し単位認定委員会で承認され

る。 

他の高等教育機関からの入学

者は問題なく実施できている

が、留年者が単位認定を受ける

場合、意欲の維持が課題であ

る。一般教養は、就職試験に関

連が強いため、認定科目であっ

ても、担任を中心として授業へ

の参加を促している。 

単位認定科目一覧 

単位認定委員会議事録 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価においては学則において規定した内容で運営している。 

単位認定においては単位認定委員会での規則に則り行えている。 

卒業後、看護学校などへ進級する場合は各校の規定に基づいて必要な書類を

個別に用意し対応している。 

ただし、留年による基礎科目の単位認定においては就職試験に関連ある科目

につき、授業への参加を勧めている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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3-18 （1/1） 

3-18 資格取得の指導体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-18-25 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 

「救急救命士学校養成所指定

規則」によりカリキュラムの教

育内容は規定されており、カリ

キュラムそのものが資格取得

のためのものである。 

指定規則以上の単位数を確保し

ている。 

就職試験に対応するための公務

員対策の充実を図る。 

現場対応の経験を伝授すべく実

習時間、内容の充実、国家試験

対策授業の充実により資格取得

を目指す。 

魅力的な授業の組み立てにつ

いて随時検討し、改善している

が学生の意欲に個人差が大き

く今後は学生意欲の向上に向

けての取り組みを継続してい

く。 

指導要領 

学校案内資料 

学生便覧 

3-18-26 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 

1,2 年次に国家試験対策に関

連する科目はほぼ終了するが、

3 年次には国家試験対策模擬試

験を充分数実施しながら補習

等を早めに開始する。 

学科の事業計画に基づいて講師

依頼の科目、及び専任対応の科

目を把握し万遍に対策授業を組

んでいる。 

・模擬試験の分析結果を基に国

家試験対策センターによる講義

を実施している。 

受験後のサポートも実施してい

る。 

国家試験対策センターとも協力

し、滋慶グループ内のチーム会

で情報の共有を行っている。 

1,2 年学力の向上に向けて模擬

試験を増やして対応、低学力の

学生に対するサポート体制を

より早期化する。 

J-Web の効果的な活用を図る。 

学力低迷者に対しては、担任が

補習を実施し、早期に本人・保

護者への指導及び面談等を行

う。 

学科の事業計画 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

最終目標は国家試験合格であり十分な対策授業を行っているが、学力の低い

学生に関しては担任を中心とした補習授業を充実させている。 

また、受験時・受験後のフォローも徹底して行えており資格取得できるまで

学科内国家試験対策委員、模試作成担当を中心に対応できている。 

グループ内国家試験対策センター、学科内国家試験対策委員、既卒国家試験

対策があり、J-Web ツールの紹介と活用した指導、対策ソフト等のハード面

の充実。学力によるクラス分けを実施、グループワーク、補習などを工夫し

てモチベーションの維持と学び続ける力の習得を援助している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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基準３ 教育活動（鍼灸師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校は「あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゆう師に関する法律施行令」

および「あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゆう師に係る学校養成施設

認定規則」にもとづき教育活動をおこなっている。 

 

社会や業界から求められる人材像を基盤とした、明確な目標を定めた教育方

針をもっている。 

 

 □ はり師・きゆう師資格取得 

□ 業界や社会のニーズに応じた人材の育成 

 

カリキュラムはこれらの学科目標をもとに構成されており、目標達成にむけ

た効率的なカリキュラムに基づいた教育を実施している。 

 

また、1 人の社会人として自立した行動ができる人間を育成するキャリア教

育を、コミュニケーション力・社会人基礎力の向上を軸としておこない、社

会的・職業的自立を目指しておこなっている。 

 

 

3 年間のカリキュラムはただ単に国家試験に合格できるだけの知識を身につ

けさせるだけではなく、資格取得後、現場でも臨機応変に対応できる応用力

を兼ね備えるため、思考のプロセスを大切にした指導をおこなっている。 

 

業界のニーズはコミュニケーション力を中心とした人間力が第一で、技術・

知識が第二である。双方がバランスよく身についていることが重要であり、

そのための指導は場当たり的でなく、3 年間の大きな流れのなかでおこなわ

なければならない。キャリア教育と専門教育双方の視点で指導できるよう心

がけている。 

 

社会のニーズに合わせスポーツ分野や美容分野を学ぶ機会をカリキュラム以

外でもセミナー等で多数提供している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-10 （1/1） 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて

正しく方向付けられて

いるか 

業界の人材ニーズは社会人基

礎力（マインド・スキル）・コ

ミュニケーション力が備わっ

た人材である。次に、基本的な

知識技術が備わっており、幅広

く柔軟、かつ即戦力となる知

識・技術を備えていることであ

る。人間性や社会性・技術や知

識双方を備えた人材育成が重

要であると考える。 

コミュニケーション技法を中心

とした人間教育・キャリア教育

をおこなっている。知識・技術

は基本をもっとも重点的におこ

ない、また可能な限り幅広い内

容でおこなうことにより、柔軟

な思考を培うとともに、卒業後

に遭遇するさまざまな場面に対

応できるように指導している。 

理想的な教育と業界の現実が

解離している場面が多く、教育

と現実の折り合いをつけてい

くこと、および学生を啓蒙して

いくことの難しさが課題であ

る。現状も伝えつつ教育してい

く。学外臨床実習もその一環と

しておこなう。 

求人票一覧 

講師会議資料 

実技担当者会議議事録 

シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業界のニーズのうち、知識・技術面はカリキュラムの構成で比較的指導して

いきやすいが、特に社会人教育・人間教育に関しては 1 つ 1 つ教授していけ

ば身につくということではなく、3 年間の教育のなかで感覚的に理解させる

ことが必要であり、それこそが難しさでもある。教育内容だけでなく、教員

が日々の学園生活で仔細にわたって指導し、見本となれるようこころがけて

いる。 

消毒法や医療面接の技法など、教育の現場と臨床の現場では多少事情が異な

ることもあるが、養成校が高い水準を維持し、卒業生が業界をリードし業界

を変えていく形を理想として学生を指導していきたい。また、業界の変化を

見逃さず、教育も柔軟に変化させていきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-11 （1/1） 

3-11 修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-2 各学科の教育目

標、育成人材像を達成

する知識、技術、人間

性等は、業界が求める

レベルに適合している

か、また、レベルに到

達することが可能な修

業年限となっているか 

科目ごと、学年ごと、そして卒

業までの到達レベルをシラバ

ス等で明示する。社会や現場で

求められるレベルまで高める

ことが養成校の責務であり、自

己満足に陥らないようにする。 

3 年間を通じてそれぞれの目標

を設定し、定期試験や模擬試験、

認定試験・進級試験・卒業試験

などにより確認している。また、

卒業生のレベルが現場に適合し

ているか、随時就職先を訪問し

ヒアリングを実施している。 

到達度に個人差が大きい。到達

目標に達しない学生に対して

は補習授業・個別指導をおこな

い、全学生のレベルを引き上げ

るよう努力している。 

シラバス 

学生便覧 

『滋慶認定実技審査対応 

ずっと使える！鍼灸臨床 

BOOK』 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学科で設定する教育到達レベルをクリアすることで、卒業後十分対応できる

だけのレベルの内容を、シラバスや学生便覧により明示している。それらの

項目を試験でクリアできることが進級・卒業の条件としている。 

ニーズはさまざまではあるが、共通するのは最低限自立して業務がおこなえ

て、細かな指導が必要ない人材が求められているということである。3 年間

で人間性・知識・技術をすべて高いレベルで習得することは容易ではないが、

さまざまな手法でこれらを身につけさせて業界へ送り出すことが求められて

いる。総じて卒業生は業界から比較的高い評価を得ていることから、現時点

で到達レベルの設定に問題はないと考える。 

 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-12 （1/1） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 

短期的な目標をクリアするこ

とにより、長期的な目標が達成

できる、体系的なカリキュラム

を編成する。 

目標の達成度は個々異なるが、

達成できない者もいる。補習や

個別相談などでフォローし、全

員の達成を目指している。 

専任教員と非常勤講師との考え方の

解離が存在することもあり、共通の

目標として認識させることに難しさ

がある。講師会議・実技担当者会議

等で理解に努め、できる限り解離を

縮小させる努力をしている。 

シラバス 

学生便覧 

講師会議資料 

実技担当者会議議事録 

 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 

業界から情報収集をおこない、

学生に対して情報を提供する

ことで業界の動向を認知させ

る。業界の意見を直接聞くこと

ができる機会をもつ。 

非常勤講師や他校教員、卒業生からの情報

収集、講師会議・外部施設における臨床実

習・就職説明会・臨床実習専任教員による

治療所訪問の実施、業団の会合参加など、

多くの場で情報収集を試みている。教育課

程編成委員会で有識者より意見や要望を聞

き、教育内容に反映している。 

業界の意見を収集する機会は

十分に設けられているが、より

迅速にカリキュラムに反映し

ていかなければならない。適切

な人材の選別が重要。 

講師会議資料 

実技担当者会議議事録 

教育課程編成委員会議事録 

3-12-5 カリキュラムを

編成する態勢は明確に

なっているか 

担当者の作成したカリキュラ

ムをもとに、教員および講師、

外部有識者らで議論し、改善を

図る。 

現状で不足している点を出し合

い、それを克服するためのカリ

キュラム編成を随時議論し、実

施している。 

完璧なカリキュラムというものは存

在しないが、近づけるよう努力する。

改善できるアイデアがあっても、教

授できる人材や情報が不足してい

る。変化を感じ取り、反映させてい

くことが重要。 

シラバス 

学生便覧 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 

学生や業界の動向、国家試験の

動向など年々変化しているた

め、常に問題点を話し合い、改

善していく。 

カリキュラム編成だけでなく、

それぞれの科目ごとの内容を現

状に則った形で変化させ、より

理想に近い形に変化させる。 

カリキュラム変更は新入生から有効

となり、時間的なラグが生じる。カ

リキュラム全体の変更だけでなく、

個別の科目ごとに臨機応変に対応し

ている。 

シラバス 

学生便覧 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムが完璧であると思わず、日ごろから問題意識をもち、改善して

いくことが必要である。全体の養成目標に合致しているか、定期的に点検し

なければならない。そのためには教員間、あるいは業界、学生や講師としっ

かり意見交換していかなければならない。 

それぞれの科目が全体の目標から解離していくこともあり、日ごろからチェ

ック・改善し、足並みを揃えていくことが重要。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-13 （1/1） 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 

それぞれのカリキュラムの内

容が独立して成り立つもので

あると同時に、縦、横のつなが

りをもたせるよう位置づけす

る。しかるべき時期にしかるべ

き学習ができるよう工夫する。 

シラバス・教務日誌によりおた

がいの指導内容や進行状況を把

握できるようにしている。教育

内容が時期を踏まえ、無理なく

学習できるようカリキュラムが

組まれている。それぞれの科目

がほかの科目のフォローをでき

る授業内容をとっている。 

それぞれの科目にどういう意

味合いがあるのか、それぞれの

指導教員が意識することが大

切だが、教員間のコミュニケー

ションがおろそかになると意

識が薄れることがある。コミュ

ニケーションをとりおたがい

の状況を確認しあうことが重

要。 

シラバス 

教務日誌 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 

到達目標・評価基準など必要な

項目がすべて記載されたシラ

バスを作成している。 

全学生に配布すると同時に専任

教員・非常勤講師もすべての学

年のシラバスを閲覧できるよう

にしている。HP 上にも公開して

いる。 

内容は充実しており、また講義

内容や評価方法などを周知さ

せることができているため、特

に問題はないと考える。 

シラバス 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 

シラバスには各授業の教育内

容を 1 コマごとに記載する。 

大凡学生に明示しているシラバ

スに則って授業が実施されてい

る。 

各科目の 1 コマの授業に関し

て、シラバスには授業回数と授

業内容のみが記されている。各

自コマシラバスの作成も検討

したい。 

シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

シラバスを作成することにより、学生にそれぞれの授業の目標や評価方法を

理解させることができる。また、各教員がばらばらに授業を進行させること

がなくなる。学科の方針を理解させる上でも重要であるため、今後も作成・

配布を続けていく。 

それぞれの位置づけ・連携を今後も精査していくべきである。目標と内容が

解離してはならない。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-14 （1/1） 

3-14 キャリア教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法などが実施されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-14-10 キャリア教育

が行われているか 

専門学校は職業教育の場であ

るだけでなく、自立して社会へ

巣立っていくためのキャリア

教育をおこなうことも重要で

ある。技術・知識・社会人基礎

力は一体化して教育していか

なければならない。 

キャリア教育が特に必要とされ

る昼間部の学生に対して、コミ

ュニケーション学の授業のなか

でおこなっているほか、接遇マ

ナー教育・就職ガイダンス・コ

ミュニケーション教育・マネジ

メント教育、社会人直前講座・

キャリア NAVI・退職職マナー講

座などを通じておこなってい

る。 

キャリア教育をおこなう時間

を特別に設けておこなうだけ

でなく、日ごろの学園生活その

ものがキャリア教育となって

いるべきであると考える。その

ために日常での細かい指導を

おこなっていかなければなら

ない。 

シラバス 

滋慶学園キャリアロード

マップ 

3-14-11 キャリア教育

の実効性は検証されて

いるか 

卒業後の実効性を、卒業生を通

じて検証する。 

卒業後、卒業生の就職先を訪問

し、雇用側からの情報を収集す

ることで実効性や不足している

点を検証している。 

実効性は卒業後に判明するも

のであり、そのためには卒業生

の就職先からの情報がもっと

も有効となる。できるだけ多く

の声を集め、改善につなげてい

きたい。 

求人票一覧 

講師会議資料 

施術所訪問報告書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

キャリア教育の真価は卒業後にあるといっていい。そのために卒業生の勤務

先や、あるいは開業してからの声をもとに検証していかなければならない。 

判断するのは教員以上に業界側である。 

カリキュラムに組み込むことで、体系的なキャリア教育が実施できるように

なった。現時点では充実したキャリア教育がおこなえていると考える。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-15 （1/1） 

3-15 授業評価の実施･評価態勢はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-15-12 学生による授

業評価を実施している

か 

学生アンケートの実施 

学生面談時の情報収集 

学生アンケートは個々の授業に

関して学生の意見を吸い上げる

ものである。不適切なものに関

しては改善策を話し合い、実行

している。 

学生の要求と教員の教育に対

する考え方が対立することが

あり、双方の調整が必要とな

る。 

学生アンケート 

3-15-13 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につき

学科や学校として把握・

評価する態勢があるか 

学生アンケートの実施 

学生面談時の情報収集 

公開授業実施 

収集した情報はフィードバック

し、不適切な点があった場合は、

改善策を学科内で話し合うよう

にしている。 

学生の満足度は非常に高く、結

果も出ているため、改善策が有

効に機能していると考える。 

学生アンケート 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の評価が教員の業務の直接の評価であると考える。また評価が高ければ

学生の満足度にもつながる。今後も積極的に実施して、常にフィードバック

から修正につなげられる態勢をとっていきたい。 

昨年度までは年 1 回実施。これまで 10 回実施。 

今年度からは年２回実施する予定となっている。 

授業評価のみでなく、学校評価（担任等のサポート体制・就職・学園生活な

ど）・自己評価（学習への取り組み・学生の動向、心情、モチベーションなど

が量れる項目も設けている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-16 （1/3） 

3-16 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-14 学科の育成目

標に向け授業を行うこ

とができる要件（専門

性・人間性・教授力・

必要資格等）を備えた

教員を確保しているか 

資格を備え、教育力、人間力を

備えた教員を確保する。 

 

資格要件の確認だけでなく、実

績・実力ある教員を採用してい

る。学生にとって利があるか否

かを総合的に判断する。 

経歴上実績のない教員は少な

く、教育経験豊富な教員を優先

的に採用している。それぞれの

時期に必要とする人材を採用

している。 

教員資格に関する書類 

3-16-15 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 

講義科目に関しては、国家試験

時、あるいは業界で必要になる

知識以上の専門性を有する。実

技科目に関しては、臨床経験を

重視し採用する。 

講義科目担当教員については、

それぞれのオリジナルテキスト

作成や教材研究により各自スキ

ルアップしている。実技担当教

員に関しては、附属鍼灸院での

臨床をおこなっている。 

すべての教員が講義・実技関係

なくおこなえる環境が不足し

ている。専門性を高めるととも

に、鍼灸師としての経験をつん

でいくことも必要。今後、すべ

ての教員が臨床に携われるよ

う環境を整備したい。 

教員資格に関する書類 

3-16-16 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか 

学生アンケートや面談時の学

生の意見・公開授業を参考に把

握する。 

より専門性の高い教員が評価・

アドバイスをおこなうことによ

り、さらにそれぞれの教員が専

門性を高めるよう取り組んでい

る。 

公開授業などによる相互の把

握が定期的におこなわれてい

ない。随時、ではなく定期的に

おこなっていきたい。新任の教

員に関しては、かならず教育実

習をおこなっている。 

学生アンケート 

3-16-17 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか 

関連学会や勉強会に積極的に

参加している。年度予算内で書

籍を購入し、個人研究をおこな

う。 

各自がそれぞれの研修を受け、

個人研究をおこなっている。 

滋慶学園グループ全体の FD 研

修やフォローアップ研修はたい

へん有効に機能している。 

各自受ける研修だけでなく、学

科全体で取り組める研修が必

要。今後検討していきたい。ま

た、グループ校間での研修は現

在検討中である。 
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3-16 （2/3） 

 

 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-18 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を適宜把握し、

評価しているか 

公開授業・学生アンケート・

学生面談により教員間の教授

力を把握する。 

体系的な評価システムはつくら

れていないが、学生の声は随時

収集しており改善につなげられ

ている。 

体系的・定期的な評価システム

が必要。また、外部からの評価

も考えていく必要がある。学生

の生の声がもっとも重要であ

る。今後業界全体で第三者評価

の導入が検討されている。 

学生アンケート 

3-16-19 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 

インストラクションスキルを

向上させる研修を、多方面から

おこなえる体制を作り上げる。 

体系的・定期的に研修はおこな

っていないが、学園グループ内

で行っている研修（FD 研修等）

を受講している。 

学内での体系的・定期的な研修

が必要で学園グループ内の研

修は極めて体系的になされて

いる。 

研修資料 

3-16-20 教員間(非常勤

講師も含めて )で適切

に協業しているか 

講師会議・実技担当者会議・学

科会議を実施する。随時情報交

換に努め、同じ目標、ゴールを

共有する。 

講師会議は年 2 回、実技担当者

会議は年 1 回＋適時、学科会議

は毎週おこなっている。特に学

科内協業は高く機能している。 

専任教員と非常勤講師とで意見をか

わし、相互に納得できる方針を決め

実行しているが、一部不足している

部分もあり、今後徹底していきたい。

教務日誌での確認は随時可能。方針

などを共有しながら一貫性のある教

育は重要である。 

講師会議資料 

実技担当者会議議事録 

3-16-21 非常勤講師間

で適切に協業している

か 

講師会議・実技担当者会議に

加え、教務日誌を記載し、相互

にチェックできる態勢をとる。 

講師会議・実技担当者会議・教

務日誌により協業できる態勢を

とっている。本校勤務経験が長

い非常勤講師も多く、相互に方

向性が伝わっている。 

学校・学科としての方針をしっ

かり伝えていく必要がある。そ

の機会をさらに多く設けてい

きたい。 

教務日誌 

講師会議資料 

実技担当者会議議事録 
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3-16 （3/3） 

 

 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-22 非常勤講師の

採用基準は明確か 

資格や適性のほか、経歴・経験

を鑑みる。 

履歴書・面接により採用を判断。 

特に経験の有無と教育者として

適当な人柄で教育というものを

理解した人物であることを重視

する。 

採用基準はあくまでも面接す

る側の主観的な判断に委ねら

れるが、これまで大きな問題は

あまりなく、うまく機能してい

る。問題があった場合も適切に

対処できている。 

学生便覧 

試験・学習の評価内規 

シラバス 

保護者説明会資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育をおこなう上でもっとも大切なのはソフト面＝人材であり、良い人材を

採用していくことはもちろん、さらに成長していける環境作りが重要である。

そのための意識は専任教員・非常勤講師ともに高い水準を維持できている。 

教育における専任教員と非常勤講師のバランスや配置を適切におこなうこと

は重要であるが、役割分担を明確におこなうことにより、適当な教育を提供

できている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-17 （1/1） 

3-17 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-17-23 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか 

学生便覧・内規・シラバスなど

に明確に記載、配布し、周知す

る。 

出席と成績の両面から具体的な数

字をあげて明示している。入学

時・進級時に毎年オリエンテーシ

ョンをおこなっている。新入生は

保護者に保護者説明会をおこなっ

ている。 

教員にも学生にもさまざまな

書類で周知させているため、相

互の誤解もなく大きい問題は

発生していない。 

学生便覧 

試験・学習の評価内規 

シラバス 

保護者説明会資料 

3-17-24 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 

単位認定委員会を設置し、内

容・基準とも周知する。 

認定の基準は学科ごとに決めら

れており、認定の可否は最終単

位認定委員会により判断されて

いる。 

基準も明確で、判断も単位認定

委員会がおこなっているため、

問題なく運用されている。 

単位認定に関する運用細

則 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

評価も単位互換も明確な規定をもとに書類が作成されており、教員・学生と

もに周知されている。これまで問題なく運用されているが、今後も教員・学

生ともに共通の理解のもと運用していきたい。 

単位認定委員会による基準作成、学生への伝達、申請、単位認定委員会によ

る会議および判断という流れが構築され実施されている。基準も明確である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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3-18 （1/1） 

3-18 資格取得の指導態勢はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-18-25 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 

「あん摩マッサージ指圧師、は

り師及びきゆう師に関する法

律施行令」「あん摩マッサージ

指圧師、はり師及びきゆう師に

係る学校養成施設認定規則」に

則ってカリキュラムを定める。

学生便覧で学生に提示する。 

「あん摩マッサージ指圧師、は

り師及びきゆう師に関する法律

施行令」「あん摩マッサージ指

圧師、はり師及びきゆう師に係

る学校養成施設認定規則」の最

低限必要な単位数を満たしてい

る。 

特に問題はない。学則にも明記

している。 

学生便覧 

3-18-26 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 

3 年間の各時期において定めら

れた要件をクリアしていけば

国家試験取得が可能になる教

育内容にする。 

通常の科目に加え、3 年時には総合領

域として国家試験対策の科目を設け

ている。3 年生の補習授業等によるサ

ポートも十分である。SNS やゲーミフ

ィケーションを活用し国家試験対策

を実施している。1、2 年生のサポート

については成績下位者に対して早期

のアプローチを実施している。 

成績不良者に対してはカリキュ

ラム外の補習授業が必要となっ

ている。カリキュラムだけで合格

できるシステムを構築していき

たい。国家試験が難解になる傾向

にあるため、年々基準の見直しが

迫られている。 

シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家資格取得は学生生活最大の目標であるが、学科がすべての学生を合格さ

せるためのカリキュラム編成や態勢をとっていかなければならない。学科創

設以来国家試験は比較的高い合格率を維持できていたが、近年国家試験の難

易度が上がるなか、高い合格率が維持できなくなっている。昨年度も 90％を

超える合格率となった。 

卒業試験等で不合格者(留年生)を多く出すことにより高い国家試験合格率を

出している学校が多くあるなか、留年生を最小限に留め、かつ高い合格率を

維持できている。近年国家試験の難易度が上がるなか、全国合格率が下がる

とともに本校も合格率は低下した時期もあった。今年度は留年生を出さずに

合格率１００％を目指したい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 

 

 



50 

 

基準３ 教育活動（柔道整復師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本学科は平成１７年度４月より昼間部・夜間部ともに１学年につき昼間部６

０名、夜間部３０名の定員で増設され「柔道整復師施行令」および「柔道整

復師学校養成施設指定規則（以下「指定規則」）に基づき教育活動を行ってい

る。 

 

接骨院や病院、介護・福祉施設、トレーナーとして就業するだけではなく独

立開業権をもつ。そのためカリキュラムについては、「指定規則」で規定され

ている教育単位数以上の内容を標準単位として取得させる必要性があり、法

令遵守のみならず柔道整復師としての倫理観や社会規範などを念頭におき構

築されている。 

また、社会の変化に合わせた本学科独自の認定授業を設けており、患者に対

してより多角的なアプローチを提供できるよう教育を提供している。柔道整

復師を育成すべく教育レベルの日々向上を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

職業人教育を通じ社会へ貢献するという滋慶グループの理念を実施すべく、

在学中に職業人としての意識付けを行うために段階的にキャリア教育を導入

している。 

また業界との連携を密とし、大手グループ院による業界セミナーや外部臨床

実習を通じて学生のモチベーションの向上や仕事に対する意識付けも実施し

ている。 

 

夜間部入学者を増加させるためオンデマンド授業などを取り入れている。 

柔道整復学を中核とし、基礎科目や臨床科目また職業への理解や倫理、その

他それぞれの教育活動につながりを持たせ、学生の 3 年間を見通した系統的、

学校教育を実施している。 

１年生時より社会的・職業的自立に向けて必要な能力を身に着けるために教

育している。３年間の臨床実習を系統的また継続的に実施しており、それぞ

れの関係が整理されている。また臨床に関わる教育が 1 年生から 3 年生まで

の間に発展的に進められるよう構成されている。  

 

ICT ツールや DX を活用し駆使し最新の教育方法に対応すべく日々邁進して

いる 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-10 （1/1） 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて

正しく方向付けられて

いるか 

業界ニーズを把握しつつ、臨

床者として必要となる人間力

の強化に主眼を置き、柔道整復

師の業務範囲を逸脱すること

のないように、基本的な知識、

技術を習得させるように努力

が必要と考える。 

人間力については特にコミュ

ニケーション能力が人と関わ

る上では最重要事項であると

認識しており、それが即戦力と

しての強みになると考えてい

る。 

入学前よりコミュニケーション

の重要性を周知させており、入

学後すぐの学内オリエンテーシ

ョンや学外オリエンテーション

を通じ、学生自身が積極的に行

動するような仕組みを作ってい

る。また自己点検自己評価によ

り業界ニーズの聴き取りも実施

している。 

比較的素直な学生が多く在籍

しており成長していく過程を

共に感じることができる。但し

当てはまらない学生もいるた

め担任による早期の気付きを

得るため学生アンケートや個

別面談、講師から日頃の聞き取

りまたその情報について学科

ミーティングを通じ全員で共

有している。 

学生便覧 

教育課程編成委員会議事

録 

学科ミーティング議事録

個別面談表 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

医療従事者の基本的素養であるコミュニケーション能力を高めるためのカリ

キュラムは十分に充実しており、それらは社会人として十二分に通用するも

のとなっている。これらを基盤とした人材であれば、現在も今後も業界の幅

広いニーズに応えられるものとなると考えている。 

学生のほとんどが高校卒業後すぐに入学するため比較的イベントなどにも積

極的に参加する学生が多くみられる。医療面接として任意でのストレッチン

グセルフ講習会内での指導も実施している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-11 （1/1） 

3-11 修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-2 各学科の教育目

標、育成人材像を達成す

る知識、技術、人間性等

は、業界が求めるレベル

に適合しているか、ま

た、レベルに到達するこ

とが可能な修業年限と

なっているか 

国家資格取得が業界に入るた

めの最低限の知識レベルであ

り、また患者とコミュニケーシ

ョンを図ることができるもの

が一般的な社会人としてのレ

ベルと考える。現状、上記内容

を履修もしくは習得すること

が手いっぱいでありそれ以上

の成果をカリキュラム内で修

める事は難しいと考える。 

 

新年度が始まる際に各学年に

おける到達目標・数字基準を明

確に伝え、また規約として明示

している。 

カリキュラム内のみで業界の

求める即戦力の人材育成は難し

い業界セミナーや勉強会を積極

的に学生にも発信している 

 

到達目標に達しない学生へ対し

てのフォロー体制は整っている。

がそれだけでは今後充分に対応

できない。未然に防ぐためにも問

題学生の早期抽出・早期フォロー

体制の更なる充実。 

また各学生の特徴を教員が細か

く把握する必要性がある。 

また業界の求める即戦力の学生

を育成することは学校教育とは

相反する部分もあるかと思われ

る。 

カリキュラム内において上記の

学校目標は到達できる修行年月

となっている。更なるプラスαの

部分はカリキュラム外（セミナー

など）で補うべきであると考え

る。 

教科指導案 

内規 

シラバス 

オリエンテーション資料 

業界セミナー参加者名簿 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

３年間という限られた時間の中で段階的な到達目標、評価基準、必要な知識、

技能などを学生には明確にし、設定されたハードルをクリアするイメージが

持ちやすい工夫がなされている。 

正規の学校授業だけでは業界の求める新入職者像とは差違がみられる。その

ためセミナー及び同窓会活動を通じ教育内容以外の実技などを実施してい

る。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-12 （1/1） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 

３年間のカリキュラムは入学

前から卒業後までを俯瞰的且

つ論理的に編成、展開される。 

学生便覧や内規により明示され、入

学する前から目標達成のイメージが

出来るようになっている。また入学後

はオリエンテーション資料などを使

い学年毎に周知させている。 

目標達成により近づくため

にカリキュラムの拡充を行い、

より密度の高いものへの完成

を目指す。 

学生便覧 

内規 

オリエンテーション資料 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 

柔道整復師業界のみならず他

の養成施設との意見交換、交流

を図るのはもちろんのこと、他

資格業界との交流を十分に行

う。 

滋慶学園グループ内での柔道

整復チーム分科会、公益社団法

人大阪府柔道整復師会との意見

交換、交流が行われている。 

第三者評価機関などからの

意見聴取や、業界からの意見聴

取の機会をさらに増やし、学内

教育活動へのフィードバック

を行う。 

医療分科会議事録 

教育課程編成委員会議事

録 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか 

学科責任者を中心としカリキ

ュラムについての構築を図っ

ている。 

講師との定期的な講師会議、学

科教員全員によるシラバス、カ

リキュラム作成がなされてい

る。 

滋慶教育科学研究所からの

意見聴取などを行い、シラバ

ス、カリキュラム作成委員会の

拡充を行う。 

シラバス 

講師会議資料 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 

日頃より業界のニーズや柔道

整復師としての役割を考察し

社会の変化に合わせたカリキ

ュラムを展開すべきである。 

カリキュラムによる教育成果

を年度ごとに勘案、見直しを行

っており、年々成果が上がって

いる。 

前カリキュラム変更となっ

たことで学生・講師からの聞き

取りを実施し、微調整を随時実

施する。 

シラバス 

教務日誌 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムの編成については、国家資格取得だけを主眼とするのではなく、

業界のニーズ、社会的なニーズ、人間としてのニーズなど、キャリア教育的

な観点もできるだけ取り入れつつ体系的な組み立てがなされている。 

学生の動向に合わせた細やかな見直しにより学生に分かりやすい授業形態を

享受している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-13 （1/1） 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 

各科目は3年間のカリキュラム

内で適正な位置づけをされて

おり、学生には教育指導要領で

明確に提示する。 

概ね適正に位置づけされ、且つ

明確に学生便覧に記載されてい

る。 

柔道整復師の業務範囲の拡大

の基礎を固めるために、より適

正なカリキュラム、科目設定を

行う。 

教育指導要領 

学生便覧 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 

各科目の目標、評価基準、指導

内容、方法などを記載したシラ

バスを作成、明示する。 

開講初日までに全てを回収し管

理している。 

特に問題なし シラバス 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 

授業依頼の段階で授業内での

齟齬が出ないようコマシラバ

スを作成し、開講初日までには

シラバスを回収し内容を共有

している。 

年度ごと到達目標にそったシラ

バスが作成されている。 

多少のずれの生じる場合が存

在する。が概ねシラバス通りに

進行している。また教務日誌を

活用している。 

シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

柔道整復師として必要な知識、技術を、本校独自の教育システムである 

ＰＩＢＡＰをもとに適正な位置づけを行い、具体的かつ論理的に展開されて

いる。 

滋慶学園グループ共通の教育システムを利用している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-14 （1/1） 

3-14 キャリア教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法などが実施されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-14-10 キャリア教育

が行われているか 

本学科では人間力強化に主眼

を置いており、キャリア教育を

カリキュラムの主軸とし展開

している。 

滋慶教育科学研究所主催のキャ

リア教育研修を全ての教職員が

受けており、それを基にキャリ

ア教育を実践している。 

3 年間のカリキュラム内で概ね

満足の行く結果を出せること

が出来ている。 

滋慶学園キャリアロード

マップ 

 

3-14-11 キャリア教育

の実効性は検証されて

いるか 

業界または卒業生からのアン

ケートにてキャリア教育に不

足しているものやもっと伸ば

すものを聴取し反映させる。 

入学前からキャリア教育を中心

に指導を行っている。在学中の

実効性は３年次に行われる認定

実技試験などにより確認を行

い、卒業後はキャリアセンター

を中心とした業界評価での検証

を行っている。 

自立性や自主性に関して教員

の望むレベルに達していない。

更なる工夫を構築すべきであ

る。 

 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本学科ではキャリア教育の必要性を開校当初より認識しており、授業のみな

らず学校生活の中でも教育、指導が行われる体制が整っている。 

滋慶学園キャリアロードマップを基にして、学校イベントなどの行事に対し

ても、学生にどの様なキャリア教育を実践できるか考えテーマを決定し実施

している。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-15 （1/1） 

3-15 授業評価の実施･評価体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-15-12 学生による授業

評価を実施しているか 

授業評価を振り返ることでよ

りよい授業を実践する。 

 

学生アンケート実施の結果を教員

にフィードバックし、学科発信の

FD 研修により内容改善を図って

いる。学生満足度アンケート実施 

学生面談時の情報収集 

 

全員が満足できる授業を構築

することは難しい。学科独自の

FD 研修を実施し全員でより良

い授業内容を構築している。 

学生満足度アンケート 

卒業後アンケート 

3-15-13 授業内容の設

計や教授法等の現状につ

いて、その適否につき学

科や学校として把握・評価

する体制があるか 

教授方法のマニュアルはなく

各教員のスキルで実施してい

る。但し授業評価を実施し教員

へフィードバックすべきであ

る。 

学生アンケート実施により評価

の良くないものに関してのフィ

ードバック 

学生アンケート実施 

ＦＤ研修の実施 

学生面談時の情報収集 

 

学生満足度アンケートの結果

を全員で共有し次年度への改

善に活かしている。 

教務日誌 

学生アンケート 

ＦＤ研修報告書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

授業評価はより良い教育内容にするために必要な要素であり、アンケートや

学生からの聞き取り、聴取などを積極的に行い、スピーディに授業に還元が

なされる体制を整えている。 

フィードバックしたアンケート結果などに基づき学科独自で FD 研修等を実

施している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-16 （1/3） 

3-16 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-14 学科の育成目

標に向け授業を行うことが

できる要件（専門性・人間

性・教授力・必要資格等）

を備えた教員を確保して

いるか 

指定規則の基準を満たすのは

当然のことであるが、育成目標

を達成できるための素養、要件

を各教員は備えるべく努力し、

当校の学生に対する考え方ま

た業務に対する考え方を理解

する教員を確保すべきである。 

採用時には学校責任者、学科長

により履歴書の他、面接、面談

などを実施し採用決定し、ＦＤ

を実践している。 

勤務しないと教員のスキル

が分からないため選択が難し

い。一般的には社会人経験を積

んだ教員を確保することが望

ましい。 

教員資格に関する書類 

履歴書 

3-16-15 教員の専門性

レベルは、業界レベルに

十分対応しているか 

臨床現場で実戦経験を積んだ

教員を採用しており、業界レベ

ルには対応出来ているが、現場

を離れた後でも最先端の知識、

技術を得るために努力すべき

である。 

臨床現場に携わる教員の採用お

よび臨床の継続を推奨してい

る。 

講義・臨床経験等不足してい

る教員が多くいる。FD 研修や

臨床に関わる附属整骨院での

研修等が必要である。 

教員履歴書 

3-16-16 教員の専門性

を適宜把握し、評価してい

るか 

専門性を各科目で照らし合わ

せ、教員が持つ専門性を見極め

た上で各科目にフィードバッ

クするようにする。 

各教員の授業内容、試験内容、

実技審査員としての技量などを

基準化して評価している。 

FD 研修の機会を定期的に行

い専門性の高い教員のスキル

を各教員が自分のものとして

使えるようにしている。 

学生アンケート 

FD 研修資料 

3-16-17 教員の専門性

を向上させる研修を行っ

ているか 

教員自身の付加価値を上げる

ためにも専門性の向上は必須

と考える。各教員ができるだけ

特化した専門性を持つべきと

考える。 

外部機関の教育活動、セミナー

や研修などへの参加を積極的に

奨励し、学会への研究発表、講

師との研修、学内研修などを行

い専門性の向上を図っている。 

グループで実施される研修

については全員が積極的に参

加出来るようにしている。また

学科主導の研修や希望する業

界研修にも参加できるように

している。 

学科研修予算 

研修実績計画 
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3-16 （2/3） 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-18 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を適宜把握し、

評価しているか 

教授力は伝達力が重要であり、

教員はスピーカーとしてのス

キルの向上を目指さすべきで

ある。 

FD 研修の実施。 

学生満足度アンケートの実施 

またそれらのフィードバックを

実施している。 

研修のフィードバックのみで

スキルの向上を図ることは難

しい。取組む姿勢に関する研修

などを追加することが望まし

い。 

学生満足度アンケート 

FD 研修資料 

3-16-19 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 

教員、非常勤との間で聴講制度

を設け、尚且つ学内の複数のス

キルアップ研修を行う。 

FD 研修の実施。 FD 研修による教員へのフィー

ドバック。更に第３者による評

価も必要である。 

FD 研修資料 

3-16-20 教員間(非常勤

講師も含めて )で適切

に協業しているか 

学科内でシラバス、カリキュラ

ム委員会を設置し、非常勤講師

とも定期的に会議を行い、教員

間、非常勤講師とも情報共有を

行う。 

定期的な講師会議のみならず日

頃の授業前後にも積極的に学生

の状況、授業の進行具合、非常

勤の考えを把握できるように努

めている。 

学校、学科の考えを非常勤講師

とも共有できている。問題のあ

る講師については責任者と話

し合いの場を設けている。 

教務日誌 

講師会議資料 

3-16-21 非常勤講師間

で適切に協業している

か 

学科教員としっかり連携をと

り滋慶の考え方を非常勤講師

と共有し理解した上で学生教

育に反映して頂くことが重要

と考える 

専門科目担当の非常勤講師間で

の教授内容の差異が無いよう

に、十分にカリキュラム会議が

開催されている。尚且つ毎授業

ごとの教務日誌を全ての講師が

閲覧出来るようになっており、

教授内容の相互把握は十分であ

る。 

非常勤講師だけでなく、教授に

携わる全ての教員、講師が十分

に協業出来るようにする。 

教務日誌 

会議資料 

 

 



59 

3-16 （3/3） 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-16-22 非常勤講師の

採用基準は明確か 

柔道整復師学科教員のコンプ

ライアンスは非常に重要であ

る。まずは教授資格を取得して

いるかを明確に知る必要があ

る。資格や適正のほか、経歴、

経験を参照とする。 

履歴書、面接、模擬授業などに

より採用を判断する。 

 

採用基準は面接者の主観的判

断による事が多く、実際はわか

りにくい事もあるが、これまで

に大きな問題はなく、問題があ

った場合にも適切に対処でき

ている。 

教員資格に関する書類 

および履歴書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

全ての教員、講師が知識、技術などを教授出来るための素養を備えるべきで

あり、そのためには教員間、講師間での研鑽は必要であると考える。本学科

では教員同士、教員と講師との間で積極的に聴講、研修会などを行っており、

常に教育力強化のための取り組みを行っている。 

年 2 回の講師会議、新人非常勤講師に対して実施される研修等により学校・

学科でのルールや学生指導についてご協力頂けるよう積極的にアプローチし

ている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-17 （1/1） 

3-17 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-17-23 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか 

学生便覧、内規、教科指導案実

技試験要項などに明確に記載

し、教員、講師、学生にも周知

する。 

各学年において毎年ガイダンス

を行っている。前後期とも第 1

回授業時に講師ごとに成績基準

を学生に提示している。 

 

学校学科が考える意図に沿っ

て教員・非常勤とも評価を統一

させている。 

学生便覧 

内規 

教科指導案 

3-17-24 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 

一般教養科目については単位

互換を認めるべきであるが、そ

の他医療に関する単位互換は

専門的な科目で有り困難であ

る。 

認定基準は学科ごとに決められ

ており、認定の可否は単位認定

委員会により判断される。 

基準も明確で、判断も単位認定

委員会が行っており、問題なく

運用されている。 

単位認定に関する運用細

則 

単位認定会議議事録 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価、単位認定、互換についても明確な規定を元に運用されており、教

員、学生ともにほぼ周知されている。試験評価についても学校の意見を主と

して進めている。 

特になし。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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3-18 （1/1） 

3-18 資格取得の指導体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-18-25 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 

資格取得を目標とするだけで

なく、臨床現場で即戦力となる

知識、技術、倫理観なども習得

できるカリキュラムである。 

カリキュラムは指定規則以上の

単位数を設定している。資格取

得を目標とするだけでなく即戦

力としての仕掛けとしてコミュ

ニケーション・自発的に行動す

べくキャリア教育を行う。 

「指定規則」で規定されるもの

だけでなく、卒業後も臨床現場

で通用する知識、技術を享受す

べく、カリキュラムの検討を行

っていくべきである。 

学生便覧 

 

3-18-26 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 

3 年間の学校課程内において資

格取得が達成できる教育内容

が提供されるべきである。 

3 年間が俯瞰的、論理的にスケジ

ューリングされており、各期間

でクリアすべきハードル設定も

明らかにしている。 

カリキュラムだけでは全ての

学生が資格取得を行うことが

難しいため、別途成績不良者に

対しての補習を実施している 

学生便覧 

学内オリエンテーション

資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本学科で取得するものは国家資格であり、３年間のカリキュラムの中で教育

活動が十分に展開されている。 

更に成績不良者の早期発見により細やかなフォローを更に充実させる必要が

ある。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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基準４ 教育成果（歯科技工士学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を計る指標は国家試験の合格率である。次に専門職としての就職率

である。その目標達成のために学校満足度の向上は不可欠である。学生が何

を望み、何に不安を感じ、それらを理解し、学生の目標達成のために学校は

努力していかなければならない。 

さらに、学校満足度アンケートだけでなく、日々のカウンセリングにより心

の状態を把握することが重要である。志半ばで夢をあきらめることないよう

学習的指導と生活的指導を行っていかなければならない。 

また学外における卒業生の活躍は、以前は学校に申告があったものが中心に

なっていたが、昨年度から同窓会行事が再開となり、今後は定期的に対面イ

ベントを再開させて情報の収集や蓄積を進めていきたい。 

建学の理念に実学教育を掲げていることから、卒業後の進路を想定して手厚

い指導が必要である。近年、業界の様相が従来のアナログ技工からデジタル

技工に変化していることから、先端技術に興味をもち、習得した技術を将来

活かしたいという学生も増えてきている。なお、デジタル機器が進化して、

いかなる状況になろうとも、歯科技工士による作業、操作が全くなくなるわ

けではないので、手作業によるアナログ技術の研鑽を継続し、国家資格取得

はもちろんのこと、手作り(手作業)に苦手意識を持つ学生に対する技術指導も

従来どおり粘り強く行っていきたい。 

特になし 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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4-19 （1/1） 

4-19 就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-19-1 就職率(卒業者

就職率・求職者就職

率・専門就職率)の向上

が図られているか 

就職率 100%を目標とする。 在学中、キャリアセンターと連

絡を密にしながら就職完了まで

取り組んでいる。 

個人面談を中心に本人、保護者

の理解を得ながら就職活動を

進めていく。 

就職関係資料 

 

4-19-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 

キャリアセンター、同窓会と協

力し就職成果とその推移に関

する情報を把握する。 

年度報告資料を作成することに

より、具体的な件数は掌握でき

ている。 

就職後の早期離職者の把握に

同窓会組織の協力を得ている。 

就職関係資料 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職の情報は掲示板で連絡、就職説明会の実施、キャリアセンターの設置な

ど、就職には力を入れている。早期の就職活動、内定獲得も比較的うまくい

っているように思われる。やはり、質のいい就職先の確保が課題となる。ま

た、毎年ここの卒業生を採用したいと思われる状況をつくっていきたい。 

コロナ禍の影響もあり、一時的に SNS を利用した企業説明会や求人活動を行

う就職先が増加していたが、従来の対面形式に戻ってきており、卒業生から

の情報にも柔軟に対応出来ている。今後も卒業生の満足度を把握するためも、

卒業後の情報収集が円滑に行えるよう同窓会と連携していきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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4-20 （1/1） 

4-20 資格取得率の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-20-3 資格取得率の向

上が図られているか 

国家試験の全員受験・全員合格

を目指す。 

受験者全員の合格をだすことが

できている。 

特記なし。 国家試験受験資料 

4-20-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 

在校生のみならず、卒業生の資

格取得者数とその推移を把握

する。 

卒業時には把握できている。 同窓会、キャリアセンターと連

絡を密にしている。 

同窓会資料 

キャリアセンター資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家試験合格率 100％が維持できている。 

今後、中学・高校から遠隔授業を中心に講義を受けてきた学年が国家試験取

得を目指していく。万一再度同じ状況になったとしても、モチベーションや

集中力の低下を起こさないよう、実習室の環境づくりと前向きに取組める授

業の継続を目指したい。 

就職実績のある企業を中心に、教員とキャリアセンターが連携して、現場訪

問に出向いたり、最高学年を対象に企業説明会を開催することで、早期就職

決定に繋がっている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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4-21 （1/1） 

4-21 退学率の低減が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-21-5 退学率の低減が

図られているか 

教職員が認識し、進路の変更

や経済的理由などやむを得な

い退学は別として、当該本人と

面談を重ね、退学率の低減を図

る。 

担任を中心に教職員が該当学

生と面談をし、さらに保護者と

連絡を密に取っている。必要で

あればスチューデントサービス

センターを紹介する。 

精神的問題、学力不足が退学理

由になることが多い。魅力ある

授業を継続して行うとともに

個人面談を定期的に行う。 

個人面談資料 

サポートアンケート結果 

4-21-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか 

入退学者数とその推移に関す

る情報について把握する。  

学科会議を通して共有、把握が

できている。 

学生の内面的な情報の把握に

は限界がある。信頼関係の構築

が求められる。 

 

学科会議におけるクラス状況

報告 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

退学者を減らす手段は学力の低い学生に対する補習授業や個人指導である。

補習やカウンセリング、さらに個人面談などを活用して退学率をさげていき

たい。特に 1 年次の夏休み等の長期休暇前後で学生が悩むことが多いので、

その時期には学生からのサイン(兆候)を見逃さないよう心がける。 

今後、家庭の経済状況の悪化に加えて、メンタルの弱さからくるモチベーシ

ョンの低下で退学に傾向することも予想される。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 

 



66 

4-22 （1/1） 

4-22 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-22-7 卒業生・在校生

の社会的活躍及び評価

を把握しているか 

在校生のみならず卒業生が業

界でいかに活躍しているかの

評価を把握する。 

卒業生についての社会的活躍は

本人の自己申告によるところが

大きく、把握しきれないことが

ある。 

業界での活躍など把握できる

システムを構築していきたい。

ZOOM 等の遠隔システム活用

の継続 

同窓会資料 

4-22-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか 

業界や社会で活躍できる人材

を育成していく。 

業界では歯科技工士会や歯科技

工学会の役員など活躍する卒業

生がでてきている。 

特記なし。 同窓会資料 

4-22-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 

学術的な発表をおこなう学

生・卒業生を輩出する。 

日本歯科技工学会学術大会でポ

スター発表、学生彫刻コンテス

トに参加し、評価を得ている。 

特記なし。 日本歯科技工学会ＨＰ 

日本歯科技工学会誌 

4-22-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述できるか 

在校生・卒業生が外部で評価さ

れうる人材を育成する。 

近畿歯科技工サミットで在校生

による歯の彫刻コンテストで最

優秀賞を受賞した。 

今後優れた人材を輩出できる

体制を整えていきたい。 

大歯技広報、日本歯技等の

業界誌 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

在校生においては、課題研究などをカリキュラムに組み込むことにより、学

会でのポスター発表や学生彫刻コンテストなどで成果が上がっているが卒業

生においては活躍するのもが少ない。今以上に業界をリードできる人材を輩

出していきたい 

在校生においては、学会での研究発表やテクニカルコンテスト参加への環境

が整備されている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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基準４ 教育成果（救急救命士学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を計る指標は国家試験の合格率である。次に専門職としての就職率

である。その目標達成のために学校満足度の向上は不可欠である。学生が何

を望み、何に不安を感じているか、それらを理解し、学生の目標達成のため

に学校は努力していかなければならない。 

さらに、学校満足度アンケートだけでなく、日々のカウンセリングにより心

の状態を把握することが重要である。志半ばで夢をあきらめることないよう

学習的指導と生活的指導を行っていかなければならない。 

また学外における在校生・卒業生の活躍は、現段階では学校へ申告があった

もののみの把握となっている。今後、同窓会 WEB などを活用して双方向の

情報のやり取りができるシステムを構築していきたい。 

学科では前年度までに 22 期の卒業生を送り出しているが、国家試験の合格者

は卒業時 2104 名、その後既卒国家試験対策受講者も含めて 2105 名である。 

全卒業生(2344 名)に対しては 89.7％の合格率となる。 

在学中に十分に教育の成果が出るように教育してはいるものの、さらに検証

し在学中の習熟度の個人差をなくす様努力したい。 

次に重要なのは就職率であろうが、前年度までの資格を生かした就職(自治体

消防)は 1,418 名で 60.4％にとどまっている。これに他の公務員(自衛隊・警

察官など)と民間の就職先も含めると 75％となっている。資格の特殊性から

法による規制などもあり、民間で働くには制約が多いのが現状である。とこ

ろが、特に消防職は定数に基づいて求人がなされる為、学生の希望と就職先

の求人数に乖離があること、また受験日が統一化されている地域が多いため

に受験出来る自治体が限られてしまうことなどの問題がある。それによりあ

る一定の受験日に集中するため高倍率となり就職が困難な状況となってい

る。 

今後はよりいっそう民間就職先の開拓を含め、キャリア教育の更なる充実に

も努力を継続したい。 

H18,19 年度までは団塊の世代の大量退職に対する前倒し採用で消防機関の

求人数も多く比例して就職率も高く保てていたが、以降年々退職者の減少に

伴い採用人数は減少している。 

近年、女性吏員の雇用推進があり、各自治体で女性消防士の認知度向上と採

用試験受験者拡充の為の説明会やインターンシップの導入など一般の企業同

様雇用促進のための工夫がなされている。 

 

国家資格取得と自治体消防の採用試験との両立で最終学年を迎える当学科で

はどちらも重要だが、成果の上がる教育へ向け、更なる努力が必要である。 

 

救急救命士法第 44 項第 2 項により働く場が特定されてしまっていたが、

2021.10 改正され病院・診療所などで傷病者が入院するまでの間に携われる

ようになった。これにより院内救命士の求人が増えることが予想されるし、

院内で働く救急救命士のためのカリキュラムの検討を行う必要がある。 

院内でのタスクシフト/シェアを推進し、医師の負担を軽減しつつ、医療関係

職種がより専門性を活かせるよう、各職種の業務範囲の拡大等が期待される。 

 

最近になり関西でも病院等での救急救命士の求人は少しずつ増えてはいるが

契約社員や退職分の補填にとどまる場合が多く、また代表者の交代等で方針

が異なってくるため学生の希望と合致しない場合が多いのが現状である。 

より救急救命士への理解を求める活動は継続が必要である。 

 

「救急救命士の社会的利活用検討協議会」後の「病院前救護統括体制認定機

構」が H29 年 5 月に設立され、消防機関に属しない救急救命士の為、病院前

医療統括体制においての「質の担保」を目的とした取り組みが始まっている。 

そのなかで行われている「民間救命士基礎講習受講」を学科教員 7 名が済ま

せている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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4-19 （1/1） 

4-19 就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-19-1 就職率(卒業者

就職率・求職者就職

率・専門就職率)の向上

が図られているか 

消防では資格を活かして働け

る就職先の求人が減少してい

る(救命士枠)がキャリア教育の

充実を図り就職率の向上に努

力する。 

学科で行っていたキャリア教育を

キャリアセンター(事務局)と協力

しながら対策に取り組んでいる。

合同就職説明会を実施した。 

今年度は 50 機関の消防・民間施設

が参加した。引き続き Web 上での

説明会など工夫しての実施となっ

た。 

・データの可視化 

・指導の標準化 

・卒業生との情報共有化に努め

る。(OG・OB ガイダンス) 

・文章力、自己表現力を向上さ

せるためのキャリア教育を授

業に取り入れて全員が均等に

意識と教養を高めていく。 

 

就職に関する面談結果 

保護者説明会資料 

合同就職説明会資料 

就職ガイダンス資料 

4-19-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 

自治体消防受験日の把握、求人

数の推移、求める人材などは消

防訪問や募集要項一斉取寄せ

を通して把握できている。 

民間については、今後も資格へ

の理解を深める努力を怠らず、

開拓を進めていく。 

就職面談、就職に関する保護者

説明会、募集要項の一斉取寄せ

を実施し、就職実績や情報を掲

示している。 

民間の就職先への訪問などを通

して求人の確保に取り組んでい

る。民間の求人は増えているが

希望者が少ない現状である。 

消防訪問(来校も含めて)を実施

し年々関係の良好化に努めら

れている。 

結果は在校生・卒業生を含めて

情報を共有し、有効に指導に生

かせている。 

卒業生有資格者に同窓会HPな

どで情報の共有を行い就職率

UP につなげる。 

全国自治体消防訪問結果

報告書 

民間就職求人情報 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専門性を活かせる就職先が公的機関（消防）である場合が多い。自治体単位での

試験遂行のため、就職試験の多様化・複雑性があり、対策を立てる上での困難が

ある。これについては対策教員との情報共有に努めている。卒業生を含めて少し

ずつ希望職種に就職できるように指導できている。 

今後は知力・体力・精神力共に更なる向上が得られるよう努力を要する。 

就職説明会、および来校いただける消防などとの関係性を良好に保ち指導に役立

てており就職率も 60％を維持できている。 

消防の求人は退職者の補填であり年によって倍率も異なる。消防訪問を継続して

実施し情報の共有に努めている。また、訪問時卒業生就職の実績がある消防にお

いては卒業生面談と上司面談をお願いし、教育についても業界の意見を反映し質

の高い教育ができるようにしていく。 

(准救急隊員、新しい就職先への実績に繋げる努力をしている) 

・民間の就職先についても、こちらの働きかけに応じて徐々に認知度も上がり正

規雇用に繋がっている。関係機関と良好な信頼関係を保ち、よい学生を就職させ

ることで次の求人に繋がる努力をしている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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4-20 （1/1） 

4-20 資格取得率の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-20-3 資格取得率の向

上が図られているか 

目標は 100％国家試験合格であ

る。 

出題基準をふまえた模試出題

数、傾向の変更に対して柔軟に

対応する。 

国家試験対策-事業計画に沿って必修

問題対策に力を入れている。 

国家試験振り返りの会議を行い、補習

の早期化、参加率の向上に努めて合格

率の向上に繋がった。少人数学習への

取り組みを始めた。国家試験 10 日前

は遠隔授業が中心となった。また環境

を利用して(ブレイクアウトルームや

様々なアプリを工夫)グループ学習、

StudentTeacher が確立できた。専任

教員のレベルアップも図れている。 

国家試験対策センター、JESC チーム

会とも情報を共有し、適正な卒業判定

が行えている。 

新出題基準(R5)に基づいた模擬試験

の作成を行っている。 

 

国家試験合格率は 22 期生の合計平

均が 99％である。 

昼間部は 100％達成できたが卒業不

可学生(留年・退学等)を出したこと

と夜間部において 1 名の不合格を出

した。3 年進級者がすべて卒業でき

るよう、また昼夜 100％達成に向け

て更なる努力が必要である。 

2 年生終了までに国家試験合格レベ

ルに持っていくように新カリキュラ

ムでは系列ごとの総括時間を設け専

任が教育している。1,2 年模擬試験

の回数を増やして早期からの補習を

実施している。 

系列ごとの総括授業が復習の習慣に

繋がっている。 

就職試験の準備期間中も常に専門科

目への意識付けを行う。 

国家試験対策事業計画 

国家試験合格率の推移 

国家試験対策センター分

析資料 

令和 2 年度版出題基準 

4-20-4 資格取得者数とそ

の推移に関する情報を明

確に把握しているか 

在校生、卒業生を含めて正確に把握

できている。 

卒業生については毎年アンケート調

査を行い把握に努めている。来校型・

郵送対応型に分けて個別に細やかな

対応が出来ている。 

在校生、卒業生の国家試験対策につ

いて個々の教員のレベルアップと人

員の確保が急務である。来校できな

い卒業生の合格率が低い。 

既卒国家試験対策計画 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

3 年進級者が全員国家試験に合格できるよう専任・講師を含めてさらに努力

を要する。学生においても低学力の学生への対策にマンパワーが吸収されて

いるので人員の確保を含め、StudentTeacher 制度など他校との情報交換を密に

し、継続していく必要がある。 

学力低迷者が 3 年の前期中、就職試験に比重を重くおいている間の専門知識の継

続学習が困難となりがちである。低迷者は、常に専門科目の学習に着目させる。

専門科目成績不振者は保護者理解の元、専門職採用の受験を制限する。 

1,2 年の模擬試験の回数も増やし、補習や学習習慣の定着、動機付け対策を工夫

している。 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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4-21 （1/1） 

4-21 退学率の低減が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-21-5 退学率の低減が

図られているか 

担任の面談、SSC の活用、進路

変更委員会の活用を積極的に

実施し早期段階で学生へ働き

かける。 

 

コミュニケーションを円滑にし、

早期の問題抽出と対策を立てる。 

本人の希望でない進学に基づくモ

チベーションの低下、他学生への

影響がある。 

進級判定会議で多数科目を救済し

進級した学生のモチベーションの

維持が困難である。 

 

目標の 3％以内を目指してさらに

細やかなサポートを続行していく

卒業判定の基準を厳しくしたこと

で 3 年での留年が増えた。結果、

国家試験の合格率は上がったが退

学率も上がってしまった。 

クラス運営を健全にし、学生全体の

モチベーションの維持に努める。 

キャリアサポートアンケートを参考

に早期面談の実施で課題抽出が出来

ている。課題の早期発見と情報共有、

必要があれば専門機関への依頼を考

慮する。保護者と密な連絡をとる。 

常に相談できる担任体制をとり効果

を発揮している。 

1 年前期に DO が多いことから入学

前にプレスクールでの目的意識の再

確認など工夫を継続することが重要

である。 
3 年進級者の早期底上げ、就職対策

の比重を調整して留年者を減らす努

力を継続する。 

学生面談記録 

学科ミィーティング議事録 

キャリアサポートアンケー

ト結果 

「学習能力チェック」プロ

グラム 2021 年度実施要

項 

「学習能力チェック」プロ

グラム結果 

 

国家試験対策模試結果 

 

4-21-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか 

毎月のクラス運営報告で状況

は正確に把握できている。 

退学、進路変更に関する面談は

担任だけでなく学科長・副学科

長が必ず同席し改善に努めてい

る。 

在学中に自治体消防や警察・自衛隊

などに入職しての退学や学費未払い

問題などの学科教員の努力では改善

できない退学が含まれている。事務

局との情報共有に努める。 

クラス運営状況報告 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的理由や早期就職の後、休学して復学が困難な地方の学生も退学に含まれるため、事

業計画では 3.0％を目標にしているが、年々学生の就学意識の低迷(ただなんとなく入学)

や基礎学力の低迷、経済的な問題などが増えてきている。奨学金やカウンセラー(SSC)の

活用、担任の努力で改善できる範囲を超えるものが多くなってきている。教員の努力で防

げるものに関しては、さらに魅力的な学科作りを行い改善していく。 

入学試験の一部に学科の意見を反映させた問題の導入。OC の複数回参加を促し、入学前

に意欲の確認を行う。 

入学内定者に早期よりプレスクールを実施し資格に対しての意識付けを行う。 

 

入学後、早期に定時面談を行い問題の早期認識および対応に努める。 

 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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4-22 （1/1） 

4-22 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-22-7 卒業生・在校生

の社会的活躍及び評価

を把握しているか 

就職した学生の離職率は低く

消防訪問などを通して把握し

ている。 

担任を通しての卒業生の状況把

握。 

消防・病院・民間共に連絡が出

来る環境があり情報の共有は図

れている。 

卒業生の職場で問題が学校に

相談があった時は可能な限り

元担任と就職責任者の協力体

制で離職が回避できるよう努

力している。 

消防訪問報告書 

消防就職実績 

就職数字 

4-22-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか 

生涯学習し続け、指導的立場に

なる救急救命士の養成を目標

とする。 

卒業生が増えるにつれ経験が増

し、認定救命士や隊長としての

活躍が評価されている。 

さらなる卒業生との連携と業

界をリードする人材の要請を

目指す。ただし、公務員である

ために活動には限界がある。 

入学案内、募集要項 

卒業生の活躍記事 

4-22-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 

卒業生の学会での発表などは

まだまだ少ないが年度を重ね

るうちに増えている。 

同窓会組織の活発化を図る。 

卒業生から依頼のある時は可能な

範囲で協力体制をとる。 

学会、近畿救急医学研究会等に参

加して卒業生の発表の状況を把握

している。 

現時点では同窓会組織の活動が

低迷しているが、メディカルラリ

ーの開催を定期的にしている。、

また、合同就職説明会への参加も

増えていることから今後が期待

できる。 

TOYO メディカルラリー

実施要領 

4-22-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述でき

るか 

在校生に関しては学生選手権

やメディカルラリーの参加を

促している。卒業生に関しては

学会発表などの情報を収集す

る。 

卒業生の状況把握に努め有効な

情報は在校生や広報に提供する。 

卒業生の学会発表での情報や広報

関連の動画を可能な範囲で使用し

学生の意欲向上に役立てている。 

更なる充実を検討していく。 

同窓会の働きかけ。 

 

 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生の活躍の現場は公務員が多いため、民間の就職先とは対応が異なるが、

卒業生の情報は把握できていると思う。今後はさらに活躍できる卒業生を輩

出できるよう引き続きの教育を実施していく。 

消防学校での表彰、学会発表などあれば学科の実績として情報を共有してい

る。 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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基準４ 教育成果（鍼灸師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を計る指標は 1 つが国家試験の合格率である。次に専門職としての

就職率である。その目標達成のために学校満足度の向上は不可欠である。学

生が何を望み、何に不安を感じ、それらを理解し、学生の目標達成のために

養成校は努力を積み重ねていかなければならない。 

さらに、学校満足度アンケートだけでなく、日々のカウンセリングにより心

の状態を把握することが重要である。志半ばで夢をあきらめることないよう

学習的指導と生活的指導を行っていかなければならない。 

また学外における在校生・卒業生の活躍は、現段階では学校へ申告があった

もののみの把握となっている。今後、同窓会 WEB などを活用して双方向の

情報のやり取りができるシステムを構築していきたい。 

 

本学科では卒業生がいかに業界で活躍できるかという課題も設定している。

国家試験合格・資格取得から就職・開業、業界での活躍という一連の流れを

ふまえて、先を見据えた教育をおこなっていくことが重要である。在学中の

3 年間のみが成果ではないことを肝に銘じつつ教育をおこなっていかなけれ

ばならない。 

在学中の 3 年間は資格取得サポート、学力不足を中心とした中途退学者の減

少に特に力を入れている。入学後 1 年目の学生の退学が大きく目立っていた

が、昨年度はほとんど退学者をだすことなく 1 年を終えることができた。卒

業後の生涯学習・卒後教育は同窓会組織を中心におこなわれており、大きな

成果をあげている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 

 

4-19 （1/1） 
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4-19 就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-19-1 就職率(卒業者

就職率・求職者就職

率・専門就職率)の向上

が図られているか 

就職担当教員に加え、キャリア

センターも設置し在校生の就

職、あるいは卒業生の職場の転

向も含めてサポートしていく。 

学科開設以来就職率 100％を継続して

いる。それに加えて、早期の内定獲得

にむけて取り組んでいる。求人も非常

に多く確保できている。卒業生の就職

先、あるいは経営する治療院からの求

人が年々増えている。学生ポータルな

どを用いて就職活動に取り組みやす

いように工夫している 

就職先の確保は順調だが、より

質の高い就職先の確保を目指

して努力・工夫していきたい。 

業界の流れとして就職活動の時

期が変化している。今までは秋に

就職説明会を実施していたが、現

在は 6 月に実施している。 

求人票一覧 

4-19-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 

学生に関わるすべての教職員

が、学生それぞれの就職に関わ

る情報・推移が閲覧できる環境

を整備する。 

学内のサーバーに学生の就職に

関する現状・推移などの情報が

保存されており、関係する教職

員が閲覧できる環境にある。ま

た、変化があると随時キャリア

センターにより更新される。 

卒業後の状況に関しては卒後 1 年

目・3 年目に状況を把握するため電

話による聞き取り調査を行っている

が卒業後年数が経過するにしたがい

連絡が取りにくくなり、時間を要す

る。同窓会とも連携しながら状況把

握を進めていきたい。 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職の情報は掲示板で連絡、就職説明会の実施、キャリアセンターの設置な

ど、就職には力を入れている。早期の就職活動、内定獲得も比較的うまくい

っているように思われる。やはり、質のいい就職先の確保が課題となる。ま

た、毎年本校の卒業生を採用したいと思われる状況をつくっていきたい。 

職場の転向が多い業界であるため、卒業後の動向の把握が課題となる。キャ

リアセンターの SNS 等を活用し卒業生との繋がりをなくさぬようにしてい

る。卒業生が利用しやすいキャリアセンターを心掛けている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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4-20 （1/1） 

4-20 資格取得率の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-20-3 資格取得率の向

上が図られているか 

十分対策資格取得にむけた対

策をおこない、留年生をできる

だけださず、全員受験・全員合

格を目指す。 

目標どおり、毎年留年生は最小

限にとどめつつ、ほぼ 90％以上

の合格率をだすことができてい

たが、国家試験の難易度上昇に伴

い一時合格率が低下していた。近

年対策も進み 90％以上の合格率

をだすことができている。 

最終目標は入学者全員が卒業

し、全員合格することである。

そのための態勢を整えていき

たい。難易度が年々上がる国家

試験に対応していかなければ

ならない。 

国家試験学校別合格番号

一覧表 

4-20-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 

在校生のみならず、卒業生の資

格取得者数とその推移を把握

する。 

創設以来すべての結果を把握で

きている。 

特に問題なし。 国家試験学校別合格番号

一覧表 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

安易に留年生を多くだすことによって合格率 100％を目指すのではなく、全

員受験を本分としてきた。留年生を含む本当の合格率は他校と比較しても相

当高いものと思われる。最終目標は入学者数＝国家試験合格者数である。今

後は真の合格率 100％を目指していきたい。 

他養成校の公表されている実績は、留年生の数字を含まない表面上の合格率

が先行している感がある。数字だけを追い求めるあまり、学生に不利益が出

ている可能性がある。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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4-21 （1/1） 

4-21 退学率の低減が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-21-5 退学率の低減が

図られているか 

入学生は1人も留年生をだすこ

となく卒業へと導くことを目

標とする。 

比較的退学生の数は少ないが、それで

も 3 年間で全体の 3％ほどの学生が退

学していく。一時昼間部は退学率が非

常に高い状況にあったが、担任による

きめ細かいサポート、専任教員による

早期補習により、以前多かった低学力

による退学生は減少して 

現状昼間部１年生での退学が増加し

ている。モチベーション低下が一番の

理由となっているため、１年次におけ

る卒業生イベント、治療体験などモチ

ベーション UP のためのイベントを増

やしている。 

低学力を理由とする退学は減

少しているが、進路変更による

退学生は毎年何名かいる。職業

に対する興味をもたせ、この道

に進みたいと考えられるよう

な環境を整えるのが課題であ

る。また、近年はクラスメート

との人間関係を理由とする退

学が増えている。クラスの人間

関係を作っていく能力も教員

は求められる。 

特になし。 

4-21-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか 

入学者・退学者数とその推移

を把握する。 

学校全体を統括するシステムで

把握できている。変化を追うこ

とができる。 

特になし。 特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

退学者を減らす手段でもっとも奏功したのが、学力の低い学生に対する補習

授業である。全体的な退学率は低い水準を維持しているが、さらにカウンセ

リングや面談などを活用して退学率をさげていきたい。また、モチベーショ

ンを高く維持できるカリキュラム、あるいは行事を適切な時期におこなって

いきたい。 

学力不足によるモチベーションの低下は 1 年次に特に多くみられるが、早期

からの補習授業による対応により、ここ何年かはそれによる退学者はほとん

どみられていなかったが、近年基礎学力に問題のある学生が散見し、再び学

力不足による退学が増加傾向にある。教員全体でサポートできる体制を現在

構築中である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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4-22 （1/1） 

4-22 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-22-7 卒業生・在校生

の社会的活躍及び評価

を把握しているか 

在校生のみならず卒業生が業

界でいかに活躍しているかの

評価を把握する。 

卒業生はもちろん在校生の社会

的活躍は本人の自己申告による

ところが大きく、把握しきれな

いことが多い。 

業界での活躍など把握できるシステ

ムを構築していきたい。また教員に

よる学会活動や業界との連携強化が

求められている。 

入学案内 

4-22-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか 

業界や社会で活躍できる人材

を育成していく。業界をリード

できる人材を輩出する。 

業界では業界団体の役員や、プ

ロのスポーツチーム（野球・絡

ビー・バレーボール）の分野な

どで活躍する卒業生がでてきて

いる。 

卒業研究に取り組み、アカデミックな視

点をもつものを、臨床家とともに育成し

ていきたい。今後は有志のみでなく、全

員が研究に取り組むカリキュラムも加え

たい。 

特になし。 

4-22-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 

学術的な発表をおこなう学

生・卒業生を輩出する。 

研究や発表に関する講義等を増や

し研究発表出来る人材の育成に取

り組んでいる。学校協会学術大会

に向けての学術研究および発表を

進めている。 

学校協会学術大会への発表だけ

ではなくその他の学術大会学会

への発表も行っていきたい。 

特になし。 

4-22-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

された例として特筆す

べきものを記述できる

か 

在校生・卒業生が外部で評価さ

れる人材を育成する。 

学校協会の学術大会への発表等

取り組みを行っている。 

今後も優れた人材を輩出でき

る態勢をとっていきたい。在学

中に研究および発表をおこな

える環境を築きたい。 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学科が設立されてまだ歴史が浅いが、少しずつ活躍できる人材がでてきた。

さらに今後も業界をリードできる人材を輩出していきたい。アカデミックな

分野での弱さが目立つが、課題研究などをカリキュラムに組み込むことによ

り、在校生・卒業生の視野を広げていきたい。東洋療法学校協会への加入に

より、学生研究・発表の機会ができた。 

業界をリードしている人材との交流の機会を設けることも養成機関がおこな

うべきことであると考え、年々取り組みを深めているところである。業界の

先駆者たる先生方の特別講義や卒業生による職業体験イベント「キャリア

navi」等を実施している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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基準４ 教育成果（柔道整復師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を計る指標は国家試験の合格率である。次に専門職としての就職率

である。その目標達成のために学校満足度の向上は不可欠である。学生が何

を望み、何に不安を感じ、それらを理解し、学生の目標達成のために学校は

努力していかなければならない。 

さらに、学校満足度アンケートだけでなく、日々の学生と接する時間を増や

すことにより個人それぞれの状態を把握することが重要である。志半ばで夢

をあきらめることないよう学習的指導と生活的指導を行っていかなければな

らない。 

また卒後教育として同窓会を通じて積極的に勉強会などを発信している。 

同窓会活動が活発になってきており双方向での情報交換などが可能となって

いる。 

学生の満足度は重要な指標であり、満足度を上げることでよりよい学校生活

を過ごすことができる。さらに資格取得が最終目標ではなく、昨今厳しさを

増す業界の中で、不安なく活躍する人材の育成を目指して努力を惜しまない

つもりである。 

国家試験合格のみならず在学中に様々な民間資格を取得させている。 

そのことによりモチベーションのアップ、卒業後業界で役に立つよう構成し

ている。 

また、大手業界グループと提携し、より実践的な施術セミナーを実施するこ

とで学生のモチベーションを上げ、就職のハードルを下げることで早期就職

に向けたキャリア教育も展開している。 

 

 

【任意取得資格】 

日本ストレッチング協会セルフストレッチング資格取得(JSA-CSTS) 

NSPA-CST 資格取得 

 

【在学中目標資格】 

日本ストレッチング協会パートナーストレッチング資格取得(JSA-CSTP) 

認定スポーツテーピング 

救急救命講習（BLS） 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 

 

4-19 （1/1） 
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4-19 就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-19-1 就職率(卒業者

就職率・求職者就職

率・専門就職率)の向上

が図られているか 

専門就職率 100％だけでなく、

希望する就職先への就職率を

も 100％とする 

学生の就業意欲を高めるため

に教員、キャリアセンターから

の指導を徹底している。 

就職先確保のため定期的に業

界への訪問を行っており、業界

からの認知を高めるために就職

説明会を定期的に実施している 

就職に対して早期の意識付

けがなされていない。早い段階

に柔道整復師としてのやりが

いやモチベーションをあげる

必要性がある。 

就職委員会議事録 

4-19-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 

学科教員、キャリアセンター

との連携により、就職成果、就

職状況をタイムリーに把握す

る 

学科教員、キャリアセンターと

で就職委員会を定期的に開催

し、卒業生の就職先へ訪問する

など、就職成果に関する情報収

集は十分である。また卒後離職

者調査も行っており卒業生の状

況を把握するよう努めている 

追跡調査など実施している

が年がたつにつれて学校連絡

がなくなっていく 

今後は SNS を通じ簡易に連

絡が取れるよう進めていく 

就職委員会議事録 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

これまでの業界の就職形態は欠員募集という形が主流であったが、本学科では開

校当初より出来るだけ早く就職先からの内定を得るための就職活動をさせると

いう方針を取り、キャリアセンターを十分に機能させてきた。そのため就職率も

高く、離職率も低い傾向がみられるようになり、開業した卒業生の院などからの

求人募集も増えてきていることから磐石な体制が整いつつある 

業界の現状が厳しいために就職者に対して求められることも多く離職者が多く

見られる。離職者の把握と対応が求められる 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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4-20 （1/1） 

4-20 資格取得率の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-20-3 資格取得率の向

上が図られているか 

全員が合格すべく教員全体で

考え行動すべきである。また個

人個人にあった教育指導方法

を共有すべきである。 

 

当校の国家試験合格率は全国平

均水準レベルを常に上回ってお

り一定以上の合格率を取れるシ

ステムが構築されている。また

グループ力を活かした独自の取

組も持つ 

入学時より低学力と判断でき

ている学生対応が必要である。

既卒者合格率が悪く対策が求

められる。不合格時にもグルー

プ力を生かしたシステムを更

に有効活用すべきである 

 

柔道整復研修試験財団の

ホームページ 

滋慶柔整分科会資料 

4-20-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 

合格者についてはもちろんそ

の後の状況も把握している。 

また卒業生についても同様で

ある 

学科内及び学校とも資格取得

者について情報共有している 

特に問題なし 柔道整復研修試験財団の

ホームページ 

就職数値 

同窓会開業名簿 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

近年国家試験合格率は高水準で安定している。また滋慶学園内の国家試験対

策センターとの連携により前年度の反省、今後の対策を毎年行っている 

グループ力を活かした対策が可能である。また当校の特徴を活かした資格取

得向上の取組を実施している 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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4-21 （1/1） 

4-21 退学率の低減が図られているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-21-5 退学率の低減が

図られているか 

入学者に対して全員の合格率

100％を目指しており、途中退

学率も 0％を目指すべきである 

1・2 年生の間に毎年 10％程の

退学者がみられる。学生の状況

を把握できるよう各クラス担任

が声掛け、顔出しを実践してい

る。また随時個別面談を実施し

ている 

年度により退学者数の上下

が見られる。教員のマネジメン

ト能力を高め、積極的に学生と

接することにより早期発見、早

期改善を目指す 

教務委員会議事録 

キャリアサポートアンケ

ート 

個人面談調書 

4-21-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか 

学科と事務局との連携、教務

委員会の設置により、入退学者

数の推移は明確に把握出来る 

学科と教務委員会との連携、事

務局への情報集約により、入退

学者数などの情報は十分に把握

されている 

入退学者数などの情報は定

期的な報告により把握してい

るが、これまで以上にオンタイ

ムに把握出来るように体制を

整えていく 

教務委員会議事録 

個人面談調書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学した学生が退学すること無く、全て国家試験に合格するというのが理想

であり本来あるべき姿である。退学率の低下のためには一人一人の学生と、

全ての教員が十分なコミュニケーションを取り、同じベクトルで卒業を目指

すという姿勢が必要である。そのための具体的な取り組みとして学生面談や

保護者面談などのバックアップ体制が十分に整っている 

当校で学生退学の理由は大きく 2 点に分類される 

①勉強の難しさについていけない 

②定期考査での結果（成績不良） 

上記 2 点の原因について共通するのが積極的な補習・勉強習慣へのアプロー

チである 

各学年の年間スケジュールに基づき学生指導を実施している 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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4-22 （1/1） 

4-22 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-22-7 卒業生・在校生の社

会的活躍及び評価を把握して

いるか 

卒業生・在校生の評判評価は学校の

ブランド力として非常に大切である。

SNS などを通じ常に活動状況を把握す

べきである 

開業等については HP 聞き取りなどを実

施している。学会等への具体的な取組は

ない 

学生の業界に対する意識が薄

いので在学中より学会・勉強会

への参加を積極的に促す 

特になし。 

4-22-8 卒業生の例として特

筆すべきものを記述できるか 

業界でリーダーシップを発揮できる卒

業生を多く輩出したいと考え、研究会・

特別講演会など卒後教育にも力を注ぐ 

まだ、柔道整復師学科としての卒業生が

少なく業界でも新人であるため特筆すべ

きものは少ない 

業界をリードできる卒業生の

排出のため同窓会活動の活性

化、また在学中に業界との一層

の連携を考える必要がある 

特になし。 

4-22-9 在学生や卒業生の作

品や発表が、外部のコンテスト

等で評価されたか 

外部において十分通用する研究成果

を発表し、業界に向けて提言、発信で

きる人材を育成する 

学科内での課題研究発表を行っている 今後は業界での発表を行えるように制

度をあげていく 

課題研究発表資料 

4-22-10 在学生や卒業生の

作品や発表が、外部のコンテ

スト等で評価された例として特

筆すべきものを記述できるか 

柔道整復研修試験財団の認定実技試

験での実技力を外部の審査員に評価

して頂き更なる向上を目指す。積極的

に学術大会等での発表を促す 

学科内のみでの評価であり外部からの

評価を得るものはない 

今後カリキュラムの一環として実施され

るためにしっかりとした内容を構築して

学術大会に向けて研究・発表準備した

い 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生の社会的な活躍は数値が出来るものではないが、業界からの評判、本

学科への求人募集の増加などに反映されてくることが多い。求人募集は年々

増加しており、一定の評価を得られていると考えている。学会での研究成果

の発表の機会なども増えてきており、今後も益々卒業生の活躍が期待できる

と思われる 

学会発表にあたり教員側の資質不足が上げられる。今後は学生のみならず教

員のスキルをあげていく必要性がある 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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基準５ 学生支援（歯科技工士学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学した学生全員が目標達成に向け頑張っていける環境作りが学生支援だと

考えている。ネガティブな事案はポジティブに、ポジティブな事案はよりポ

ジティブになるようサポートしていかなければならない。学生の学校生活全

般にわたるサポートとして以下の 6 つに取り組んでいる。 

①就職サポート 

②カウンセリングサポート 

③学費サポート 

④健康サポート 

⑤課外活動サポート 

⑥一人暮らしサポート 

上記以外にも、学生と学校の関係だけでなく、保護者にもご理解をいただき、

成績や出席状況などを共有し、保護者と学校が協力して目標達成へのバック

アップ体制を構築していくことが重要である。 

また卒業生へのサポートとして同窓会が中心の勉強会や、卒業生を対象とし

た就職転職サポートもキャリアセンターと連携して行っている。 

 

特に、学生の学習面や就職面だけでなく、生活面でも支援していく態勢が必

要である。教職員は広い視野をもって学生をみていかなければならない。こ

れらを個人の力量によるのではなく、学校・学科として支援できるシステム

を構築することが重要である。 

学科内での担当者および事務局の専門部署による、学校レベルでのサポート

が行われている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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5-23 （1/1） 

5-23 就職に関する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-23-1 就職相談室の設

置など就職支援に関す

る体制は整備されてい

るか 

キャリアセンターを中心に、3

年生担任など就職担当教員が

きめ細かく支援する。 

キャリアセンターと担任が密に

連携することで取り組みは有効

に機能している。 

特に問題はない。 キャリアセンター資料 

5-23-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

就職ガイダンスを実施する。 就職ガイダンスだけでなく、マ

ナー講座なども含め、就職にい

たるプロセスが実施されてい

る。 

特に問題はない。 キャリアセンター資料 

5-23-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 

キャリアセンターを中心に、3

年生担任など就職担当教員が

学生個別相談をおこなう。 

キャリアセンター室での相談・

担任への相談など、多重構造で

対応しており、学生は気軽に相

談できる。 

特に問題はない。 キャリアセンター資料 

 

5-23-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 

就職ガイダンスによりキャリ

アセンターが指導する。 

就職に関係する広い情報を提供

し、はじめて就職する学生の支

援態勢ができている。 

特に問題はない。 キャリアセンター資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学科内の就職担当者とキャリアセンターが協力して就職に関する細やかな指

導ができている。 

キャリアセンター、教務、同窓会組織の連携と情報の共有が必要である。 

また、臨床で活躍する OB、OG から現場の話しなど在校生への情報提供を通

じて在校生のモチベーション向上にも取り組んでいきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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5-24 （1/1） 

5-24 学生相談に関する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-24-5 学生相談室の設

置など学生相談に関す

る体制は整備されてい

るか 

担任が定期的な個別面談をお

こなっているほか、カウンセラ

ーが常駐するスチューデント

サービスセンター(SSC)を紹介

している。 

担任を中心に面談時に問題がな

いか学生に確認するほか、スチ

ューデントサービスセンターが

機能している。 

学科会議を通して、情報を共有

し、予兆の早期察知が望まし

い。担任が重篤な場合は SSC に

問い合わせて判断を仰ぐ。 
(専任教員はカウンセリング研修を

受講済である) 

個人調書 

面談記録 

5-24-6 学生からの相談

に応じる専任カウンセ

ラーがいるか 

カウンセラーが学生相談を実

施する。 

専門のカウンセラーが常駐する

スチューデントサービスセンタ

ーが機能している。 

学内には専門カウンセラーが

常駐していない。教員はカウン

セリングマインドをもって、面

談を行う。 

個人調書 

面談記録 

5-24-7 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れているか 

グローバル社会に対応してゆ

くため留学生を受け入れるこ

とができる体制を整備する。 

グループでの基準を満たした留

学生を受け入れることができる

体制を整備する。 

受け入れ体制は今後充実して

いかなければいけないが、同時

に慎重な適性判断と効果的な

指導法の見当が必要となる。 

なし 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談は担任を中心とする専任教員と、カウンセラーなどの専門家による

もの両面で対応していくことが望ましい。現時点で専門家による相談は制限

が多いため、専任教員によるものが大半を占める。しかし問題が大きいとき

はスチューデントサービスセンターに委ねることができる。 

精神面での問題を抱える学生が増えているように思われるが、カウンセラー

と担任の連携が必要になってくるが個人情報でもあるため相談内容について

は取り扱いに細心の注意が必要である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 

 



85 

5-25 （1/1） 

5-25 学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-25-8 奨学金制度は整

備されているか 

経済面に不安をかかえる学生

に対しては、奨学金による支援

をおこなう。 

事務局にフィナンシャルアドバ

イザーがおり、適宜説明会をひ

らくなど支援できる体制をとっ

ている。 

 

奨学金を受給することにより

学業を継続できる学生は多い。 

事務局奨学金資料 

5-25-9 学費の分納制度

はあるか 

学費を一括で納入できない学

生には分納制度で対応する。 

分納制度は一律でなく、個別に

分納のプランをたて、無理のな

い範囲で支払いができる体制で

支援している。 

特に問題はない。 事務局学費資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的な問題を抱える学生は増加傾向にあると思われる。奨学金や分納制度

により学業を続けることができることも多いため、学校側が支援態勢を構築

しておくべきである。本校は比較的奨学金に関する体制が充実している。 

特になし。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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5-26 （1/1） 

5-26 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-26-10 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 

定期健診により学生の健康面

への支援体制をもつ。 

健康診断の実施はもちろん、再

検査、あるいは精密検査が必要

な学生には、受診を促している。 

特に問題はない。 定期健診資料 

5-26-11 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 

専門家の視点で学生の健康相

談ができる医師・看護師等の常

駐。 

グループ専用のクリニックがあ

る。 

特に問題はない。 グループ専用クリニック

資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的な健康診断を行っているだけでなく、再診の促しやその後のフォロー、

自己管理の教育を行っている。また附属整骨院や鍼灸院などもあり、学生健

康相談や施術を行い、充実している。 

特になし。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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5-27 （1/1） 

5-27 課外活動に対する支援体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-27-12 スポーツ等の

クラブ活動、その他、

課外活動に対する支援

体制は整備されている

か 

スポーツ等のクラブ活動、そ

の他、課外活動に対する支援体

制を充実する。 

校友会主導の下、学生同士の話

し合いの中で決定している。 

コロナ禍により活動を休止して

いたが、事務局の協力を得て、一

部再開される予定である。 

関西専門学校体育連盟に加盟

しているクラブの部長、監督等

は対外試合などで教員の分担

が大きくなってきている。 

校友会資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

課外活動への支援体制は整備されている。体育系のクラブは関西専門学校体

育連盟に加盟し、活発に活動を行っている。文科系のクラブにおいては、放

課後の学校施設を利用して活動している。 

コロナ禍の影響により活動を休止していたが、再開予定である。 

授業時間に公式試合がある場合は、教育に影響があったが、一部の教員に負

担が集中しないよう、協力体制を検討している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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5-28 （1/1） 

5-28 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-28-13 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

学園の系列の学生寮をもつ。 多くの学生が当学園グループの

所有する学生寮に入居し、生活

している。アンケートにより学

生の満足度をはかる。 

特に問題はない。 入学案内 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

遠隔地出身者の占める割合は比較的高く、いつでも学生寮を斡旋できる環境

にある。多くの学生が学生寮に入居、生活している。 

特になし 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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5-29 （1/1） 

5-29 保護者と適切に連携しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-29-14 保護者と適切

に連携しているか 

緊急性・重要度に応じて、保護

者と密に連絡をとり、さまざま

な点で連携する。 

入学前には保護者説明会を開催

している。入学後も必要に応じ

て、保護者に電話連絡、あるい

は来校していただき面談をおこ

なっている。 

特に問題はない。 教育指導要領 

学生便覧 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者と学生自身に情報のやりとりがない場合も多く、その場合保護者は学

校からの情報のみが頼りとなることもある。また、学費だけでなく国家試験

時の家庭での学習など保護者の力が必要なこともあり、学校・保護者間の連

絡をできるだけ密にとっていくべきである。 

特になし 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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5-30 （1/1） 

5-30 卒業生への支援体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-30-15 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 

同窓会活動を通じて生涯学

習・卒後研修を充実させる。 

同窓会はしっかりと機能してお

り、年に数回の勉強会・講演会

が催されているほか、在校生や

教員との懇親会・交流会もある。 

（コロナ禍により休止中） 

同窓会のホームページを充実

させ、情報の発信と収集を行

う。 

学生便覧（同窓会会則） 

5-30-16 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備されているか 

卒業後の職場の転向の相談・生

涯学習の支援をおこなう。 

職場の転向は卒業後何年たって

もおこなっている。また同窓会

活動を通じて、学校が情報発信

の場になることにより、生涯学

習の支援に十分なっている。 

同窓会のホームページを活用

する。 

学生便覧（同窓会会則） 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生が業界で活躍するためにも、卒業生をフォローアップしていくことは

重要である。そのための同窓会活動は非常に有効に機能している。また、業

界や在校生との交流も広くおこなわれており、感染終息後も予防の意識を持

ちつつ催事を再開し、活発な活動をおこなっていきたいと考える。 

特になし 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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基準５ 学生支援（救急救命士学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学した学生全員が目標達成に向け頑張っていける環境作りが学生支援だと

考えている。ネガティブな事案はポジティブに、ポジティブな事案はよりポ

ジティブになるようサポートしていかなければならない。学生の学校生活全

般にわたるサポートとして以下の 6 つに取り組んでいる。 

①就職サポート 

②カウンセリングサポート 

③学費サポート 

④健康サポート 

⑤課外活動サポート 

⑥一人暮らしサポート 

上記以外にも、学生と学校の関係だけでなく、保護者にもご理解をいただき、

成績や出席状況などを共有し、保護者と学校が協力して目標達成へのバック

アップ体制を構築していくことが重要である。 

また卒業生へのサポートとして同窓会が中心の勉強会や、卒業生を対象とし

た就職転職もキャリアセンターが行っている。 

 

さしあたっては、就職・学園生活(学業、経済、健康管理、課外実習)・生活面・

保護者、卒業生との連携と継続的にしかももっとも手のかかる分野であろう

が担任制をとり細やかな対応をすることで多くの問題にも対応が十分なされ

ていると評価できる。 

今後はさらに他セクションとの連携を強めてシステム化し、より効率よく快

適な学生生活が送れるよう支援に努めていきたい。 

① キャリアセンターと専任教員で情報共有し、月 1 回の就職ミィーティン

グを実施している。 

② キャリアサポートアンケートを毎年 1 回実施し、面談に活用している。

結果については学科内で共有し、クラス運営に役立てている。スクール

カウンセラー(SSC)の活用についても専門委員がおり、勉強会や本人の希

望に基づく援助が効果的に実施されている。 

③ 奨学金担当職員を配置(事務局)しており、必要に応じて説明会への参加を

促している。 
高等教育修学支援新制度を実施。必要とする学生が必要な支援が受けら

れるようサポートを開始している。 

 

④ 定時健康診断での再診や学生希望時の受診について学園グループのクリ

ニックがあり、専任教員が受診指導・援助を実施している。 

⑤ クラブは顧問管理下で安全に配慮して活動できている。(2020-2023 年度

はCOVID-19感染予防のため休止)学外研修の依頼を受けたときは必ず専

任が間に入り管理下において参加するようしている。 

⑥ 学園の寮を案内することで安全安心を提供できている。また、アルバイ

トの斡旋を実施している。(看護助手、救護活動など) 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-23 （1/1） 

5-23 就職に関する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-23-1 就職相談室の設

置など就職支援に関す

る体制は整備されてい

るか 

キャリアセンターが設置され

ている。必要に応じ、学科と協

力して支援を行っている。 

 

・就職希望調査面談の実施 

・募集要綱の一斉請求 

・掲示板への情報開示 

・個別相談対応など 

現在キャリアセンターと協力

体制をとりながら学科教員の 

負担の軽減を図っている。 

就職希望先面談一覧表 

 

5-23-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

学科教員が保護者説明会の中

で実施。学生に対しては必要時

学科内で実施している。 

学科教員の実施に加えて公務

員対策授業の中でも必要時実施

している。 

・3 年次保護者説明会(保護者) 

・消防合同就職説明会(学生) 

専任教員とキャリアセンター

の協力により実施し、アンケー

ト結果からも高評価を得てい

る。 

学科内、就職に関する業務

資料 

5-23-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 

各年次1回の定時面談時および

学生から要望があった時には

随時、担任、必要であれば就職

担当の教員も同席する。 

学生数が多いため時間はかかる

が、1 年次から継続して実施して

いるため 2,3 年次はスムーズに

進めることが出来ている。 

保護者と本人の希望のすり合わ

せは問題なく行えている。本人の

希望と就職先の事情が会わない

こと、低学力のために希望先の合

格が困難であることなどが問題

となる。都度、保護者も含めて連

絡を密に対応している。面談室の

確保が急務である。 

個人調書 

保護者説明会面談資料 

5-23-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 

就職指導において求められる

各パートの専門的な指導が必

要と考えている。 

自治体消防の採用要綱に基づ

いて個別指導が必要。担任と公

務員対策授業担当の教員で対応

できている。 

自治体により履歴書の様式も

必要な受験対策も異なる対応

が必要であり、キャリアセンタ

ーとの協力が必要である。 

キャリアセンター説明会

資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

担任と就職担当の教員とで比較的個別にしかも熱心な支援が実施できてい

る。民間については、希望者・求人共に増加傾向。ただし、民間就職は希望

職と異なる場合が多く(消防へ就職するまでの繋ぎ)離職に繋がることを考慮

し、継続した援助が必要である。 

教育成果でも述べたとおり、自治体消防の就職は年々難しくなってきており 

民間への就職支援の充実も引き続き行っていく。 

キャリアセンター、教務、同窓会組織の連携と情報の共有が必要である。 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-24 （1/1） 

5-24 学生相談に関する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-24-5 学生相談室の設

置など学生相談に関す

る体制は整備されてい

るか 

可能な限り、きめ細かく丁寧に

実施する。専任で対応できない

事案の場合は、上長、専門部門

(JTSC)と連携する。 

随時、保護者との連絡を密にす

る。 

在校生、卒業生の相談は個々の

教員で行っているが、教員のキ

ャリアにより指導内容が異なる

場合がある。このため学科での

情報共有に努めている。 

深刻な相談には複数の教員で

対応し、学科全体の問題として

個々で抱え込まないよう教員

への指導を徹底する。 

学生面談記録 

学科ミーティング議事録 

 

5-24-6 学生からの相談

に応じる専任カウンセ

ラーがいるか 

希望時、心理カウンセラーの相

談窓口がある。(JTSC) 

入学時に JTSC カウンセラーの

説明と施設利用案内を実施して

いる。若干名の JTSC 利用者が

あり、連携して援助できている

が保護者及び経済的な問題だと

あまり立ち入れない。 

 

学生の更なる活用を促進する。 

担任がこまめに面談して学生

の話を聞き、必要時学科で情報

共有する。 

キャリアサポートアンケ

ート結果 

JTSC 資料 

5-24-7 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れているか 

対象学科はないので、留学生

が存在しない。 

   

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談は、基本的には個々の教員で実施できている。また心理的な相談に

関しても臨床心理士によるカウンセリング窓口がある。 

学生からの相談は比較的丁寧に対応できていると自負しているが、学生全て

が自主的に相談に来ず、自分で比較的短期間の考えで退学などにつながって

いる場合もあり、また、年々増加している経済的な問題が学生生活に支障を

きたしている場合もあり、より丁寧で具体的な支援の方法を開拓する必要が

ある。 

毎年のキャリアサポートアンケート実施で問題点を抽出している。 

担任面談等で問題点を早期に抽出し、JTSC への紹介等を適切に行っている。 

 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-25 （1/1） 

5-25 学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-25-8 奨学金制度は整

備されているか 

日本学生支援機構、国の教育

ローンなどを必要時案内する

ことなどにより、経済的諸問題

の解決を支援し、学業を全うさ

せることが出来る。 

日本学生支援機構の奨学金に

ついては入学後、進級後、返還

手続き等に説明会を実施してい

る。 

手続き時に不備のない様、担

任からの指導が必要である。 

各種経済的支援に関する

案内印刷物 

奨学金説明会資料 

奨学金案内 

大学等修学支援関連資料 

5-25-9 学費の分納制度

はあるか 

基本は一括納入であるが、事

情により分納申請を出せば個

別に対応可能である。 

フィナンシャルアドバイザー

の資格を持つ事務局員がおり、

個別に対応できる。 

経済的に厳しいケースが増

えてきており、早めに問題点を

察知し、担当に引きつくことが

大切である。 

学費分納に関する案内印

刷物 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年々、経済的に余裕のない学生(保護者)が増えてきているようであるが、就

学を続けたい学生の意欲をそぐことのないように早めに相談しやすい環境を

作ることが求められている。 

ただ、学生や保護者にも計画性のないケースも増えてきており、社会人教育

の一環として、日ごろよりの金銭感覚・貯蓄の大切さを折に触れ言って聞か

せる努力も必要である。 

日本学生支援機構の奨学金受給者が多い。 

COVID-19 感染症による家計の急変や、経済的に就学が困難な学生もあり、奨

学金の手続きを必要とする学生が増加している。 

適切に指導及び援助が必要である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-26 （1/1） 

5-26 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-26-10 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 

年一回全学生対象に健康診断

を実施している。一次検診の受

信率は 100％を達成する。また、

再診に関しては速やかに再受

診の指導を実施する。 

日ごろより生活指導を徹底す

る。 

一次検診で異常値のあった学生

に二次検診の案内指導を定期的

に実施している。 

毎月の再診状況の報告により最

受診率はよくなっている。昨年

度は再診率も 100％を達成でき

た。 

再検査への受診指導にばら

つきがあるため、再診受診率に

クラス・学科により差がある。

必要時保護者も含めた健康管

理の指導を実施している。 

継続して、1 次、2 次ともに

100％を達成できるよう指導し

ていく。 

健康診断結果資料 

再診者指導案内 

提携クリニック資料 

5-26-11 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 

その為の職員ではないが、専

任に医師、看護師が存在する。 

必要に応じて個別に対応して

いる。 

相談時随時対応している 近隣の各科クリニックを 

示す資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的な健康診断を行っているだけでなく、再診の促しやその後のフォロー、

自己管理の教育を行っている。また附属整骨院や鍼灸院などもあり、学生健

康相談や施術を行い、充実している。 

取得資格の特徴として、まず自分の健康管理が行えないと傷病者には対応で

きないことから、健康診断はもとより、学生に対する生活指導を徹底してい

る。一次検診及び再診受診 100％達成できている。これは学科の特徴でもあ

る将来公務員試験時に健康診断書の提出が義務付けられていることもあり指

導しやすい環境がある。 

また、病院実習に備えて抗体価検査の実施後、必要時予防接種の指導も徹底

し、学生が実習中に不利益を受けないよう配慮している。 

また、体調不良時にはグループ内のクリニックに受診して学生割引が活用で

きるなどの体制も整えている。(内科・歯科)冬季には必要に応じてインフル

エンザの予防接種などを学校で接種出来るよう努めている。 

体調不良時の対応も教員である程度対応可能、必要時受診施設の案内指導を

行い充分に支援できている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-27 （1/1） 

5-27 課外活動に対する支援体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-27-12 スポーツ等の

クラブ活動、その他、

課外活動に対する支援

体制は整備されている

か 

校友会において各クラブの運

営、支援・学園祭等が行われて

おり、クラブについては専任教

員が顧問を担当している。 

学業に支障ない範囲での校友

会活動で学生生活を快適にし

ている。 

校友会を通し運営している。 

 

課外活動に関しては感染対策に

十分配慮しながら延期・縮小措

置を取った上での実施とした。 

定期的に献血活動を援助してお

り学生の社会貢献に役立ててい

る 

基本的に学生主体であるが指

導に専任教員は必要であり業

務との両立が困難になってき

ているクラブも存在する。運動

の設備が校内にないため、練習

場の確保も課題である。 

(2020-2023 は休止、献血活動

のみ実施) 

入学案内 

クラブ活動規約 

クラブ活動注意マニュアル 

クラブ顧問規定 

クラブ顧問会議議事録 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

体育系一部のクラブは関西専門学校体育連盟に加盟し、活発に活動を行って

いた。文科系のクラブにおいては、授業のない時の教室などを活用して内外

に提供している。学業との両立を図り、成績の芳しくない学生においてはク

ラブ活動の自粛等の指導も行っている。 

しかし、クラブ顧問においては通常業務の支障のない範囲でとの援助にとど

まるため、存続の危機にあるクラブも存在する。 

体育系のクラブにおいて全国大会で上位入賞をしている。 

就職に体力試験がある為、日頃の訓練の影響も功を奏していると考える。 

COVID-19 感染症の関係で安全のためクラブ活動を休止していたが、 

今年度からクラブ活動一部再開となる。(野球・バレーボール・柔道) 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-28 （1/1） 

5-28 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-28-13 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

遠隔地からの学生には寮の案

内等を行い、学生生活の安心安

全を提供できている。 

 

オープンキャンパス参加時に入

寮体験や下見が一度に行えるよ

う配慮し、専門の担当部門も設

けている。 

 

入寮生の環境の変化により快

適性が損なわれる場合もあり、

寮長・保護者等と必要時連絡を

密にしながら支援していく。 

寮以外の一人暮らしの学生に

対しても細やかに相談を受け

て対応している。 

学生寮パンフレット 

寮規約 

学生マンションパンフレ

ット 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入寮、一人暮らし、自宅通学に関わらず、学生の生活環境には常に気を配り

個々の教員で相談に乗るなどの対応が必要とされている。 

これについては、学科の特徴でもあるが、比較的きめ細かく配慮し円滑に援

助できている。 

経済面で入寮が困難な場合は、信頼のおける学生マンションなどの情報提供

も個別に対応できている。遠隔地出身の学生も多いが対応は十分になされて

おり問題ない。 

学生寮以外にも、学生マンションも周辺には充実しており、比較的快適に学

生生活を遅れている。 

校内で昼の弁当販売も開始され栄養面の配慮もされている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-29 （1/1） 

5-29 保護者と適切に連携しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-29-14 保護者と適切

に連携しているか 

学業を全うさせる上でも、生

活習慣の指導に役立てるため

にも、保護者との連携は必須

で、学生にとって有益な情報を

交換する。 

連絡なしの欠席の場合、必ず保

護者に確認をとる。 

成績、出席、生活状況において

学生指導だけでは対応が困難と

予想される場合は保護者へ連絡

し、面談を実施している。 

 

LINE のオープンチャットを用

いて学生の学校生活を配信し、

保護者からの問い合わせに柔軟

に対応できている。 

必要時には三者面談を実施(複

数教員立ち会いのもと)してい

る。 

保護者説明会の実施(入学前、

卒業年時) を通して情報共有

に努めていく。 

2 年次には徽章授与式へ案内す

ることにより、1 年 1 回は保護

者と顔の見える関係を良好に

保ち信頼関係を構築していく。 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

全学年を通して保護者との連絡は密に取り、良好に関係が保つことができて

いる。 

保護者会以外でも希望があれば、個別の対応は実施している。 

学生状況把握のために保護者と情報を交換することで、学生の背景を確認す

ることができる。最近では少子化の影響もあるのか、教育に関して甘い考え

や、無関心の保護者が増える傾向、逆に過保護すぎる問題も増えているよう

に思われる。現実の厳しさを理解いただき、資格取得・就職に向けて教員と

共に協力出来る体制を整えていくためにも保護者会は重要な役割を担ってい

る。学科でも保護者から得られた貴重な意見を共有し、健全な学科運営を行

っている。 

 

無断欠席は保護者連絡(確認)、成績・出席等、気になることがあれば早めに

連絡を取る。保護者にも遠慮なく連絡を入れてもらえるよう折にふれ伝えて

いる。 

 

お知らせを文書や LINE で実施している。保護者との連絡を適宜取り合いな

がら今まで以上の信頼関係を構築していく。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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5-30 （1/1） 

5-30 卒業生への支援体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-30-15 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 

同窓会組織を通して卒業生に

情報の提供や、研修の機会を提

供し 

年一回の総会開催。 

年三回の理事会開催。 

TOYO メディカルラリーの開

催を定期的に行い活動の支援を

している。 

全国に卒業生がいるため、今年

度より支部制を取り入れる予

定。 

 

22 年目を迎え実績の少ない同

窓会活動を活発化させるため、 

全国を 7 支部(地区)に分け、支  

部ごとの研修、情報交換ができ

る環境を作る。 

研修については、遠隔で実施で

きるように工夫し遠方の卒業

生でも参加できるよう改善す

る。 

 

同窓会規約 

 

5-30-16 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備されているか 

在学中のクラス担任や他の担

当教員が協力して就職などの

相談に応じていく。 

卒業生の相談は随時教員が対応

している。 

今後はキャリアセンターとの

協力体制を整えていく。 

同窓会HPから就職に関する情

報などが確認できるよう改善

した。 

キャリアセンター使用規

定 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生に関しては同窓会組織が存在するものの、他学科に比べて活動実績が

少ない。卒業生は各個人で在学時の担任や教員に相談してくることが多く、

対応は個々の教員が行っている。現在のところ、問題はなくフォローできて

いる。 

キャリアセンターとの分業も行い、卒業生の就職情報提供については同窓

会 HP にて閲覧できるように改善した。 

担任制を取っている良さとして、卒業生一人ひとりの希望就職先に就職する

まで、あるいは国家試験に合格するまで担任のフォローを引き続き実施して

いく。 

 

キャリアセンターとの協力体制を強固にしていく。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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基準５ 学生支援（鍼灸師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学した学生全員が目標達成に向け邁進できる環境作りが学生支援だと考え

ている。ネガティブな事案はポジティブに、ポジティブな事案はよりポジテ

ィブになるようサポートしていかなければならない。学生の学校生活全般に

わたるサポートとして以下の 6 つに取り組んでいる。 

①就職サポート 

②カウンセリングサポート 

③学費サポート 

④健康サポート 

⑤課外活動サポート 

⑥一人暮らしサポート 

上記以外にも、学生と学校の関係だけでなく、保護者にも理解を促し、成績

や出席状況などを共有し、保護者と学校が協力して目標達成へのバックアッ

プ体制を構築していくことが重要である。 

 

学校は学生の学習面や就職面だけでなく、生活面でも支援していく態勢が必

要である。教職員は広い視野をもって学生をみていかなければならない。こ

れらを個人の力量によるのではなく、学校・学科として支援できるシステム

を構築することが重要である。 

就職や奨学金、学生寮に関しては、専門の部署・担当者により学校単位での

サポートがおこなわれている。卒業生のサポートは同窓会組織の活発な活動

により十分サポートできていると考える。各種勉強会、講演会等が活発に行

われているほか、交流の機会なども設けている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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5-23 （1/1） 

5-23 就職に関する態勢は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-23-1 就職相談室の設

置など就職支援に関す

る態勢は整備されてい

るか 

キャリアセンターを中心に、3

年生担任など就職担当教員が

きめ細かく支援する。 

キャリアセンターがあらゆる面

で有効に機能している。 

 

特に問題はない。 求人票一覧 

5-23-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

就職ガイダンス・就職説明会を

実施する。 

就職ガイダンスだけでなく、マ

ナー講座・キャリア NAVI など

も含め、就職にいたるさまざま

な説明会等が 1 年次より実施さ

れている。 

3 年間かけて就職への機運を盛

り上げる仕掛けを多く用意し、

現実的で満足のいく就職がで

きるよう計っている。 

特になし。 

5-23-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 

キャリアセンターを中心に、3

年生担任など就職担当教員が

学生個別相談をおこなう。 

キャリアセンター室での相談・

担任への相談など、多層的に対

応しており、学生は気軽に随時

相談できる。 

特に問題はない。 特になし。 

5-23-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 

就職ガイダンス・就職セミナ

ーによりキャリアセンターが

指導する。 

就職に関係する広い情報を提供

し、はじめて就職する学生の支

援態勢ができている。キャリア

センターで就職に関わるセミナ

ーを実施している。 

特に問題はない。 特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

キャリアセンターによる学校単位のサポートにより、きめ細かい支援態勢が

確立されている。また、セミナーの開催などで年々さらなる充実をみる。 

複数学科が存在する本校においては、学科単位でなく学校単位のサポート態

勢ができている。また、個別の支援によりきめ細かく支援できている。 

キャリアセンター、教務、同窓会組織の連携と情報の共有が必要である。 

また、臨床で活躍する OB、OG から現場の話しなど在校生への情報提供を通

じて在校生のモチベーション向上にも取り組んでいきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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5-24 （1/1） 

5-24 学生相談に関する態勢は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-24-5 学生相談室の設

置など学生相談に関す

る態勢は整備されてい

るか 

担任が定期的な個別面談をお

こなっているほか、グループ校

共通のカウンセリング施設を

有している。 

担任を中心に面談時に問題がな

いか学生に確認するほか、施設

のカウンセラーが学生相談をお

こなっている。ほか、担任以外

でも随時相談事があれば相談に

乗る。大きい問題に関しては学

科全体で対応にあたる。 

相談をまつだけでなく、問題が

ありそうな学生に関してはこ

ちらからの声かけも必要であ

り、そのためにはコミュニケー

ションをできるかぎり密にと

っていくことが望ましい。 

特になし。 

5-24-6 学生からの相談

に応じる専任カウンセ

ラーがいるか 

グループ校共通のカウンセリ

ングの施設を有しており、随時

学生相談を受け付けている。 

カウンセリングの施設が予約制

で学生相談を実施している。本

校に常駐しているカウンセラー

はいない。 

常駐しているカウンセラーがお

らず、学外の施設で予約制となる

と学生も相談を躊躇することが

多い。スピードが必要なこともあ

るが、タイムラグが大きく対処で

きないときがある。できるかぎり

教員でタイムラグをうめる。 

特になし。  

5-24-7 留学生に対する

学生相談態勢は整備さ

れているか 

留学生をうけいれることがで

きる態勢を整備する。 

現状では創立以来留学生の受け

入れはない。 

これまでは留学生の入学希望自体が

なかったため、受け入れ態勢を整備

してこなかった経緯がある。今後入

学希望も考えられるため整備してい

きたい。 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談は担任を中心とする専任教員と、カウンセラーなどの専門家との両

面で対応していくことが望ましい。現時点で専門家による相談は制限が多い

ため、専任教員によるものが大半を占める。しかし問題が大きいときはカウ

ンセラーに委ねることができるという態勢であるという点は心強い。留学生

は今後受け入れる可能性もあると思われるため、態勢作りを事前にしておく

ことが望ましい。 

専任教員が第一の受け皿になれることが重要であるが、専任教員はカウンセ

リング研修を受講し、学生の多くの相談の受け皿となれるよう精進している。

比較的学生は躊躇なく担任、あるいは担任以外にも相談できる空気づくりに

成功している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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5-25 （1/1） 

5-25 学生の経済的側面に対する支援態勢は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-25-8 奨学金制度は整

備されているか 

経済面に不安をかかえる学生

に対しては、奨学金による支援

をおこなう。 

事務局に奨学金担当がおり、適

宜説明会をひらくなど支援でき

る態勢をとっている。奨学金を

受給することにより学業を継続

できる学生は多い。 

特に問題はない。 募集要項 

5-25-9 学費の分納制度

はあるか 

学費を一括で納入できない学

生には分納制度で対応する。 

分納制度は一律でなく、個別に

分納のプランをたて、無理のな

い範囲で支払いができる態勢で

支援している。 

特に問題はない。 募集要項 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的な問題を抱える学生は増加傾向にあると思われる。学校側が奨学金や

分納制度により学業を続けることができることも多いため、支援態勢を構築

しておくべきである。本校は比較的奨学金に関する態勢が充実している。 

学校単位での支援態勢が整備されている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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5-26 （1/1） 

5-26 学生の健康管理を担う組織態勢はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-26-10 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援態勢は

あるか 

定期健診により学生の健康面

への支援態勢をもつ。 

健康診断の実施はもちろん、再検

査、あるいは精密検査が必要な学

生には、受診を促し、追跡調査を

して健康状態の把握・向上につと

め、全員が再受診している。また

附属鍼灸院での学生診療は無料で

受診することができ、健康向上に

役立っていると思われる。 

学園グループ内にクリニック

があり、健康診断を欠席した学

生、要再診とされた学生のフォ

ローも十分である。再診率は

100％を維持できている。 

特になし。 

5-26-11 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 

専門家の視点で学生の健康相

談ができる医師・看護師等の常

駐。 

健康相談に応じる専属の医師・

看護師はいないが、学科柄医

師・看護師は複数名在籍してい

る。また、救急救命士や柔道整

復師、はり師・きゅう師もいる

ため、それぞれの専門に応じた

範囲で相談に応じることができ

る。 

健康相談のための医師や看護

師を常駐させるのはむずかし

いと思われる。教員ができる範

囲でおこなうよりない。 

附属鍼灸院における学生臨床

を受診する学生は多い。 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的な健康診断を行っているだけでなく、再診の促しやその後のフォロー、

自己管理の教育を行っている。また附属整骨院や鍼灸院などもあり、学生健

康相談や施術を行い、充実している。 

教員は医療系の資格保持者がほとんどであるので、すばやい対応が可能とな

っている。鍼灸による施術が可能な体調不良者に関しては、専任教員が対応

にあたっている。学生にとっては恵まれた環境にあるといえるが、積極的に

利用しない学生もまた多い。必要と判断した場合は効果的な利用を促してい

きたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 

 



105 

5-27 （1/1） 

5-27 課外活動に対する支援態勢は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-27-12 スポーツ等の

クラブ活動、その他、

課外活動に対する支援

態勢は整備されている

か 

セミナーを充実させる。 臨床現場で活躍する先生方をお

招きし実践的な施術を学ぶ。 

新型コロナの影響によりクラ

ブ活動が自粛されてきたが

2024 年度より再開の予定であ

る。 

セミナー案内 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

セミナーの実施時間は専門学校の中でも非常に活発に活動しているほうであ

ろう。学園生活は勉強だけがすべてではなく、そのほかの課外活動（セミナ

ー）にも力をいれ、学生の学園生活を充実したものにしていきたい。 

セミナーは講師・卒業生などの積極的なサポートにより充実している。 

今後も実践的なセミナーを実施していきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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5-28 （1/1） 

5-28 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-28-13 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

学園の系列の学生寮をもつ。 多くの学生は当学園グループが

所有する学生寮に入居し、生活

している。 

特に問題はない。 学生寮パンフレット 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

遠隔地出身者の占める割合は比較的高く、いつでも学生寮を斡旋できる環境

にある。多くの学生が学生寮に入居、生活している。 

本校だけでなく、グループ校全体のサポートがある。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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5-29 （1/1） 

5-29 保護者と適切に連携しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-29-14 保護者と適切

に連携しているか 

保護者と密に連絡をとり、さま

ざまな点で連携する。 

入学前には保護者説明会を開催して

いる。入学後も必要に応じて、保護者

に電話連絡、あるいは来校していただ

き面談をおこなっている。また、定期

試験の成績表は試験ごとに発送し、学

生の出席と成績に関する情報を伝え

ている。また学生生活の様子を伝える

ため学級通信の送付を行っている。 

今後より密なつながりを持つ

ためイベント等の写真や動画

を配信しより学校の教育活動

を理解して頂く。 

保護者説明会資料 

学級通信 OVO 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者との連携はときに学生との連携以上に大切となることがある。保護者

と学生自身のコミュニケーションが不十分である場合も多く、その場合保護

者は学校からの情報のみが頼りとなることもある。また、学費だけでなく国

家試験時の家庭での学習など保護者の力が必要なこともあり、学校・保護者

間の連絡をできるだけ密にとっていくべきである。 

問題のある学生に関しては、一定の基準のもと保護者に連絡を入れる態勢を

とっている。問題のない学生に関しても、定期試験や模擬試験の成績が定期

的に郵送されるため、ある程度学生の状況を把握してもらっている。今後は

インターネット上で出席状況の確認等が出来るようになる。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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5-30 （1/1） 

5-30 卒業生への支援態勢はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-30-15 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 

同窓会活動を通じて生涯学

習・卒後研修を充実させる。 

同窓会はしっかりと機能してお

り、年に数回の勉強会・講演会

が催されているほか、在校生や

教員との懇親会・交流会もある。

また、ホームページを開設・SNS

の活用などもおこなわれてお

り、非常に活発に活動している。 

勉強会や懇親会にまったく参

加しない学生も多い。できるだ

け多くの卒業生とかかわりあ

いをもてるように、活動をさら

に盛り上げていきたい。 

同窓会規約 

同窓会ホームページ 

5-30-16 卒業生をフォ

ローアップする態勢が

整備されているか 

卒業後の職場の転向の相談・生

涯学習の支援をおこなう。 

職場の転向の支援は卒業後何年

経過してもおこなっている。ま

た同窓会活動を通じて、学校が

情報発信の場になることによ

り、生涯学習の支援に十分なっ

ている。 

特に問題はない。 同窓会規約 

同窓会ホームページ 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現時点で 20 期生まで卒業生を輩出している。卒業生が業界で活躍するために

も、卒業生をフォローアップしていくことは重要である。そのための同窓会

活動は非常に有効に機能している。また、業界や在校生との交流も広くおこ

なわれており、今後も継続して活発な活動をおこなっていきたいと考える。 

専任教員に卒業生が含まれるため、専任教員を中心とした同窓会活動が可能

になっている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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基準５ 学生支援（柔道整復師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学した学生全員が目標達成に向け頑張っていける環境作りが学生支援だと

考える。ネガティブな事案はポジティブに、ポジティブな事案はよりポジテ

ィブになるようサポートしていかなければならない。学生の学校生活全般に

わたるサポートとして以下の 6 つに取り組んでいる。 

①就職サポート 

②カウンセリングサポート 

③学費サポート 

④健康サポート 

⑤課外活動サポート 

⑥一人暮らしサポート 

上記以外にも、学生と学校の関係だけでなく、保護者にもご理解をいただき、

成績や出席状況などを共有し、保護者と学校が協力して目標達成へのバック

アップ体制を構築していくことが重要である。 

また卒業生へのサポートとして同窓会が中心の勉強会や、卒業生を対象とし

た就職転職もキャリアセンターが行っている。 

学生が持つ不安の中には就職できるのか？というものがあり、就職活動支援

は学生支援の大きな柱の一つである。学生達の多様なニーズに応えるために、

就職先の確保は重要なものである。本学科卒業生のほとんどは取得資格を活

用できる就職先を選ぶため、求人募集を行っている整骨院や病院、クリニッ

クなどへのアプローチを積極的に行っている。本学科の入学生は高等学校か

らの進学者が非常に多いため、就職活動をするための様々な経験が不足して

いる。それゆえにキャリアセンターを中心とした就職ガイダンスなどを積極

的に行い、医療人としてだけでなく一般的な社会人としても通用する人材の

育成を行うべきと考えている。 

昨年度より就職先を更に拡大するため、業界大手グループと連携したセミナ

ーを実施している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-23 （1/1） 

5-23 就職に関する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-23-1 就職相談室の設

置など就職支援に関す

る体制は整備されてい

るか 

学科担任とキャリアセンター

との連携体制を構築し、全ての

学生ニーズに答えられるよう

にする。 

１年次より就職を意識させ、学

科担任とキャリアセンターの連

携により３年次の国家試験前に

は就職希望学生のほとんどが内

定をいただいている。 

開設時間が短くキャリアセン

ターの人員確保が望まれる。 

就職委員会議事録 

5-23-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

学校主体となり学生に良い就

職場所を提供するのは義務で

ある。 

３年次に就職説明会を実施し、

希望者には随時就職相談を受け

られるようにしている。また外

部依頼については吟味し学生へ

提供している。 

就職に対する情報が多くなり学校と

は関係なく就職を決定していること

がある。このことについて問題はな

いが事後のトラブルを防止するため

早期の認知が必要である。 

就職委員会議事録 

就職説明会アンケート 

5-23-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 

個々の学生に適した就職先を

提供できるように、随時個別の

相談を実施できるようにすべ

きである。 

学科担任とキャリアセンターに

よる学生情報の共有は定期的に

実施している。 

特に問題なし 就職委員会議事録 

5-23-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 

社会人常識を在学中に会得す

べきであり、就職に必要な学生

ニーズを把握すべきである。 

定期的な就職活動ガイダンスを

行っており、またキャリアセン

ターによる個別指導は随時行わ

れている。 

参加者が少ないので積極的に

学生がキャリアセンター主体

セミナーなどに参加するよう

促す必要性がある。 

就職委員会議事録 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職活動においては、１年生よりキャリアセンターを中心とした指導が十分

なされているため何ら問題はない。 

滋慶学園グループの強みとして全国的な就職活動が可能である。 

キャリアセンター、教務、同窓会組織の連携と情報の共有が必要である。 

また、臨床で活躍する OB、OG から現場の話しなど在校生への情報提供を通

じて在校生のモチベーション向上にも取り組んでいきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-24 （1/1） 

5-24 学生相談に関する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-24-5 学生相談室の設

置など学生相談に関す

る体制は整備されてい

るか 

学生相談室を整備し、プライバ

シーにも十分配慮する必要が

ある。そのため個別相談室を用

意している。 

学生相談室は３室配備されてお

り、随時相談受け入れが出来る

ようにされている。また学科ミ

ーティングにおいて問題のある

学生の共有をはかり学科全体で

の問題として対応している。 

学生が相談に来るときは手

の施しようがない場面が多い。

そのため待ちの姿勢ではなく

積極的に教員からアプローチ

をし、問題の事前解決に努める

ことが良い。 

特になし。 

5-24-6 学生からの相談

に応じる専任カウンセ

ラーがいるか 

学内においては教員が中心と

なり学生対応を行っている。 

また専門のカウンセリングが

必要な学生には SSC と連携し

対応している。 

SSC が本校近くに設置され問題

のある学生に対してのサポート

体制が充実している。 

精神面に弱い学生の入学者

が増えてきている。早期に発見

できるよう学生とのコミュニ

ケーションの機会を増やす。 

SSC 資料 

5-24-7 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れているか 

ボーダレスの時代、グローバル

な社会環境の変化に対応出来

るように留学生の相談体制は

整備するべきである。 

学科開設以来、留学生はいない

が、英会話が可能な教員が常駐

しているため個別の対応が出来

る。 

特に問題なし 特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専任教員による面談の実施、SSC との連携など学生相談による体制は十分で

ある。留学生に関しては、学科開設以来入学者がいないが、検討課題である

と考えている。 

特に新入生に対して SSC の存在を知ってもらっている。特に初年度は 

学生との関わりを積極的に実施しており在学中や進級に向けての不安を解消

している。専任教員全員がカウンセリング研修を受講している。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-25 （1/1） 

5-25 学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-25-8 奨学金制度は整

備されているか 

経済面に不安を抱える学生に

対しては、奨学金による支援を

行う。 

事務局に奨学金担当があり、適

宜説明会、個別相談などを行い、

支援できる体制を整えている。 

特になし。 募集要項 

5-25-9 学費の分納制度

はあるか 

学費担当者が分納制度につい

て理解し実施している。 

事務局に学費担当者がおり学生

の状況ごとに対応している。 

滞納する者への指導が必要で

ある。 

募集要項 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的に進学困難な学生が年々増加傾向にある中、救済策として奨学金制度

を利用するのは望ましい。しかし社会問題にもなっているように卒業後の返

済を滞る割合も増加している。滞納することによって失われる社会的信用の

重要性も教育の中で理解させていく必要がある。 

奨学金制度を利用する学生も多いため教員も奨学金制度を把握する必要性が

ある。Teams を利用し奨学金担当者、奨学生、教員も同様の内容を把握して

いる。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-26 （1/1） 

5-26 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-26-10 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 

定期検診により学生の健康面

への支援体制をもつ。 

健康診断の実施はもちろん再検

査や精密検査が必要な学生に

は、受診を促し、全学生の健康

状態の把握、向上に努めている。 

 

特に問題はない。 特になし。 

5-26-11 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 

専門家の視点で学生の健康相

談が出来る医師、看護師の常駐

が必要。 

他学科には医師、看護師資格保

持者が複数名在籍しているた

め、適宜対応が取れる体制があ

る。 

健康相談のための医師、看護師

の常駐は困難であるが、教員が

可能な範囲で行う事で対応す

る。 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的な健康診断を行っているだけでなく、再診の促しやその後のフォロー、

自己管理の教育を行っている。また附属整骨院や鍼灸院などもあり、学生健

康相談や施術を行い、充実している。 

急性外傷などに対しては資格を取得している教員が対応している。 

健康診断再検査となったものについて学生健康管理の観点より 6 月までに一

次検査全員終了、年度内での再検査受診率 100％を目指している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-27 （1/1） 

5-27 課外活動に対する支援体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-27-12 スポーツ等の

クラブ活動、その他、

課外活動に対する支援

体制は整備されている

か 

クラブ活動等の課外活動の積

極的な支援体制を充実する。 

顧問管理のもと多数のクラブ

が設立されており、希望する学

生はクラブに所属し、活動して

いる。部費や専体連の所属費用

も校友会で負担し、活動を支援

している。 

活動時間により夜間部学生

が参加し辛い状況があるので、

夜間の学生も気軽に参加出来

るように練習の曜日・時間を変

更する必要性がある。 

入学案内 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

クラブ活動は多くの専門学校の中でも非常に活発に活動していると思われ

る。学園生活は学業だけが全てではなく、課外活動にも積極的に参加し、学

園生活を充実したものにしたい。 

コロナ感染禍の中、昨年度はクラブ活動を中止していた。 

本年度より再開予定である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-28 （1/1） 

5-28 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-28-13 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

滋慶学園グループが運営する

寮があり、遠方から入学する学

生の日常生活を支え、保護者に

も安心して頂けるように努め

る。 

寮パンフレットの案内だけで

なく、体験宿泊や見学など柔軟

に対応している。 

特に問題なし 寮パンフレット 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

遠隔地出身者の占める割合は比較的高く、適宜学生寮を斡旋出来る環境があ

る。初年度には多くの学生が学生寮に入居、生活しており、保護者にも安心

していただいている。 

通常面談とは別に一人暮らしをしている新入生に対して遠隔で相談を受け、

困っていることや生活環境について把握するようにしている。2 年次からは

各自で寮以外の賃貸物件を探すことが多い。寮以外にも生活環境を教員が知

っておく必要性がある。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-29 （1/1） 

5-29 保護者と適切に連携しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-29-14 保護者と適切

に連携しているか 

入学前教育の位置づけとして

オープンキャンパスなどにも

保護者には参加してもらい、入

学前には保護者説明会、入学後

にも保護者への連絡、面談など

を積極的に行い、様々な方向か

ら学生をバックアップしてい

く体制を整える。 

オープンキャンパス、保護者説

明会、保護者会、必要であれば

保護者との 3 者面談などを行い、

学科と保護者の連携は適切かつ

十分に行われている。 

また来校の都合が付かない保護

者に関して遠隔ツールを利用し

ている 

学校に来校されていない保護

者から疑問などがでることが

多々あり、保護者説明会や OC

への付き添い参加以外にも学

校教育や担任との連携を図る

ための仕掛けを模索していく

必要である。 

保護者説明会資料 

個人調書（面談記録） 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生が目標達成するためには、学科と保護者の連携は欠かせない要素であり、

本学科では保護者への説明、教員と保護者との連携を十分行うべきと考えて

いる。そのことにより学生、保護者、学科の全てが Win-Win の関係が築けて

いるのである。 

特になし。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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5-30 （1/1） 

5-30 卒業生への支援体制はあるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-30-15 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 

同窓会と学科との連携によ

り、卒後教育を充実させてい

く。 

学科内に同窓会担当がおり、学

科との連携を取りながら講演会

や研修会を企画、運営している。 

平成２５年度からは同窓会の

ＨＰも公開されるようになり、

卒業生と学科との連携は強化さ

れている。 

連絡の取れない卒業生など

が多くハガキや SNS などを利

用し現状の把握に努めている 

同窓会勉強会の資料 

全体スケジュール 

ハガキ 

SNS 

5-30-16 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備されているか 

専門的な教育活動は学科主催

の講演会や同窓会主催の講演

会、研修会などを行う。 

卒後教育の中には就職も含ま

れており、キャリアセンターや

学科教員が卒業生のサポート

を行う。 

学科主催講演会、同窓会主催の

講演会、研修会は卒業生であれ

ば誰でも参加出来るようになっ

ている。 

また遠隔対応により都合のつき

にくい演者をお呼びしている。 

同窓会活動を例年実施して

いるが参加人数の伸び悩みが

みられる。卒業生の求めるニー

ズを正確に把握し参加したい

と思える仕組みが必要である。 

特別講演会などの資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今年で卒業生が 17 期となり、卒業生も増加している。本校では卒業生は全て

同窓会の構成員であるため、愛校精神も高く、卒業生と学科との関係は非常

に良好なものである。 

同窓会勉強会への参加率が低いため今後在学中より同窓会活動の報告や同窓

会の存在を在校生に意識させ周知させていくことが必要である。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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基準６ 教育環境（歯科技工士学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を上げるためにも、資器材の充実は重要である。各学科の事業計画

作成時に次年度必要な資器材の予算が組まれている。パブリックスペースに

ついては施設設備担当者が日常の点検を行っており、不具合があると対応し

ている。 

従来、海外研修においては、その専門性に特化した世界最先端の知識技術を

学べる内容でプログラムされていたが、新型コロナ感染拡大により、2020 年

度から中止している。ヨーロッパ近隣の政情不安や戦争による渡航費の高騰

により、再開が困難な状態である。 

 

防災に関しては、消防計画に基づき毎年訓練を行っている。またグループ作

成の防災マニュアルや、緊急連絡網、安否確認システムなどを導入している。 

今後さらに教育環境を整備し、安心安全でより学びに適した学校作りが必要

である。 

 

教育環境の整備に関しては、年々機材や図書を充実させるなど、さまざまな

工夫をこらしてきた。今後は視聴覚分野、特にタブレットなどを活用した IT

教材の利用や、利用方法の開発をおこなっていきたいと考えている。ICT 教

育の充実を目的とし、ZOOM を用いた遠隔授業を 2020 年度から開始したが、

現在も時々必要に応じて利用している。 

 

効率よく学習できる環境を整備するための方法論に関してはまだまだ工夫の

余地があり、今後新しい教授法にもとづいた教育環境の整備を引き続きおこ

なっていきたいと考える。 

デジタルネイティブな学生たちには IT 教材には抵抗無く受け入れるものと

思われるが、教育現場では徐々に IT 教材を取り入れている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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6-31 （1/1） 

6-31 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-31-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 

法令に基づいた施設・設備はも

ちろんのこと、さらに充実させ

るための整備をおこなう。 

校舎設備だけでなく、学習のた

めの備品を年々充実させてい

る。 

特記なし。 特になし。 

 

6-31-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

されているか 

新しい施設・設備の導入だけで

なく、既存のものに対してはメ

ンテナンスをおこない環境を

維持する。 

日々の点検に加え、特に長期休

暇中には一斉に点検をおこなっ

ている。ほか、問題があればそ

の都度対応している。 

特記なし。 学科会議議事録 

6-31-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 

計画にもとづいた定期的なメ

ンテナンスをおこない、常に整

備された環境で学習できるよ

うにしていく。 

教室や廊下など校舎全体にかか

わるメンテナンスは定期的なメ

ンテナンスは行われている。 

デジタル技工の発展に目覚ま

しいものがあるがそれに伴う

デジタル機器の対応も重要で

ある 

学科会議議事録 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

場あたり的な整備とならぬよう計画的に整備・メンテナンスをおこなってい

くことが望ましい。ただし、その都度迅速に対応していくこともまた重要で

ある。双方念頭においた予算計画が重要となる。 

歯科技工には火器や刃物、大型の機械が使用されるため、危険な操作や作業 

リストアップし、定期的な点検・メンテナンスの有無や費用を調べている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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6-32 （1/1） 

6-32 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-32-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研修

等について外部の関係

機関と連携し、十分な教

育体制を整備している

か 

手続き面に関係する機関、およ

び受け入れ先の機関とも十分

に連携し実施する。 

従来は歯科関連メーカーの見

学、学会への参加、リヒテンシ

ュタインにある世界的に有名な

メーカーでの実技研修を行って

いたが、休止している。 

就職活動に伴う見学・研修は、

再開していく方向である。 

コロナ終息後は、歯科関連メーカ

ーの見学、学会への参加を予定し

ている。海外研修は学生にとっ

て、有益な経験ではあるが、安全

の確保とリスクマネジメントが

必要である。 

費用に見合った行程の検討も不

可欠である。 

 

研修報告書 
 

6-32-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

教育効果を検証し、その結果に

よりさらに充実させる工夫、あ

るいは変更点を検討していく。 

アンケートをおこないそれぞれ

の研修に対する学生の意見を吸

い上げている。できる限りフィ

ードバックして改善に努めてい

る。 

客観的にわかる形で統計学的

な効果の実態を把握すること

も必要である。 

研修報告書 
 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

海外研修・日本歯科技工学会・歯科技工所見学など、学外での研修で、学内

では得ることのできない知識や経験などが得られることも多い。コロナが終

息し海外研修も渡航先によっては可能となったが、今後は学生の安全を確保

しつつ、費用・日数・工程等を検討、計画に取り組んでいきたい。 

近年、歯科技工所からのインターンシップの案内が多くなってきた。学生の

うちに実際の現場で、仕事内容の把握や事前準備、コミュニケーションの重

要性を知ることは貴重な経験なので、積極的に参加するよう指導していきた

い。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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6-33 （1/2） 

6-33 防災に対する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-6 防災に対する体

制は整備されているか 

有事に備え日ごろから準備を

しておき、学生・教職員とも可

能な限りの安全性を確保する。 

学生個人の自覚も重要である 

教職員の防災訓練、学生への啓

蒙活動などを、定期的におこな

っている。また、火災報知器な

ども整備されている。非常勤講

師には「防災マニュアルブック」

を配布している。 

緊急連絡網システムの充実 防災マニュアルブック 

アクションカード 

6-33-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

災害を起こす可能性のあるも

のに関して、その危険性を喚起

する。 

もっとも可能性の高い災害であ

る火災に関しては、十分に伝え

ている。 

特記なし。 防災マニュアルブック 

アクションカード 

 

6-33-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 

事故防止のためのマニュアル

を作成するなどして、徹底して

おこなう。 

マニュアルを作成し、学生への

啓蒙をおこなっている。 

特記なし。 防災マニュアルブック 

アクションカード 

6-33-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 

学校全体で保険に加入すべき

ものと考える。 

保険に加入している。 特記なし。 保険書類 
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6-33 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-10 防災訓練を実

施しているか 

教職員・学生ともに定期的に防

災訓練を実施して、有事に備え

る。 

教職員に対しては例年 3 月に訓

練を実施している。学生・非常

勤講師に対しては「防災マニュ

アルブック」を基にした説明と、

アクションカードの活用法な

ど、具体的な避難経路などの説

明をしている。 

特記なし。 防災マニュアルブック 

アクションカード 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災は事が起こってしまってからでは遅いため、常日ごろからの訓練や啓蒙

活動が重要となる。防災設備に不備はないと思われるが、高い意識のもと防

災訓練をおこなえるようにしなければならない。緊急連絡網システムの充実。 

現在、災害対策強化のため、学校全体でアクションカードの実用化に向けて

改訂を重ねながら取り組んでいる。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 大石 直之 
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基準６ 教育環境（救急救命士学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を上げるためにも、資器材の充実は重要である。各学科の事業計画

作成時に次年度必要な資器材の予算が組まれている。パブリックスペースに

ついては施設設備担当者が日常の点検を行っており、不具合があると対応し

ている。 

海外研修においては、その専門性に特化した世界最先端の知識技術を学べる

内容でプログラムされている。 

防災に関しては、消防計画に基づき毎年訓練を行っている。またグループ作

成の防災マニュアルや、緊急連絡網、安否確認システムなどを導入している。 

今後さらに教育環境を整備し、安心安全でより学びに適した学校作りが必要

である。 

 

基準 6 の中で特に施設・設備については法令に基づき整備を行っているが、

経年変化に伴う整備をさらに継続して行わなければならない。 

自習スペース、面談室、講師待機室については、急務ではないものの重要な

事項であり十分な対策が採られないことにより今後、教育成果に影響が出で

くる可能性もある。 

より満足度の高い教育を目指し努力が必要である。 

 

学外実習や海外研修などでは十分な対応がなされているものの、学生の個人

差による問題もあり今後は教育の面でさらに細かな指導を必要と考えてい

る。 

 

防災に関しては、訓練の実施や保険の整備、実習中の事故防止など実現可能

なところから実施出来ている。しかし、まだまだ危機管理の薄い部分もあり、

教職員の中でも認識の違いがある。他校との情報交換を密にし、協力できる

部分は共有し態勢を整える必要がある。 

 

教育資器材の整備、点検が毎日必要とされる。 

特定行為の処置拡大に伴い新たな物品の調達が必要とされ、随時補填出来て

いる。 

海外研修は有意義であるが、全員が参加できる状況ではない。 

そのための代替として国内研修や施設研修、学校登校者の対応を実施してい

る。(2021 年度中止) 

2024 年度の海外研修は行先および実施検討中である。そこで、学科特性を踏

まえた上で安全に遂行でき、防災について学べる学外研修を企画中である。 

 

防災訓練では登校者を活用し学生参加型として年 1 回訓練が実施できてい

る。2,3 階実習室には安全考慮のためカメラを設置し有事に振り返ることが出

来る備えをしている。 

 

 

 

教職員防災訓練は毎年実施されている。 

緊急時マニュアルの配布と熟知が必要である。 

防災マニュアル(アクションカード)を作成、各教室に設置している。 

カードを見ただけで個々の役割がわかり迷うことなく行動できる。 

非日常事態については速やかに報告を上げている。 

 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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6-31 （1/1） 

6-31 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-31-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 

法令に基づき必要程度は整備

されている。 

施設を有効に使用するためカリ

キュラムの組み立て時に考慮し

ている。 

運動設備の充実の必要性があ

る。昼間部の学生が一度には実

習できないため、カリキュラム

にて考慮しなければならない。

ハード面の整備が継続課題で

ある。 

学校設置要綱 

各教室、設備の状況 

 

 

6-31-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

されているか 

日々の点検においては教員の

巡回により問題が発生した時

に担当者へ依頼する。グループ

内で整備を担当する部門が設

けられており直ちに問題があ

れば対応するようにしている。 

不備が生じた時には担当者に依

頼しメンテナンス部門へ修理依

頼の実施している。 

学生の意見を聴取し、不具合が

あれば対応している。 

 

不適切な使用方法(取り扱いの

乱雑さや頻度の高さ)による不

備も多く見られるため、施設設

備の使用においては学生に使

用許可願いを申請させて丁寧

に取り扱うよう指導の徹底を

行う。 

メンテナンス・整備計画書 

施設使用内規 

 

6-31-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 

毎年予算申請の実施、経年劣化

も含めての対応を実施してい

く。 

 

学生が授業以外で使用できる共

有スペースが少なく補習や面談

等で苦慮している。 

講師の待機スペースが狭く教員

とゆっくりとコミュニケーショ

ンが取れていない。 

会議などで意見としては発信

しているが解決には至ってい

ない。他学科にも協力をお願い

し最低限の使用は確保する努

力をしている。 

講師については、専任教員の空

いている席に座っていただく

などして対応している。 

 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

施設設備に関しては現状最低限の確保はカリキュラムを調整しながら何とか

対応できているが、今後はよりよい環境にしていくためにゆとりの空間(自習

スペース、面談室、講師待機室)も随時計画していく必要がある。 

トレーニングルームの器材をレンタル契約として修繕や紛失にスムーズに対

応できるようにした。天井の蛍光灯は全て LED 変更し更にガードをつけて

安全に配慮した。教室の修繕等は担当を決めて随時行っている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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6-32 （1/1） 

6-32 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-32-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等について外部の関

係機関と連携し、十分

な教育体制を整備して

いるか 

学外実習(病院実習)海外研修等

について外部関係機関と連携

し、十分な教育体制を整備して

遂行する。 

消防実施のインターンシップ

は、本人の希望があれば学業に

支障のない範囲で許可として

いる。 

2 年座学終了時に 13 施設に分かれて

合計 168 時間(7 日間の病院実習)、3

年次に救急自動車同乗実習、海外研修

はシアトル・サンフランシスコでの救

急医療体制を学んでいる。 

COVID-19 感染症の関係で海外研修は

2019 から中止している。昨年度は代

替えとしてカンボジアの救急活動の

講話を 1 年生が受講した。遠隔で行っ

たので他学年も録画を後日視聴した。 

3 年次インターンシップ希望者には学

科として協力する。 

事情で海外研修にいけない学生には

同等の国内研修 (東京消防庁 )の対

応、それも無理な場合は登校して教

員による実習で対応している。 

 

2023 年度については順調に実習を

終了することができた。 
 

 

 

臨地実習要綱 

同乗実習要綱 

海外研修しおり 

国内研修しおり 

6-32-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

学外実習に関しては、臨地実習

要綱に基づき、指導・評価を得

ている。 

海外・国内研修はレポートの

提出を義務付けて確認する。 

病院実習については教員が巡回を実

施し、効果を把握できている。必要に

応じて反省会を設けている。指導者と

の連絡を密にし、評価表による評価を

受けて成績に反映させている。同乗実

習も評価表に基づきその後の学生指

導に役立っている。 

実習先でのコミュニケーション不足

(報告・連絡・相談)で問題になる学

生が増えてきている。実習前教育は

以前に増して充実しているが学生の

対応能力の低下が問題となってい

る。継続してさらに事前指導の徹底

に努める。 

病院実習ノート 

病院実習前研修資料 

反省会資料 

履修状況アンケート資料 

病院実習評価表 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

病院実習や同乗実習、国内海外研修で目的の再確認や座学と実技の関連性を学ぶことが重

要で、これらを機会に非常に意欲的になる学生も多く効果は確認している。しかし、課題

に挙げたような諸問題もあり指導にも力を入れているが、反面、学生側の問題で(主体性

がない、社会的コミュニケーション力の低い)指導による効果が得られないケースも出て

いる。若者の変化は社会現象のようであるが、それを受けて更なる教育指導の方法の改善

を考えている。 

病院実習では検査前の傷病者に接触するため、感染性疾患の抗体、肝炎抗体検査を義務付

け、必要時ワクチン接種の実施を指導している。 

最近抗体を持っていない学生が増加しているが、経済的な面もあり保護者も含め指導に難

渋している。また、新型コロナワクチンの接種や事前の PCR 検査・実習ごとの抗原検査

を条件とした施設もあり対応がそれぞれに必要である。 

同乗実習の受け入れ数が年々減少している。学校設置該当市が無理なことから周辺市も受

け入れが難しい。今後もお願いを継続していく。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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6-33 （1/2） 

6-33 防災に対する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-6 防災に対する体

制は整備されているか 

有事の際に学生教職員並びに

講師の生命・身体を保護すると

共に建物等財産の被害の軽減

を図る。 

学校内で自衛消防隊組織があ

り、火災・地震発生時の緊急マ

ニュアルを作成している。 

職員の入退職もあり定期的に

見直す必要がある。 

薬剤、衛生材料、飲料水等の備

蓄がある。 

火災地震等発生時の緊急

マニュアル 

緊急連絡網 

6-33-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

情報の共有をして日頃から、各

学科での管理体制を強固にす

る。 

酸素などを使用する際の危険性

の指導を徹底する。 

禁煙の徹底指導。 

大阪府の条例に基づき4月より

全館禁煙になった。今後、近隣

での喫煙等に関連して見回り

の強化は必要である。また、他

の学科でもガス、着火器具を用

いての実習があり情報を共有

していく。 

 

6-33-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 

専任教員が十分に配慮し危機

管理を徹底する。 

万一の場合、速やかに対応でき

るよう学科教員が常に気を配っ

ている。 

事故につながる可能性のあ

る事項は学科で周知し、対応を

日ごろより徹底しておく。 

 

6-33-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 

災害補償保険、賠償責任保険に

加入している。 

学校として災害補償保険に入っ

ている。実習先での有事等に備

えて賠償責任保険に加入してい

る。また、入学時に任意での総

合保障制度加入の案内の実施を

している。 

津波の避難ビルとなっている

為、飲食料・防災グッズの備蓄

も実施できている。 
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6-33 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-10 防災訓練を実

施しているか 

定期的に防災訓練の実施をし

ている。 

教職員の防災訓練は実施でき

ているが、必要に応じて学生参

加型の実施がされている。 

学生も含めた訓練の実施を計

画している。ｗ 

防災訓練実施計画書 

防災研修資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災については、先の大震災も記憶に新しく身近に考えるところである。 

訓練に関しても教職員だけでなく学生も含めた実施が急務であろう。また、

有事に備えて日ごろより災害時の行動対処に関する明確な案内など体制の整

備が継続して必要である。 

日常実習の事故防止についても高所重量物の固定や撤去など十分でない箇所

もあるため、必要に応じて予算を計上し対応していかなくてはいけない。 

保険等の加入は十分に講じており問題なく遂行している。 

グループ全体では、災害発生時の防災マニュアルブック作成し、学生・講師・

教職員に配布しており、また緊急連絡網の構築を行っている。 

災害発生時の救急薬剤や衛生材料や飲料水当の備蓄が不十分なので今後の課

題として検討が必要である。 

学科の特殊性もあり、日ごろより防災に関する認識は教員・学生共に高く保

っている。 

防災訓練は年 1 回実施し、学生も一部ではあるが含めて効果的に行えている。

(建物等担当の部署があり連携している。) 

同時開催の救急訓練は通常通り実施。 

緊急連絡網の受信チェックも年に数回行われ都度状況の報告をしている。 

 

緊急時に備える為に、AED 設置の増台、ファーストエイドバックの設置を行

っている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 森本 伸子 
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基準６ 教育環境（鍼灸師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を上げるためにも、資器材の充実は重要である。各学科の事業計画

作成時に次年度必要な資器材の予算が組まれている。パブリックスペースに

ついては施設設備担当者が日常の点検を行っており、不具合があると対応し

ている。 

海外研修においては、その専門性に特化した世界最先端の知識技術を学べる

内容でプログラムが構成されている。 

防災に関しては、消防計画に基づき毎年訓練を行っている。またグループ作

成の防災マニュアルや、緊急連絡網、安否確認システムなどを導入している。 

今後さらに教育環境を整備し、安心安全でより学びに適した学校作りが必要

である。 

 

教育環境の整備に関しては、年々機材や図書を充実させるなど、さまざまな

工夫をこらしてきた。今後は視聴覚分野、特にタブレットなどを活用した IT

教材の利用や、利用方法の開発をおこなっていきたいと考えている。効率よ

く学習できる環境を整備するための方法論に関してはまだまだ工夫の余地が

あり、今後新しい教授法にもとづいた教育環境の整備を引き続きおこなって

いきたいと考える。 

また、学外臨床実習や海外研修、就職説明会などをおこなうことにより、外

部との接点をもち、その空気にふれることにより、学生の意識を高めるしか

けも多く用意している。 

複数学科を有する本校では情報や物品の共有も可能である。 

wifi は完備されており、ICT 教育の基盤は充実している。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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6-31 （1/1） 

6-31 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-31-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 

法令に基づいた施設・設備はも

ちろんのこと、さらに充実させ

るための整備をおこなう。 

校舎設備だけでなく、学習のた

めの備品を年々充実させてい

る。 

タブレットなど ICT を活用し

た機材の開発・活用が課題。有

効な利用法を模索していきた

い。 

特になし。 

6-31-2 施設・設備のメ

ンテナンス態勢が整備

されているか 

新しい施設・設備の導入だけで

なく、既存のものに対してはメ

ンテナンスをおこない環境を

維持する。 

日々の点検に加え、特に長期休

暇中には一斉に点検をおこなっ

ている。ほか、問題があればそ

の都度対応している。 

問題があれば対応するという

メンテナンス態勢だが、専門の

業者による専門的な視点から

の点検なども検討していくべ

きである。また、大規模なメン

テナンスの場合、予算申請から

実行という流れが必要なため、

実行までに時間がかかること

がある。 

特になし。 

6-31-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 

計画にもとづいた定期的なメ

ンテナンスをおこない、常に整

備された環境で学習できるよ

うにしていく。 

教室や廊下など校舎全体にかか

わるメンテナンスは計画的にお

こなわれている。学科単位のメ

ンテナンスも近年少しずつおこ

なっている。 

メンテナンスのための予算を

毎年計上し、計画的なメンテナ

ンスをおこなっていくべき。 

特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

場あたり的な整備とならぬよう計画的に整備・メンテナンスをおこなってい

くことが望ましい。ただし、その都度迅速に対応していくこともまた重要で

ある。双方念頭においた予算計画が重要となる。 

教育目標にかなった備品設備を充実させることは、教育の現場で必須である。 

 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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6-32 （1/1） 

6-32 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育態勢を整備しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-32-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等について外部の関

係機関と連携し、十分

な教育態勢を整備して

いるか 

旅行事業部など手続き面に関

係する機関、および受け入れ先

の機関とも十分に連携し実施

する。 

大阪医科薬科大学での解剖実

習、中国浙江省浙江中医薬大学

での海外研修をおこなってい

る。また、外部臨床施設に協力

してもらい学外臨床実習を実施

している。 

海外研修は年々希望参加者が減少し

ている。実施国や旅行代金等を検討

していく。本年度は柔道整復師学科

と合同で実施予定。学外臨床実習も

コロナ渦前の水準に回復してくため

治療院訪問等を実施していく 

海外研修しおり 

学外臨床実習に関する書

類一式 

6-32-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

教育効果を検証し、その結果に

よりさらに充実させる工夫、あ

るいは変更点を検討していく。 

アンケートをおこないそれぞれ

の研修に対する学生の意見を吸

い上げている。できる限りフィ

ードバックして改善に努めてい

る。 

客観的にわかる形で統計学的

に効果の実態を把握すること

も必要である。 

臨床実習マニュアル 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

海外研修・解剖実習・学外臨床実習など学外での研修で、学内だけでは得る

ことのできない知識や経験などが得られることも多い。今まで以上に充実し

た教育態勢をとっていきたい。 

それぞれの研修に関しては、特に実施時期を深く考慮している。もっとも効

果的となるタイミングで実施できている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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6-33 （1/2） 

6-33 防災に対する態勢は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-6 防災に対する態

勢は整備されているか 

有事に備え日ごろから準備を

しておき、学生・教職員とも可

能な限りの安全性を確保する。 

教職員・学生の防災訓練、学生

への啓蒙活動などを、定期的に

おこなっている。教職員は各自

役割が定められている。また、

火災報知器なども整備されてい

る。非常勤講師には講師会議等

で有事の対応に関して伝えてい

る。 

災害は非日常的なできごとで

あり、また大きな災害は経験し

たこともないため、実際に有事

があった際にどこまで有効に

機能するか、不安がある。 

 

アクションカード 

備蓄 

防災リュック 

簡易担架 

 

6-33-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

災害を起こす可能性のあるも

のに関して、その危険性を喚起

する。 

もっとも可能性の高い災害であ

る火災に関しては、十分に伝え

ており、予防の設備も備えてい

る。 

学生ひとり一人の意識が十分

に高いとはいえない。教員が補

う形ですすめてはいるが不十

分。 

アクションカード 

 

6-33-8 実習時等の事故

防止の態勢は十分か 

事故防止のためのマニュアル

を作成するなどして、徹底して

おこなう。 

マニュアルを作成し、学生への

啓蒙をおこなっている。医療過

誤の危険性は繰り返し授業で取

り扱っている。 

不十分な消毒、実習中の不注

意、慣れから来る油断など、徹

底されていない面も多い。今後

さらに重要性を訴えていきた

い。 

アクションカード 

実技科目マニュアル 

臨床実習マニュアル 

6-33-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 

学校全体で保険に加入を必須

とする。 

損害保険に加入し、実際に利用

されている。 

現時点で特に問題はないが、オ

プションなどにより、個々対応

できるような態勢も検討して

いきたい。 

特になし。 
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6-33 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-10 防災訓練を実

施しているか 

教職員・学生ともに定期的に防

災訓練を実施して、有事に備え

る。 

教職員に対しては例年 3月に訓練を実

施している。学生・非常勤講師に対し

ては「アクションカード」を用いての

説明と、具体的な避難経路などの説明

をし、避難訓練を実施している。長期

休暇中や自宅で被災した場合に備え

安否確認メールの登録を行っている。 

学生に対しても府主催の訓練

（大阪 880 万人訓練）の際にア

クションカードを用いて教室

内で訓練を行っているが、今後

は避難行動や防災備品の使用

方法のレクチャーを行ってい

きたい。 

アクションカード 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災は事が起こってしまってからでは遅いため、常日ごろからの訓練や啓蒙

活動が重要となる。防災設備に不備はないと思われるが、高い意識のもと防

災訓練をおこなえるようにしなければならない。 

災害対策強化のため、現在アクションカードを作成した。 

学生が校内で３日間滞在できる分の備蓄を用意している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 真田 浩二 
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基準６ 教育環境（柔道整復師学科） 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育成果を上げるためにも、資器材の充実は重要である。各学科の事業計画

作成時に次年度必要な資器材の予算が組まれている。パブリックスペースに

ついては施設設備担当者が日常の点検を行っており、不具合があると対応し

ている。 

海外研修においては、その専門性に特化した世界最先端の知識技術を学べる

内容でプログラムされている。 

防災に関しては、消防計画に基づき毎年訓練を行っている。またグループ作

成の防災マニュアルや、緊急連絡網、安否確認システムなどを導入している。 

今後さらに教育環境を整備し、安心安全でより学びに適した学校作りが必要

である。 

 

教育環境整備については、本学科独自の「実技マニュアル」を作成し、実技

内容の充実化、また ICT を活用した教育も実施している。 

業界で必要な最新の知識などは専門誌などを多数、積極的に取り入れており、

知識、技術の更新のために役立てている。 

オリジナル教本（実技教本）の開発、オリジナルの実技材料を使用し学生の

視覚にも働きかけるような取り組みを行っている。 

 

ICT 教育については学校主体で実施されており学科単体として先行し実施す

べきものはない。一部授業内におけるタブレット使用可能・定期的なズーム

配信授業・オンデマンド授業の実施など今後の ICT 教育に対応すべく準備段

階に留まっている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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6-31 （1/1） 

6-31 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-31-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 

法令に基づいた施設、設備を

整備している。 

校舎設備だけでなく、学習のた

めの備品、材料を充実させてい

る。 

新カリキュラムに対応すべく

本年度中に実技室の改装が必

要である。 

特になし。 

6-31-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

されているか 

安全管理だけでなく、衛生面

においても十分なメンテナン

スを行う。 

日々の点検に加え、長期休暇中

などには学科主導でも重点的な

点検を行っている。また問題が

発生した際にはその都度対応で

きる体制がある。 

特になし。 特になし。 

6-31-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 

計画に基づいたメンテナン

ス、整備を行い、十分な教育環

境を整える。 

学校内全体のメンテナンスは

定期的に行われており、必要十

分は満たしている。 

特になし。 特になし。 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

医療従事者として意識を高めるために、「環境の整備」は必須事項である。今

後も十分な環境整備に努めたい。 

学校全体が学生の感染症対策について注意し、また感染対策設備についても

十分に準備している。 

学科主導によるメンテナンスなども実施しており、特に問題はない。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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6-32 （1/1） 

6-32 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-32-4 学外実習、インタ

ーンシップ、海外研修等

について外部の関係機関

と連携し、十分な教育体

制を整備しているか 

学外実習、インターンシップ、の

みならず、本校の建学の理念の

一つである国際教育の主となる

べき海外研修などについて外部

関係機関と連携し、教育体制を

整備、強化、進行すべきである 

応用教育の一環として各医療機関

（病院、クリニック、整骨院、デイサ

ービス施設など）への見学実習を

定期的に行っており、学外実習は

充実している。 

 海外研修については、本校の建

学の理念である国際教育として、

アメリカを主にした協力機関との連

携が図られ、学生、教員の相互の

受け入れ、教育がなされている 

ハワイ大学での海外研修を実施

している。また卒業後スペイン等

でインターンシップを紹介できる

体制であるがあくまで個人レベル

の話である。学校と契約という形

をとるのであれば正式な契約書

を交わす必要性がある 

海外研修資料 

臨床実習資料 

6-32-5 学外実習、インタ

ーンシップ、海外研修に

ついて、その実績を把握

し教育効果を確認してい

るか 

教育効果を検証し、その結果に

よりさらに充実させる工夫、あるい

は変更、修正を検討する 

アンケートを実施し、海外で希望す

る研修内容をできるだけ取り入れ

学生の満足度の上昇を図ってい

る。 

海外研修のアンケートや実施頂

いた研修先より学生の状況を聴

取している。更に教育効果をあげ

るための仕組みを研修先と密に

連絡している。 

特になし 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

昨今の物価高の影響で海外研修は学生、保護者の経済的な負担となりやすく、

参加者が少ないのが現状であり、今後の課題の一つである。 

本年度より柔整・鍼灸合同でタイへの海外研修を企画している 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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6-33 （1/2） 

6-33 防災に対する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-6 防災に対する体

制は整備されているか 

有事に備え、日頃から準備し

ておき、学生、教員共に可能な

限り安全性を確保する 

教員防災訓練、学生への啓蒙活

動、防災機器の充実を行ってい

る 

災害については 100％の準備

はあり得ず、常に意識を高めて

おく必要がある。 

ALL 内資料 

6-33-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

災害を引き起こす機器は設置

していない。一般的な防災管理

を皆で共有する 

頻度の高い火災については十

分に指導している 

災害については 100％の準備

はあり得ず、常に意識を高めて

おく必要がある。 

特になし。 

6-33-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 

事故防止のためのマニュアル

を作成するなどして徹底する 

マニュアルを作成、配布し、学

生への啓蒙は十分である。また

入学時に実習等にも適応できる

保険に学生は加入している 

外部臨床実習の実施にあわ

せ事故防止のためにヒヤリハ

ットなどについて、学生の教育

指導を徹底していく。 

特になし。 

6-33-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 

学校全体で保険加入が必須と

する 

損害保険に加入し、運用されて

いる。 

現時点では問題は無いが、オ

プション契約など、個別の対応

も検討の余地がある。 

特になし。 
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6-33 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-33-10 防災訓練を実

施しているか 

教職員、学生ともに定期的な

防災訓練を実施し、有事の際に

はできるだけ混乱を避けスム

ーズな非難ができるよう訓練

すべきである。 

定期的に防災訓練を行い、学

生、講師には防災マニュアルブ

ックの配布などを行っている。 

本年度よりＡＤＩ災害研究所

のもと、教職員研修を実施 

定期的な訓練だけでなく、十

分な訓練の機会を持つのが望

ましいといえる。 

防災マニュアルブック 

アクションカード 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災については訓練により全て防げるものではない。常に危機管理の意識を

持ち災害は起こるものとして常に検討すべきものである。 

昨年度一般社団法人ＡＤＩ災害研究所の実施する災害時の職員の初動対策 

アクションカード作成の勧め研修を受け災害時にアクションカードを使うこ

とで誰でも対応が可能になる研修及び対策を実施した。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 岩崎 英明 
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基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校では学生募集を単なる学生募集業務として捉えず、入学前教育と位置づ

けている。 

「専門学校を希望する人たちに目指す業種や業界、滋慶グループでの授業や

生活をわかりやすく理解してもらい、自分の目指すものを明確にし、夢とや

る気を持ってもらうためのプレスクールであり、自己発見のサポートである」

と定義付けている。 

綿密に計画された広報計画書を基に目標が定められ、スケジュールが組まれ

ている。広報担当者を中心にサッカー型の広報を展開し、教職員が一丸とな

って取り組んでいる。 

学校定員を下回ることなく順調に推移している。 

学生募集活動の適正さや客観的判断を知るために、入学者・非入学者アンケ

ートをとり確認している。 

入学選考については、大阪府専修学校各種学校連合会の定めた規定に従って

いる。入学選考や入学手続きに関しては、全て募集要項に記載されており、

入学希望者に配布されている。 

学校案内・ホームページ・媒体紙・DM・SNS など、学校から発信される情

報は、事実に基づく実績、学校生活をイメージさせる在校生紹介、卒業後を

イメージさせる卒業生の活躍や業界の展望を紹介している。高校生向け既卒

者向け保護者向けなど、対象者別にリーフレットが作成されている。 

オープンキャンパスにおいては、学校、学科の説明だけでなく、目指す資格

や職業がイメージしやすい職業体験や、個別相談の時間が設けられ参加者目

線に立った運びとなっている。運営は教職員だけでなく在校生から起用した

学生スタッフもあたっている。昼間に行われるオープンキャンパスに参加で

きない社会人やクラブ活動をしている高校生に対しては、平日の夜に夜間部

授業見学会を実施している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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7-34 （1/1） 

7-34 学生募集活動は、適正に行われているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-34-1 学生募集活動

は、適正に行われてい

るか 

広告倫理委員会をもとに正し

い情報を受験生に伝え、適正に

行っている。 

広報担当者を中心に学生募集を

行っている。 

 ・学校パンフレット 

・ホームページ 

・リーフレット 

・SNS 

7-34-2 学校案内等は、

志望者・保護者等の立

場に立った分かり易い

ものとなっているか 

志望者のみならず保護者の理

解も得られる広報活動を目指

している。 

志望者や保護者など、対象別の

リーフレットを作成している。 

 ・学校パンフレット 

・ホームページ 

・リーフレット 

・SNS 

7-34-3 志望者等の問い

合わせ・相談に対応す

る体制があるか 

志望者や保護者の問い合わせ

に対応できるシステムを構築

している。 

入試・国家試験・就職・学費な

ど用途別の相談に対応できるよ

う案内している。 

 ・学校パンフレット 

・ホームページ 

・LINE 

7-34-4 募集定員を満た

す募集活動となってい

るか 

定員（募集目標数）を満たす学

生募集を目指している。 

毎年募集定員を満たしている。  ・基礎資料調査 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

大阪府専修学校各種学校連合会の規定に基づき、適正に行っている。広告倫

理委員会・個人情報保護委員会などを設置し管理している。 

毎年、広報担当者を中心に綿密な広報計画書が作成されている。入学者アン

ケート、非入学者アンケートによる客観的なデータをもとに募集活動内容の

見直しや変更を適時行っている。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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7-35 （1/1） 

7-35 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-35-5 学生募集におい

て、就職実績、資格取

得実績、卒業生の活躍

等の教育成果は正確に

伝えられているか 

実績や卒業生の活躍、業界情報

は正確に志望者に伝えること

を目標としている。 

就職実績や資格取得実績は学校

案内・ホームページ等で数字化

したデータに加え詳しく説明し

ている。合格率だけでなく、受

験者数、合格者数も記載してい

る。 

より理解しやすい提示方法を

今後も立案実行していくこと

が重要である。 

・学校パンフレット 

・ホームページ 

・リーフレット 

・SNS 

7-35-6 卒業生の活躍の

教育成果が学生募集に

貢献したかどうか正し

く認識する根拠を持っ

ているか 

志望者に卒業生の活躍を紹介

し、自らの将来像をイメージす

ることが重要であると考えて

いる。 

学校案内での紹介だけでなく、

実際に卒業生が来校するオープ

ンキャンパスも行っている。志

望者の入学理由においても、就

職実績という理由が多い。 

 ・入学後アンケート 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

正確に伝えられているといえる。国家試験結果・就職結果を伝えるだけでな

く、志望者に将来像を抱かせ明確な目標目的を持たせることが重要である。

卒業生の活躍はその具体例として明確であると考えている。入学前の期間を

入学前教育と位置づけ、在学中はもちろん卒業後教育まで一貫した教育を実

践している。 

教育成果だけでなく、その成果に達するまでのプロセスの重要性も伝えてい

かなければならない。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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7-36 （1/1） 

7-36 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-36-7 入学選考は、適

正かつ公平な基準に基

づき行われているか 

入学選考基準は適正かつ公平

な基準に基づき行われるべき

だと考えている。 

入学試験判定会議によって合否

が判断され、議事録にて記録さ

れている。 

 ・入試判定会議議事録 

7-36-8 入学選考に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

入学選考の状況は、全教職員が

関心事として取り組むべき課

題と考えている。 

広報担当者から朝礼や会議での

報告に加え、適時教職員が確認

できるよう教務室に掲示されて

いる。 

  

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理事、学校長に加え各セクション責任者と各学科教員とで構成される入学試

験判定会議が試験ごとに開催される。適正かつ公平な基準をもとに行われて

いる。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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7-37 （1/1） 

7-37 学納金は妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-37-9 学納金は、教育

内容、学生および保護

者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなっ

ているか 

充実した教育と快適な学校生

活を提供するため学納金を設

定すべきものと考えている。 

学納金による負担の軽減策とし

て分納制度や奨学金、教育ロー

ンを紹介している。 

 ・募集要項 

・奨学金教育ローンのサポ

ート BOOK 

・学費支援のご案内 

7-37-10 入学辞退者に

対する授業料等の返還

について適正に処理さ

れているか 

入学辞退者に対する授業料等

の返還は適正に処理されるべ

きものと考えている。 

辞退者の授業料返還に関しては

募集要項に記載しており、適正

に処理している。 

 ・募集要項 

7-37-11 学納金に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

学校運営の基礎となる学納金

について、会計担当者を中心に

常に把握しておくべきものと

考えている。 

本部会計より学校会計担当者に

適時報告されるシステムが構築

されている。 

 ・経理資料 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学納金は妥当だと考えている。分納制度を導入し負担の軽減を図っている。 

学納金は募集要項への記載だけでなくさらに詳細に説明が記載された専用の

リーフレットを作成している。また研修を何度も経験したファイナンシャル

アドバイザーの職員が説明を行っている。 

奨学金や各種教育ローンなどの学費サポートシステムを活用し、経済的負担

の軽減に努めていきたい。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務状況は健全であるといえる。また収支計画書に沿った運営が出来ている。 

予算・収支計画は有効かつ妥当に執行されており、充実した教育を提供でき

る環境にある。中長期的に安定が見込める。 

監査による指摘点は即時是正されている。また情報公開に向けた取り組みと

して、適正な資料が作成されている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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8-38 （1/1） 

8-38 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-38-1 中長期的に学校

の財務基盤は安定して

いるといえるか 

財務基盤の安定を運営目標と

している。 

毎年作成される予算計画におい

て 5 年後までの収支を作成し、

収支計画書に沿った運営がなさ

れている。 

 事業報告書 

8-38-2 主要な財務数値

に関する情報とその推

移を正確に把握してい

るか 

財務数値にかんする情報は常

に正確に把握されるべきもの

と考えている。 

本部会計より適時変動状況の報

告があり把握している。 

 事業報告書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務状況は健全であるといえる。また収支計画書に沿った運営が出来ている。  

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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8-39 （1/1） 

8-39 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-39-3 年度予算、中期

計画は、目的・目標に

照らして、有効かつ妥

当なものとなっている

か 

年度予算、中期計画は、目的・

目標に照らして有効かつ妥当

なものとなっている。 

年度予算、中期計画は、目的目

標に照らして有効かつ妥当なも

のとなっており、毎年 5 年先ま

での収支計画が立案されてい

る。 

 ・事業計画書 

・事業報告書 

8-39-4 予算は計画に従

って妥当に執行されて

いるか 

予算は計画に従って妥当に執

行されなければならない。 

計画的に執行されている。  ・事業計画書 

・事業報告書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

予算・収支計画は有効かつ妥当に執行されており、充実した教育を提供でき

る環境にある。中長期的に安定が見込める。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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8-40 （1/1） 

8-40 財務について会計監査が適正に行われているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-40-5 財務について会

計監査が適正におこな

われているか 

財務について会計監査が適正

におこなわれるべきであると

考えている。 

毎年、監事 2 名による決算書類

の監査を実施している。 

 ・決算書類 

・監査報告書 

8-40-6 会計監査を受け

る側・実施する側の責

任体制、監査の実施ス

ケジュールは妥当なも

のか 

決算終了後すみやかに行われ、

監事による指摘を是正して行

く必要があると考えている。 

毎年 5 月に監事・本部会計担当

者で監査を実施している。 

 ・決算書類 

・監査報告書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

会計監査は適正に行われており、監事による指摘点は是正されている。  

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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8-41 （1/1） 

8-41 財務情報公開の体制整備はできているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-41-7 私立学校法にお

ける財務情報公開の体

制整備はできているか 

財務情報は公開されるべきと

考えている。 

適正に資料の作成が行われてい

る。 

 ・財務情報公開用決算書 

8-41-8 私立学校法にお

ける財務情報公開の形

式は考えられているか 

私立学校法に則った財務情報

公開資料の作成が必要と考え

ている。 

適正に資料の作成が行われてい

る。 

 ・財務情報公開用決算書 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

適正な資料が作成されており、情報公開がなされている。  

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校は専修学校設置基準に基づき学校を設置し、歯科技工士学校養成所指定

規則・救急救命士学校養成所指定規則・あん摩マッサージ指圧師、はり師及

びきゅう師に係る学校養成施設認定規則、柔道整復師学校養成施設指定規則

に基づき学科を設置している。 

また理事会をベースにコンプライアンス委員会、個人情報保護委員会などを

設置し、法令順守に基づき適正な学校運営をおこなっている。 

教育においては各学科（各国家資格）でコンプライアンスの重要性をカリキ

ュラム（関係法規等）に落とし込み実施している。 

個人情報保護法に基づき、厳重な管理体制となっている。個人情報保護規定

を定め個人情報保護委員会が中心となり運用している。オリエンテーション

において学生にも個人情報保護の教育を実施している。志望者に対しては、

募集要項にその情報の用途を明記し、学校の姿勢を示している。 

自己点検自己評価の実施を現在進めており、学校関係者評価の準備を開始し

ている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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9-42 （1/1） 

9-42 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-42-1 法令や専修学校

設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか 

コンプライアンスに沿った適

正な学校運営がなされるべき

と考えている。 

法令や専修学校設置基準等が遵

守され、適正な運営がなされて

いる。監事に監査も適時おこな

われている。 

法令は遵守すべきものであり、

特に指定養成校にとっては細

かな法令も理解していかなく

てはならない。 

・基本調査 

・基礎資料調査 

・5 条報告 

9-42-2 法令や専修学校

設置基準等の遵守に関

して、教職員・学生等

に対する啓発活動を実

施しているか 

教職員全員がコンプライアン

スに沿った教育活動を行うべ

きと考えている。学生において

もコンプライアンスの理解は

重要であると考えている。 

教職員については運営会議や全

体会議での研修を実施してい

る。学生においては、各学科で

の医療概論や関係法規の授業で

行っている。 

 ・議事録 

・シラバス 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令遵守は教職員のみならず国家資格有資格者となる在校生の理解も重要で

あると考えている。現在本校はコンプライアンスに沿った学校運営がなされ

ているといえる。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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9-43 （1/1） 

9-43 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-43-3 志願者、学生や

卒業生および教職員等

学校が保有する個人情

報に関し、その保護の

ための対策がとられて

いるか 

学校が保有する個人情報は厳

重に管理されるべきと考えて

いる。 

学校が保有する個人情報は厳重

に管理されている。個人情報保

護規定を定め、個人情報保護委

員会が設置されている。 

また適時、エイドトラストエー

ジャンシーによる個人情報保護

の取り組み状況ヒアリングが行

われている。ホームページにお

いては、TRUST e プライバシー

ライセンスを取得している。 

SNS における個人情報の流出

や被害防止を目的に教職員、全

学生を対象に IT リテラシーの

勉強会を開催した。今後も定期

的に開催し、周知徹底に努め

る。 

・個人情報保護規定 

・ホームページ 

・TRUST e 認証ライセン

シー 

9-43-4 個人情報に関し

て、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施

しているか 

教職員全員が個人情報保護法

に基づいた教育活動を行うべ

きと考えている。学生において

も個人情報保護法の理解は重

要であると考えている。 

教職員においては学内に設置さ

れた個人情報保護委員会により

全体会議などにおいて啓発が行

われている。 

学生においても、個人情報保護

委員会より学年始めのオリエン

テーションを利用し啓発してい

る。 

学校グループで行っている IT

リテラシーテストを教職員、講

師、学生全員に受験させてい

る。 

学校は個人情報の集積である

とも言える。教職員や講師、学

生において更なる理解が必要

である。 

・個人情報保護規定 

・IT リテラシー 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報保護法に基づき、厳重な管理体制となっている。個人情報保護規定

を定め個人情報保護委員会が中心となり運用している。オリエンテーション

において学生にも個人情報保護の教育を実施している。 

 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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9-44 （1/1） 

9-44 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-44-5 自己点検・自己

評価を定期的に実施

し、問題点の改善に努

めているか 

自己点検・自己評価の定期的に

実施、それによる問題点改善が

重要と考えている。 

自己点検自己評価による学校関

係者も実施されており、問題改

善に向け取り組んでいる。 

PDCA サイクルでより良い学

校を目指していかなくてはな

らない。 

 

9-44-6 自己点検・自己

評価に関する方針は確

立されているか 

自己点検・自己評価に関する方

針の確立が重要と考えている。 

学内に横断的な自己点検自己評

価委員会を設置し実行方針を定

めている。 

PDCA サイクルでより良い学

校を目指していかなくてはな

らない。 

 

9-44-7 自己点検・自己

評価に関する方針は関

係者に対して正確に伝

わっているか 

自己点検・自己評価に関する方

針は関係者に対して正確に伝

えるべきだと考えている。 

学校関係者評価委員会で話あわ

れており正確に伝わっている。 

PDCA サイクルでより良い学

校を目指していかなくてはな

らない。 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

自己点検・自己評価を実施している。  

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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9-45 （1/1） 

9-45 自己点検・自己評価結果を公開しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-45-8 自己点検・自己

評価結果を公開してい

るか 

自己点検・自己評価結果の公

開は重要であると考えている。 

公開している。  ホームページ 

9-45-9 自己点検・自己

評価結果の公開に関す

る方針は確立されてい

るか 

自己点検・自己評価結果の公

開に関する方針は確立されな

ければならないと考えている。 

方針は定められている。   

9-45-10 自己点検・自

己評価結果の公開に関

する方針は関係者に対

して正確に伝わってい

るか 

自己点検・自己評価結果の公

開に関する方針は関係者に対

して正確に伝えるべきだと考

えている。 

   

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

自己点検・自己評価を行い、学校関係者評価委員会で話し合われている。  

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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基準１０ 社会貢献 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

「職業人教育を通して社会に貢献する」というミッションをもって学校が運

営されている。教職員や学生たちがそれぞれの専門性と学校が持つ教育資源

を活かし、企業や地域団体などと連携しながら、さまざまな分野で社会貢献

活動に取り組んでいる。 

 生涯教育においては同窓会が中心となって活動しているが卒業生だけでな

く、地域・社会に開かれた学校を目指して取り組んでいる。 

 学校施設については地域の津波避難所として提供している。また学園祭で

は、献血ステーションとして会場提供している。 

 社会問題への取り組みとしては、地球温暖化防止を目指しエレベーターの

使用制限（2 アップ 3 ダウン）、廊下電灯の間引き点灯、空調の温度設定 28

度キープ、使用電力メーターを設置している。ゴミの分別、ペットボトルの

キャップ集め（ワクチン）も行っている。クールビズも実施している。 

学内外に目を向け、より開かれた学校作りを目指している。 

大阪教職員自主研修支援事業「大学・専修学校等オープン講座」を開催して

いる。 

学園祭の売り上げの一部をユニセフに募金している。赤い羽根の共同募金に

も協力している。 

【歯科技工士学科】 

・専任教員が大阪府歯科技工士会学術理事として貢献。 

・顎顔面補綴技工士講習会への会場提供。 

【救急救命士学科】 

・学校長、副学校長が全国救急救命士教育施設協議会理事長・事務局長とし

て貢献。 

・専任教員が JPTEC、ICLS、ACLS、MCLS などの講習会にプロバイダー

として協力。 

・学生及び教職員が日本 DMAT、大阪 DMAT に協力。 

・他専門学校や高等学校、近隣の企業に CPR 講習会を実施。 

・淀川警察の防犯キャンペーンに協力。 

【鍼灸師学科】 

・卒業生を含む有資格者を対象に特別講演会を実施。 

・学内においても同窓会が中心となって一般に向けた講演会を実施。 

【柔道整復師学科】 

・卒業生を含む有資格者を対象に特別講演会を実施。 

・大阪府柔道整復師会淀川支部救護部として協力。 

大阪市淀川区と連携協定を結び、全教職員に認知症サポーター養成講座を実

施。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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10-46 （1/2） 

10-46 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-46-1  広 く教 育機

関、企業・団体、およ

び地域との連携・交流

を図っているか 

広く教育機関、企業・団体、お

よび地域との連携・交流は重要

と考えている。 

学校関係者以外が参加可能な講習会

や講演会が実施されている。柔道整復

師学科においては、地域スポーツ大会

などにおいての救護班。救命士学科に

おいては、消防の防災非難訓練参加や

運営スタッフ、高等学校中学校の CPR

講習会などで協力している。学園祭で

は、大人だけでなく地域の子供が参加

しやすい環境を整えている。大阪府教

育センター主催の府下の幼稚園・小学

校・中学校・高等学校教諭対象のサマ

ーセミナーも開催している。 

資格の法的な性質上、学生の直

接的な行為が制限されるため、

現在は教員が中心となって連

携、交流が図られている。今後、

学生も参加できる交流連携を

計画していきたい。 

特に無し 

10-46-2 学校の資源を

活用し、生涯学習事業

や雇用促進への支援を

行っているか 

学校の資源を活用し、生涯学習

事業や雇用促進への支援は重

要であると考えている。 

生涯学習・卒後教育に関しては

同窓会が中心となって講習会等

が行われている。雇用促進に関

しては、在校生だけでなく、卒

業生に対しても就職支援を行っ

ている。 

今後さらなる生涯学習事業や

雇用促進への支援を強化して

いきたい。 

特に無し 

10-46-3 学校の施設・

設備を開放するなど、

地域社会と連携してい

るか 

学校の施設・設備を開放するな

ど、地域社会との連携は重要だ

と考えている。 

学園祭での献血会場や、津波避

難場所として校舎を使用してい

る。 

市民講座の開催など、さらに地

域社会に貢献できる連携を考

えていきたい。 

特に無し 

10-46-4 諸外国の学校

などと連携し、留学生

の相互の受け入れ、共

同研究・開発を行って

いるか 

諸外国の学校などと連携し、留

学生の相互の受け入れ、共同研

究・開発は重要だと考えてい

る。 

中国浙江中医薬大学との同時入

学制度（鍼灸師学科）や、本校

歯科技工士学科教員が、浙江中

医薬大学口腔科学生の実習指導

を行っている。各学科において

海外研修を実施している。 

卒業後、国外において国家資格

を生かせる状況が望ましい。 

特に無し 
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10-46 （2/2） 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-46-5 重要な社会問

題について、学生や教

職員に対し啓蒙活動を

行っているか 

専門的な教育のみならず、重要

な社会問題についての認知と

理解は重要と考えている。 

教職員には講習会や朝礼、会議

等で啓蒙し、学生においてはホ

ームルームなどで説明してい

る。 

重要な社会問題に関する啓蒙

活動は、キャリア教育の一環と

して、今後システム化していく

努力が必要である。 

特に無し 

10-46-6 学校として重

要な社会問題に具体的

に取り組んでいるか 

学校として重要な社会問題に

取り組むことは重要であると

考えている。 

IT リテラシーの問題や、地球温

暖化、節電対策など、講習会の

実施や空調の温度調整、エレベ

ーターの使用制限（2 アップ 3 ダ

ウン）無駄な電気の消灯などに

取り組んでいる。赤い羽根募金

や学園祭での収益金の一部をユ

ニセフに募金している。 

重要な社会問題への具体的な

取り組みをシステム化させ、個

人差の大きい取り組みレベル

の全体的な底上げが今後望ま

れる。 

特に無し 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の教育資源を活用した教育機関や企業、業界との連携は重要であると考

え取り組みを行っている。 

専門的な教育のみならず、重要な社会問題についての認知と理解、それへの

取り組みはキャリア教育の観点からも行っている。 

地球温暖化に関してはグループ全体の取り組みで消費電力の節約に留意して

日常生活を送っている。しかし、まだまだ個人レベルでは差が激しい。 

教職員だけでなく学生一人一人が真剣に取り組めるよう指導を徹底していき

たい。 

広く社会に目を向けるための啓蒙活動は、キャリア教育の一環として今後シ

ステム化が望まれる。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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10-47 （1/1） 

10-47 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-47-7 学生のボラン

ティア活動を奨励、支

援しているか 

学生のボランティア活動を奨

励、支援する体制が必要である

と思われる。 

淀川マラソン、篠山マラソンの

救護班ボランティアなど 

専任教員も引率として同行し

ている 

今後、さらなる学生のボラン

ティア活動を推奨していきた

い。 

特に無し 

10-47-8 学生のボラン

ティア活動の状況を把

握しているか 

学生のボランティア活動状況

の把握は重要である。 

学校から学生に提示したボラ

ンティア活動は把握可能である

が、学生が個人的に活動した場

合の把握は出来ていないものが

ある。 

特に無し 特に無し 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校から学生に提示するボランティアについては、内容とその意義が十分に

検討され安全面の確認がとれたものとなっており、学校が把握している。し

かし、学生個々で行ったものに関しては自己申告によるものに対応している

のが現状である。 

今後は学校としても状況を把握して定期的継続的に奨励。支援の体制を検討

しなれければならない。 

また授業時間との兼ね合いも検討していかなくてはならない。 

特になし 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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基準１１ 国際交流 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国際交流を通じ世界に目を向けた教育を展開していかなければならない。 

 
本校の建学の理念の一つである国際教育は、昨今の多様化する国際情勢に鑑みて

非常に重要な位置を占めることになっている。 

 
またグローバル化が進む産業界においては国際的素養を持った人材の育成は急

務である。スペシャリストの養成をベースに世界を視野に入れた考え方や世界で

通用する技術知識を含めた教育を実践していかなければならない。 

 
在学中から海外の文化やテクノロジーに直に触れる機会を数多く設け、十分な語

学力や国際的な視野を養い、これからの社会や産業界を牽引できるグローバルな

人材を育てていきたいと考えている。 

新型コロナウイルス感染予防の観点から海外渡航によるリスクを鑑み、現状

ではオンラインでの海外研修を実施している。 

 
最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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11-48 （1/2） 

11-48 グローバル人材の育成に向けた国際交流などの取り組みを行っているか 

 

点検小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

11-48-1 各学科におい

て国際教育は実践され

ているか 

国際教育は実践されていると

考える。専門職を活かした国際

的に活躍する人材育成に取り

組んでいる 

目指す専門職における海外での

最先端の技術や、異文化交流を

学ぶために、各学科において海

外研修が実施されている。 

鍼灸師学科においては中国浙江

中医薬大学との同時入学制度に

より多くの卒業生が留学してい

る。また双方向に 20 年以上にわ

たる学術交流（歯科技工士学科）

も続いている。 

経済的理由から海外研修や留

学を断念する学生が増えてき

ている。計画的なサポート指導

が必要となってくる。 

海外研修のしおり 

11-48-2 グローバル人

材育成に向けた取り組

みは整備されているか 

グローバル人材育成に向けた

取り組みは重要であると考え

る。各業界における国際的な情

報の提供、国際的コミュニケー

ション能力の向上を目指して

いる。 

中国・韓国・台湾等との学術交

流を通じて、業界の情報収集を

行い、海外での活躍を目指す学

生の為に、カリキュラムに含ま

れる医療英語・英会話・中国語

講座以外にも、学科横断的な英

会話セミナーが実施されてい

る。 

国際的コミュニケーション能

力向上に向けた、さらなるモチ

ベーションアップの指導が重

要である。 

 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各学科の専門性を考慮した海外研修が行われている。自らが目指す世界の最

先端に触れることにより、世界的視野を持った職業人の養成をめざしている。

具体的な取り組みとしては、国家試験のためのカリキュラムに加え、申し込

み制の英会話セミナーを実施している。 

海外渡航費用の高騰に伴う希望者の減少、渡航先の情勢も考慮し 

現状はオンライン海外研修を実施している。 

その他、モチベーションアップに向けた指導や、継続教育に対する適切な情

報発信が学校に求められる。 

向上心、向学心をより伸ばす努力が必要である。 

最終更新日付 2024 年 6 月 14 日 記載責任者 柿原 伸一郎 
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